




















1.大野城跡

2.岩屋城跡
3.陣ノ尾遺跡
4.筑前国分寺跡
5.辻遺跡
6.国分松本遺跡
7.筑前国分尼寺跡
8.国分千足町遺跡
9.御笠団印出土地
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28.剣塚遺跡
29.唐入場遺跡
30.援遺跡
31.桶固山遺跡
32.太宰府天満宮(安織寺跡)
33.浦城跡
34.原遺跡
35.大事府条坊跡第225次聞査
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第2図 報告調査地と周辺遺跡 (1/5，000)
名称 次数 掲載文献 名称、 次数 t対 戦文南~

大宰府条坊跡 6 太遺宰跡府調査市概教育要委2編員会 1981 I筑前回分尼寺跡・陣ノ尾遺跡ー他、歴史時代
大宰府条坊跡 25-1 太宰府市教育委員会 1984 I大事府条坊跡mJ
大宰府条坊跡 25-2 太宰H:J-i!r教育会H会 1984 I大宗府条幼跡皿」

大宰府条坊跡 11-1 太宰府市教育委員会 1983 I大宰府条幼跡lIJ 大宰府条坊跡 26 太主l'!H.f市教育委民会 1984 I大事府条坊跡mJ
大宰府条坊跡 11-2 太宰府市教育委員会 1983 I大宰府条坊跡lIJ 大宰府条坊跡 27-1 太宰府市教育委員会 1984 I大宰府条坊跡皿」
大宰府条坊跡 12 太宰府市教育委員会 1983 I大宰府条坊跡lIJ 大宰府条坊跡 27-2 太宰府市教育委員会 1984 I大宰府条坊跡回J
大宰府条坊跡 14 太宰府市教育委員会 1983 I大宰府条坊跡lIJ 大宰府条坊跡 28 太宰府市教育委員会 1984 I大宰府条坊跡皿」
大宰府条坊跡: 19 太宰府市教育委員会 1984 I大宰府条坊跡mJ 大宰府条坊跡 29 太宰府市教育委員会 1984 I大宰府条坊跡皿」
大宰府条坊跡 20 太宰府市教育委員会 1984 I大宰府条坊跡皿」 大宰府条坊跡 30 太宰府市教育委員会 1984 I大宰府条功跡mJ
大宰府条坊跡 21 太宰府市教育委員会 1984 I大宰府条坊跡mJ 大宰府条坊跡 33 未報告

大宰府条坊助: 22 太宰府市教育委員会 1984 I大宰府条坊跡mJ 大宰府条坊跡 35-1 未報告

大宰府条坊跡 23 太宰府市教育委員会 1984 I大宰府条坊跡mJ 大宰府条坊跡 35-2 未報告

大宰府条坊跡 24 太宰府市教育委員会 1984 I大宰府条坊跡皿」 大宰府条坊跡 36 未報告
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第3図 胴査地点概念図 (1/40，000 条坊は銚山寮 A鯛査地)

名称 次数 1崎戦丸似 y， 判. 1*面 jJl級文献

人申J好条坊跡 41 ~tlH'1 大、'~I(I 条幼跡 2111 tt世作
一 一人事府条坊跡 42 木材ll'l

人事J(.f条坊跡 46 ~，械的IIf 
t，_'併I(;f条坊跡 ω 太本 。 It~'(rを例会 ll*~) 1 J..:. ψI(J~))J跡 X1 II\ r~}.*1刷舟 l 

人市府条坊跡 57 ~鰍l'i

1..一llkKJιK人事1Vド-事J刷刷附附4集保k貸l幼3lHh，s跡跡跡
n日 本織jJl職
~~(Ì ttllf'，' 

227 ~tllf'i 

)~州版史資料品I! 1971 r大宰府史跡一昭和46年度発掘削先概tll..J 
一一一一一人事l(f条坊跡 67 ~相!l'i 大事I(J史跡 22 九州艇史資料館 1973 r大宰府史跡一昭和47年度発捌側資概棟一|

人物好条坊跡 71 ~制作， ん市IH'J.!跡 27 九州歴史資料館 1975 r大宰府史跡一昭和49年度発掛11測衛概鰍 | 

人申府条坊跡 79 本相ll'i 火、'~IIf史跡 28 九州歴史資料錨 1974 r大宰府史跡一昭和48年度発拍!側傑慨鰍 l 

1・郁J{.f条坊跡 8.1 t制ll'i 大本l(.f史跡 38 九州歴史資料館 1977 r大宰府史跡一昭和51~lq支給州側舟慨鰍 | 
一一一一一

人九本事Ilf条坊跡 88 t相 í~' 姐一一一I(.f条坊跡 ω ~tlH'1 

大市IU史跡 39-1 九州歴史資料館 1976 r大宰府史跡一昭和5011Qt先制削命概鰍 | 

大~.v，1ft 'J.!跡 39-2 九州歴史資料館 1977 r大宰府史跡-lIrl利51{1'.IjC知j'，1側僻慨鰍 l 
一一一一九市l(f条坊跡 92 ~判Il'i 大，.V，l(;f史跡 39-3 九州歴史資料館 1976 r大宰府史跡ーlI(j利51作成側側関府機鮒 l 一回

久市J{.f条坊跡 102 ttlll'i 大市I(;f史跡 61 九州歴史資料館 1979 r大事府史跡-1I(Hllr~1íl'.I!I:'ílt j制綱合概刺1 1 

-、*'好条坊跡 109 ~tll糾 大宇和府史跡 74 九州歴史資料館 1982 r大市町f史跡-1I{j ftlr~;{I'.I世物州側食t規制1 ， 

人事府条坊跡 116 ぷ鰍{li' 大*府史跡 103 九州歴史資料館 1987 r大:f，J(.f此跡ーII(Ull(il{I'.11;崎1111削台織鰍 | 

人1前H府条坊跡 124 木市I(.I，lt教育委員会 :!CXJ4 1人;市Ilf条坊跡:!41

人 J符条坊跡 125 本tllf'r

大準府史跡 109 九州歴史資料館 1989 r大学府史跡 lI(j柳川{I'.I貰吟州側僻槻制1 ， 

大事府史跡 III 九州歴史資料館 1989 r大市IU史跡 II(UI J(~J{I\I虻犯，.，網俊慨鰍 | 

人事I(;f条坊跡 130 ~tlllli 大宰府史跡 115 九州廃史資料館 1990 ，火・~Mf史跡 、ド成1Í;~'.Iø:帰州側僻械鰍 l 

人物(.f条坊跡 134 ~tIl lli' 大宰府史跡 117 九州歴史資料館 1990 ，火1・.}lJ{.f史跡..'V. ，且 }l; 年I虻兜側欄舟~相1'"

人可~I符条坊跡 140 ~相1'0'" 大宰府史跡 122 九州歴史資料館 1993 r大端附史跡 平成4節度予告側関食慨鰍 | 

人窃J{.f条坊跡 145 ~tIlf'r 大宰府史跡 154 九州歴史資料館 1995 IJ..:.*'lf史跡 、 l勺此(j {I'.IØ;弛 '~I側際概鰍 1 

人事!好条坊跡 147 ~tlll' ，' 大宰府史跡 176 九州歴史資料館 19H!l 1火事l(.f史跡 、l勺此!){Jqt処I~I附食概鰍一 l

人可~J{.f条坊跡 149 }，;，・事Ilflli教育者自同会 1!~~) r大市II.f条幼跡XlI一大宰府条坊跡妨149次側資一J

人事I(.f条坊跡 157 }，;，~，~I(，f ，li軟T守司容民会 2CX):! ，大市I(;f条tlj跡21ー第156・157・158次側3tf-J

人事府条坊跡 158 }，;， ~;':IIf， li軟宵喬民会 2CXJ2 ，大・';':I(.f条りi跡21ー第156・157・158次側査一J

福パ岡ス南遺バ跡イ l 福第岡8県集教背後員会 l!l7!l rr両附11刺バイパス関係 1'11級文化財閥俊明lf'rJ

福パ岡ス南遺バ跡イ 2 福第岡8町集1教育受員会 lH7!! r綱|問l栴パイパλ関係 IlI¥級文化財閥俊輔ll'i'J

久市I(J条坊跡 159 ~tlH'i 
'、市l(f条坊跡 160 ボ鰍l'j'

福パ岡ス南遺バ跡イ 3 禍節冊3!日1誌拠軟背司E同会 W7G rl日|曲IJ制パイパス関係 )'1¥雌文化財測自:tIlf'i'J

人市J{.f条坊跡 163 >ldllf'j' 福パ岡ス南遺バ跡イ 4 術自作開3集県・秋宵~民会 1!}引; rr同1品'"柑パイパス関係 j明級文化財閥針鰍'r'IJ

人司H附条坊跡 169 ヰとtlll'j'

J.*J{.f条坊跡 171 木市l(.f，li教育喬民会 2CXJ4 rJ..:.市IIf条坊跡24J
福パ岡ス南遺バ跡イ 5 制9出附2県集教背後員会 W75 r倒l田11栴パイパス関係 )'1¥雌文化刷!醐俊輔ll'i'J

九本市1(.(条坊跡 180 米朝I'r'i

I..*，(.f条坊跡 189 *鰍{I(

人事l好条坊跡 203 未報{II~

福パ岡ス南遺バ跡イ 6 術郷|6同県集教育司自民会 1977 H日|附I軒パイパλ関係 1'
1¥雌文化財閥俊輔tf'i'J

君畑遺跡 術第|削7除集秋宵~員会 1977 rml州陶バイパス関係 111¥雌文化財削傑鰍f'iJ
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↑出現 l増);0. !減少 2000.2術訂

問~棟搬磁告書紀~:.銘 I AD. I大帯府土器型式| 磁機区分
図産陶縦型式(型式の上限)

灰利1------: 鰍甲山 機械磁総
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狼投0-10 ! 
l 長門?・畿内 ， 井ヶ谷IG-78!......， J; """" I白磁I類

1越川、|窯系青磁1，II類
! (凶 |黒笹川 izp(単品|長沙窯系青磁黄粕
: ""~'j， ~ ・4 一一一圃 ~_.!:;~-~褐彩・褐糊
: I 、|篠岡S-4 :洛西
I I黒笹K-90 :黒笹K-90

-T~---Tlr-----------l 

虎渓山1_"， :近江
(折戸0-53) l 

rr--折戸 -----------------..越!日

~.------------1 I 白磁XI獄
: I東11111-72B ! 1 I (九イi2)

:;織目…附|1Mi2 i |XII.氾II結l "|蝦州制開

|i代ぶ 1 I liu.I{N:V:YI， VII矧 |初期高腿背磁1，II， III知i
C 1東1111ト!05 1 1 "''''， IY， Y， "， Y";I<II 1背白磁
|篠|刈S'-I: I ~ 

i 11抱泉害事系背磁椀1-1-4，6 I白磁椀VIII，V-4，III1I II禦u削H
l皿I類|

i I同安窯系青磁椀1-IV，.llIl1類「
I I白磁椀VII，llIlVIII"1'J:!{ 

I i I龍泉窯系青磁椀II-a， b類 |自制IlVIII川i

-1千r-------'-------------------1龍一一 : 
L I : I 白磁IXl績 「

I 1 i 1 1 組長L縦糸町'~ì桃 Iトc姉1
h I : I い'，1，滋X矧
.' I : I I IJ胤h~6)J~~

111-矩|

700 
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⑥-
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① -~ω 
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唐三彩・二彩

絞胎

青磁褐彩・褐利l
初期イスラム|刷協

白磁鉢III類、椀XIV矧

紀年銘資料 ①A.D目927 延長5年，大宰府74次SD206A櫛
②A.D.1091 寛治5年，平安京左京4条 l坊SE8~1・戸
③A.D目1224貞応3年，大宰府33次SD606i梓
④A.D.1304嘉元2年，大室経府109.111次SD3200i梓
⑤A.D.1330元徳2年，大主将府46次SX1200池
⑥A.D.784 延暦3年，長岡京102次SD10201~
⑦A.D.1459・1465長線3・寛正5年.楠岡市井相田C11 . SG16池
③A.D.1501文亀元年，大宰府70次SD1805溝
⑨A.D.1265文永2年.博多62次713土城

文献 ①九州歴史資料館「大宰府史跡昭和56年度発掘調査概報J1982 
②田辺昭三・吉川義彦 「平安京跡発掘調査報告左京四条一坊J1975 平安京調査会
③九州歴史資料館「大宰府史跡昭和49年度発掘調査概報J1975 
④九州歴史資料館「大宰府史跡昭和63年度発掘調査概報J1989 
⑤九州歴史資料館「大宰府史跡昭和52年度発掘調査概報J1978 
⑥長岡京市埋蔵文化財センター「長岡京市埋蔵文化財調査報告書第l集J1988 
⑦福岡市教育委員会「井相田C遺跡IIJ r福岡市埋蔵文化財調査報告書179J1988 
③九州歴史資料館「大宰府史跡昭和56年度発掘調査概報J1982 
③福岡市教育委員会「博多48J r福岡市埋蔵文化財調査報告書397J 1995 

大宰府土器形式と国産陶器・貿易陶磁器編年
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v.調査の概要

1 .層位

最上層は調査に至る経緯で述べたように近年の盛土である。黄褐色を呈し、層厚は西側で1.3m、東

側で1.7mを測る。下層には盛土以前の耕作土である灰色土および暗灰色土が層厚20----25cm程度堆積す

る。この耕作土を除去した後に遺構面を検出した。

遺構面はほぼ平坦で、、標高は約34.5mを測る。検出遺構の基盤層は遺構略測図に示すような平面分布

をしており、黄褐色粘土が調査区南側を中心とした広範閣を占めている。黄褐色粘土の遺構面からは縄

文時代晩期の土器をごく微量検出しており、本層は該期包含層の可能性がある。調査区北側では砂層が

t.体的に分布している。また、黄褐色粘土の下層には茶褐色砂、灰色砂磯等の砂磯層が堆積しているこ

とが、検出された井戸盛での地山!脅観察から把握された。

遺構面には自然推積層に加え、絵地屑が調査:1玄の東側 (225SX055)と商側 (225SX050)に分布する。
千安時代の形成と考えられ、東側では l当然流路 (225SD060) を、間側では [~I地を阻め立てている。

自然流路 (225SD060)は肢終河床の時期が平安H寺代前期j頃と考えられ、さらに下層の堆積状況をトレ

ンチにより観察したO 砂防を主体とするご1:'.1向は流水'I~I:の推積を示す細かな五腕を形成しており、層中か

らは縄文時代後'"'-1晩期jおよび弥生時代中期jに比定される:1'.加を検出した。しかしながら部分的な確認に

とどまったため、流路の*Q燃や、地山!刊とのj併枇的関係は不明瞭で、ある。
確認し得た地11.1の紋下)凶は特色ホliJ二で、あるが、制作|足以端にN:fnする:)j:)..i225SE020および225SE047

の底部付近で線認されたのみで、その広がりや!回以は不IYJである。同 L:Hriの121i肉は225SE047で31.8mを

i削る。なお、透水'I~I:の低い本府まで抗I! り込まれた I'.a~の :)I:)i2 )i~は淵井であった可能性がある。

225SX055 

¥225SD060 / 、
、、ー-ーーーーーーーーーノ

2 

第4図土層模式図
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1.黄褐色土(盛土)
2.灰色土(耕作土)
3.黄褐色粘土
4.砂磯層
5.檀色粘土



ト・4

o 

西壁

X=+56309.。
_ 36.0m ~ 

X=+56312.0 

ーーーーーて-一ー一ーーー

南壁
Y=-44144.0 

一一一 36.5m

v ¥V_ 

調査区西壁
1.黄褐色土(表土)
2.暗灰色土(現代耕作土)
3.灰色土(現代耕作土)
4.暗灰色土等 (225SE∞3)
5.黒色土 (225SX050)

6.黒褐色土 (225SXO田)炭化物含有
7.黄褐色土 (225SXO田)
8.暗反色土 (225SXO田)
9.茶褐色砂地山
10.黄灰色地山

X=+56315.0 

8 

Y=-44147.0 

調査区南壁

1.貧褐色土{表土)
2.反色土(現代務作土)
3.暗褐色土 (225SX応5)炭化物含有
4.黒褐色土 (225SX回5)
5.培褐色土 (225SX白5)

X=+56318.0 X=+56321.0 

9 

Y=-44150.0 Y=-44153.0 

6.反黄色シルト(包括D胸)
7.暗反色砂 (225S0側)
8a.暗貧灰色シルト (225S0侃0)炭化物多量含有
8b.貧灰色シルト (225S0胸)
9.黒褐色砂礎 (225S0随0)

叫〆

10.反色砂 (225S0060)
11.明反色砂 (225S0侃0)
1乙黒色砂(包括D侃0)
13.灰色砂縫 (225S0随0)

第5図調査区西・南壁画土層図 (1/60)



輔極

0

・0
∞F
可
守

|

H〉

L 

量四， 56330.0 

If 

I "-ーノ i 
Cぱ4D2 3 • CCばコ3 3 

o I ー、 L L 

① 。。
@ 

，^""国~~t耳四十fl6315.0 l~註テマ~三毛\ 。
。

225S印03----トベこ~ヤ)) )1/ レ/j' /一二亡、γ
00 

"" 
@ 。@

v:7d8 L 
225SE005 --寸 m ¥、ミ-シr;:------ μv，，;:p@ 'l' 1 11 [)) li/' @ --------

盟国Eふ
。

守アム剛 22 
@ 

。
I t ¥ '-../ ""-¥ lRI ~ θ 。

@ 明。
(1) <!) 
@ 

@ 

@

0

 

6

γ

 。で6
F
 

削
l
j一
，

d
m
v
 

o
 

@ 
。

225SD029 
225SE052 

225SD035 

225SE034 

225SE022 

225SE033 

225SE047 

225SK032 

16 14 13 12 10 守-

nu 
q
J
 

nu 
nu 
n
b
 

F
D
 

内

L
内〆』
1
I
l
l
i
-
-
i
n
o
 

po 
-
A
H
V
 

v
h
 

qv 

F
円
J
V

内
〆
』
内
〆
』

n
ヨ

225SK019 
1
1
1
1
1
1
4
1
l
内
〆
』

nu 
-nu 
v
h
 

Q
M
 

r
D
 
n
t
 

円ノ』

「
A 

15 11 5 4 

第6図 大宰府条坊跡第225次調査遺構配置図 (1/150)
。 10m 



2.遺構

1 )井戸

225SE002 (第7図、図版2) 

調査区西側B14区で検出。検出面での平面形は円形であるが、北東一南西方向がやや長い。径は1.7

m~ 1. 85m、深度は1. 8mで、底面標高は32.6m を計測する。井戸枠はやや北東に寄った位置から結物

を検出した。円筒形の結物は20枚の樽板からなり、径55.0~60. Ocm、残存高50.0cmを計測し、外面下位

に幅6.0cmほどの植の痕跡がl段巡る。また結物の外周から遺存状態の悪い板材を 5枚検出したが、腐

朽を免れた井戸枠上段結物の下端部と考えられた。

遺構内覆土は模式図のような堆積状況であり、遺構上層(暗灰色土)、井戸枠内(上層から暗灰色粘

土・黒褐色粘土)、裏込め(暗灰色砂)に分かれ、遺物は各土層から出土した。本社は完掘に至るまで

湧水せず、最深部の地山層は灰色砂磯であった。

本社の時期は、出土遺物の様相から、 F期(別~刃X期、 13世紀前後~14世紀初頭)頃の埋没と考え

られる。

225SE003 (第7凶、図版2) 

調査区西側C141玄で検出。遺構間側が・剛・部調査区外に延びている。他遺構との~1í~被関係で、は225SE005

を切って榔築される。検/:BHHでの平HiiJI~は不整形を思.し、後は2.4m~2.6m、深度は1. 7mで、底面標

高は32.7m を測る。 )1:) ニ i*，，~は川筒状を尽するが、枠材は検 11.\ されなかった。

灰色土(現代耕作土)に糠われた遺構内視土は般式|立lのような脱獄状況であり、:Jj:Fi枠内(上層から

暗灰色土・ i'.f灰色粘土)、裏込め(附貨褐色土)に分かれ、遺物はH的反色.1-.、企庁)ポ色粘土から出土したO

本社は完抑!に京るまでj揚水せず、般i栄古I~の地山!砕は1î号制色砂であったO

本社の時期jは、/L¥j""遺物の附11から、 FJVj (測---XIX}側、 13"111:紀j')ir後......14.111:紀初版)頃の埋没と考え

られる。

225SE005 (第7図、|ヌl版2) 

調査区閥fIllJC 14 rX: で検出。他遺構との:m.復関係では~在地225SX050を切って構築され、西側を225SE003

に切られる。検出耐での平HiiJI~ は附丸)j・形を法制としており、南北2.5m、深度1. 9mで、底面標高は

32.5mを計測する。井戸枠は検出した材・の不正り方から、機似井総高11と類推され、その仕口は各々の板材

両端(小|二1) が凹・!日lJI~ に lJlrr されていることから日迎い納組と ~II!.角~(，される。椀板は長さ 1.05m、幅6.0

~8. Ocm 、 lid さ 3.0cmに復原されるが、;衷込め 1l11J から JJ. )J を受け、折れ!日lがっている。水溜は径60.0~

74.0cm、深さ28.0cmをiJIIJり、材として朽ちた1II1物が検出された。

遺構内覆土は校式凶のような堆積状況であり、井戸枠内(上屑から黒字詰色土・明灰色土)、水溜内(黒

褐色粘土)、裏込め(附灰色土)に分かれ、遺物は黒褐色こ|二、出縄色粘土から出土した。本社は水溜底

面で渉み出る程度の僅かな湧水があり、-股深部の地山層は茶褐色砂であった。

本土u:のH寺期は、出土遺物の様相から、 X---XI期 (10世紀後半--11世紀中頃)頃に埋没したものと考

えられる。

225SE006 (第8図、図版3) 

C11区で検出。他遺構との重複関係では225SK007を切って構築される。検出面での平面形はやや!ね

西に長い楕円形を呈し、南北2.55m、東西2.9m、深度は1.85mで、底面標高は32.7mを測る。 J1: } i仲
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は北側に寄った位置から検出した。枠材は円筒形の結物で21枚の樽板からなり、径77.0cm、残存高43.0

cmを測る。水溜には径20.0cm、高さ6.0cmの小振りな曲物を据える。

遺構内覆土は、遺構上層~井戸枠・水溜内(暗灰色土)、裏込め(上層から暗褐色土・青灰色粘土・

灰色土)に分かれ、遺物は暗灰色土、 H音褐色土、背灰色粘土から出土した。本社は完掘に至るまで湧水

せず、 j泣深部の地山層は灰色砂磯であった。

本土11:のH棚は、/J'，二!こ遺物の様相から、 FJ羽(XVH--刃X期、 13世紀前後--14世紀初頭)頃の最終捜没と

考えられる。

225SE008 (第81刻、関版3) 

B 101又で検出。他遺構とのif(*U関係では225SE009、225SE010を切って構築される。 4検食剣1-司;川-
7形|杉ラはやや司従:んだ|ド円1])形|膨2を!爪Itiし、 l有北2.95m、来四2.0m、深度は1.87mで、成i商標高は32.7mを測る。

:JI:fi f'，L. は 1..1~1$榊巡のわ昂IJ. とド計1$構造の紡物でf.IIJ成される。石組は拳大から長径50.0cmの花i湖沼を)=1]い、

勾配を持たせながら航-み t-_げるが、行材の大小やもnみ行方lI:iJに規則tl:は見出せず、新f!な構築方法を採る。
イj刺lの1m[1古1$は筏0.92-1.0m、h立下段で径0.66-0.7cm、深さは検出1Mから1.2mを測る。

ド行1$榊造のあli物は2段が残存していたoJ二段車iij物は 1'-段紡物の外)i'i]を巡る。槻板26枚からなり、任75.0

--80.0cm、残存iUj25.0cmを計測する。樽板には下端部に)f形の納穴を穿つものが8枚認められた。下段

は槻似21で、梢成され、径55.0-60.0cm、残存高29.0cmを計測する。

遺構内覆土は、石組井戸枠内(暗褐色土)、結物井戸枠内(暗褐色粘土)、裳込め(卜MからIIf'i以色土

・黒褐色土・灰色砂)に分かれ、遺物は灰色砂を除く各層から出土した。本社はうと抗iIに主るまで湖水せ

ず、最深部の地山層は茶褐色砂磯であった。

本社の時期は、出土遺物から、 G期 (X区期~、 14世紀初~後半)以降に埋没したものと考えられる。

225SE009 (第9関、 l;gl版4-) 

B 101?(で検出。他遺構とのA:桜|刻係では225SE008に南側を切られる。検出閣での平岡形は附丸方形を

法制とし、東川2.35m、陶北2.6m、深度2.0m、底商標高は約32.6mを計測する。チ:j:戸枠は後52.0cmの

F'] JI~ を出し、紡物と矩i抗される板材が14枚認められたが、腐朽が著しいうえに井戸.枠を全周していなか

った。水溜には径40.0cm、残存尚20.0cmの刷物を据えており、井戸枠とのI'IJJ1僚には拳大の花嗣岩が隙間

なく詰められていた。

遺構内覆土は、遺構上層(I珂灰色土)、井戸枠内(上層から黄褐色土・黒褐色粘土)、水溜内(上層か

ら灰色砂・灰色粘土)、裏込め(暗灰色砂)に分かれ、遺物は明灰色土、黒褐色粘土、灰色砂、灰色粘

土から出土した。本土止は完掘に至るまで、湧水せず、最深部の地山層は茶褐色砂磯であった。

本社の時期は、出土遺物の様相から、 XIX期 (14世紀初頭)前後の埋没と考えられる。

225SE010 (第9図、図版4) 

A10区で検出。他遺構との重複関係では225SE008に北側を切られる。検出面での平面形は円形を呈し

ていたと解され、東西1.65m、深度1.8mで、底面標高は32.8mを計測する。検出面から約0.9m掘り下

げた時点で、人頭大の花尚岩を円形に敷き並べた施設がl段検出され、石組井戸枠の残存と推測された。

開口部は40.0-45. Ocmを測り、下層からは結物と類推される腐朽著しい板材14枚と、ほとんど朽ちた曲

物を確認した。板材は全周していないが井戸枠材、曲物は水溜と推定した。

遺構内覆土は、遺構上層(黒褐色土)、井戸枠内~水溜(黒褐色粘土)、裏込め(灰色土)に分かれ、
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黒褐色粘土中には人頭大の花岡岩を含有していた。また、遺物は各層から出土した。本土Il:は完掘に至る

まで湧水せず、最深部の地山層は茶褐色砂磯であった。

本土Il:の時期は、出土遺物の様相から、 D期(刃v----xv期、 12世紀中頃~後半)の埋没と考えられる。

225SEOll (第9図、図版4)

A9区で検出。検出面での平面形は円形を呈し、東西2.45m、南北2.6m、深度は1.78mで、底面標

高は32.5mを計測する。検出面から約1.4m掘り下げたところで径42.0----45. Ocmの円筒状を呈する井戸枠

を確認したO 枠材は検出されなかったO

遺構内覆土は遺構上層(暗褐色土)、井戸枠内(黄色粘土)、裏込め(階黄褐色土)に分かれ、遺物は

暗褐色士から出土した。本社は完掘に至るまで、湧水せず、最深部の地山屑は灰色砂礁であった。

本土l上の時期については、出土遺物中に同安然系TT磁椀および、!氏自I~ヘラ切りと糸切りの J:nm r.品j不 a が

観察されたことから (fii:|:遺物 J 覧表参照)、 DJVJ (沼v----xvJVJ、12tu:紀rl:1tJl----後半)頃の槻没と考え
られる。

225SE014 (第 101刈、 I~I版 5 ) 

A 61メ:を "1心に検lHり遺榊仲1'1111J がiVt~1倍以外に延び、ている。他遺怖とのJ11J友関係では225SE017を切って

榊築される。検lI'r1Mでの "Ylfli形は I'J 形地WI~ と併され、 L↓ω可3.25m、深度2.1m 、 j氏Ufi燃 1白は32.7m を計

mり『る。 jlJ形を :'1~，サーる)j:) i枠はl制収1111Jに「がっており、検出面下1.1mで確認した。枠材は槻板24枚から
なるがi物で任65.0--...70. Ocm、残作i向は股大38.0cmを測り、外国には1陥2.0cm程度の継の痕跡が制然された。

遺WJI)~ 覆.1:は Jl ， i枠内(.1:1掛から茶色1-.・灰色土)、裏込め(暗灰色土)に分かれ、遺物は外掛から

/1 ¥ '1'.した。本JII:はうとJMにうiるまで湖水せず、披深部の地山層は灰色砂磯であった。

4:JII:のH制UJは、 IIL1:遺物の級キ11から、 FJUJ (XVII----沼X期、 13世紀前後----14世紀初蝋)凶の虫11.没と考え
られる。

225SE015 (第10図、図版5)

B 712{で検出。他遺構との重複関係では225SK012に切られ、 225SD029、225SD030を切って構築さ

れる。検H¥Wiでの平面形は円形を呈し、径2.15----2.4m、深度は1.8mで、成問標高は32.6mを計測する。

井戸枠は線認されなかった。検出面下約1.4mで、確認された径0.85----1.05m、深さ0.45mの円形を呈す

る掘り込みは、水i留の掘り方と考えられる。

遺構内視土は上!脅から黒灰色土、黒灰色シルト、黒色粘土に分かれ、遺物は各層から出土した。本土Il:

は完掘に至るまで、湧水せず、最深部の地山層は灰色砂磯であった。

本社の時期は、出土遺物の様相から、 XI......xn期(11世紀中頃~後半)の埋没と考えられる。

225SE017 (第11図、図版5)

B5・6区で検出。他遺構との重複関係では225SE014に南西を切られる。検出面での平面形は円形基

調であるがやや歪む。径は東西3.35m、南北3.3m、深度は1.9mで、底面標高は約32.8mを測る。円形

を呈する井戸枠はやや南西側に寄っており、検出面下約1.2mで確認した。枠材は検出されなかった。

遺構内覆土は遺構上層(暗灰色土)、井戸枠内(上層から暗灰色粘土・灰色砂)、裏込め(暗灰色砂)

に分かれ、遺物は暗灰色砂を除く各層から出土した。本社は完掘に至るまで、湧水せず、最深部の地山層

は灰色砂磯であった。
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第10図 225SE014・015実測図 (1/50)

本壮のn~~:JUJ は、 /1\-+'.遺物の微小Hから、ド則(瑚"-XIX J明、 13111:紀前後.....1t1 '111:紀初似)頃の~mi，交と考え

られる。

225SE020 (筋12凶、|刻版6) 

調査区東端のD11まで検出。他遺構との)I(被関係では225SE052を切って榊築される。検出面での平面

形は円形を史する。径は2.8m、i拘北3.0m、深度は検出聞から2.1mで、!段I前線i向は32.5mを計測する。

井戸枠は訂キ11で、平間プランの南側側に得った位般に構築される。 IJfJ仁!昔日後はO.95---l. Om、最下段で

径0.5---0.6m、深さは最上段から般大1.75mを測り、拳大から-長後40.0cm程度の花儲岩を用いて乱石積

みされるが、稚拙な構築のためか南東側や北側が学んでいる。水浴{には径43.0---45. Ocm、残存高16.0--

20.0cmの曲物を据える。
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裏込め土掘り下げ時に黒褐色の円形プランを確認面下約1.3mで、検出した。検出した旧井戸枠は径70

cm、深さ60cmの円筒状を呈し、枠材は腐朽の著しい板材を13枚確認し結物と考えられた。旧井戸底面の

標高は32.6mを測る。

遺構内覆土は、石組井戸枠~水溜内(上層から茶色土・灰色土)、裏込め(暗褐色土・暗灰色土)、旧

井戸枠内(黒褐色粘土)に分かれ、遺物は各層から出土した。本社は完掘に至るまで、湧水しなかった。

なお、最深部の地山層は透水性の低い樫色粘土で、あり、本土Il:は溜井であった可能性がある。

本社の時期は、出土遺物の様相から、旧井戸がD期(刃v---xv期、 12世紀中頃~後半)頃埋没、井戸
再構築はF期 (X四---X区期、 13世紀前後---14世紀初頭)頃、最終埋没はG期(14世紀初頭~後半)と考

えられる。

225SE021 (第11図、図版6) 

調査区の中央やや東側C6区から単独の検出。検出面での平面形はほぼ円形を呈し、径は東西1.75m、

南北1.9m、深度は検出面から1.88mで、底面標高は32.5mを計測する。確認面下約1.35mで円形の井

戸枠を確認した、枠材は樽板19枚からなる結物で、径60.0---66. Ocm、残存高最大53.0cmを測る。

遺構内覆土は、遺構上層(上層から暗灰色土・黄灰色土)、井戸枠内(灰色粘土)、裏込め(灰色砂)

に分かれ、遺物は灰色砂を除いて各層から出土した。本土止は完掘に至るまで、湧水せず、最深音15の地山層

は灰色砂礁であった。

本社の時期は、出土遺物の様相から、 C期(XII ---XllI期、 11世紀後半---12世紀前半)頃の;埋没と考え

られる。

225SE022 (第13図、図版7)

調査区東端A.B1区での検出。遺構東側が調査区外へと延びており、全容は明らかでない。他遺構

との重複関係では225SE047、225SE034、225SE033および225SK032を切って構築される。検出面での

平面形は円形を基調とするが歪んで、いる。最大径は南東方向で4.4m、深度は1.95mで、底面標高は32.6

mを計測する。井戸枠は平面プラン北側に寄った位置の検出面下約1.3mから検出された。円筒状を呈

するとみられ、径は南北63.0cmを測る。枠材は結物と推定される 6枚の板が北側から出土した O 板の残

存高は最大74.0cmを測る。

遺構内覆土は、灰色土(現代耕作土)に覆われており、遺構上層(上層から灰色土・黒褐色砂・黒褐

色土)、井戸枠内(黒灰色粘土)、裏込め(黄灰色土)に分かれ、遺物は灰色土、黒褐色砂、黒灰色粘土

から出土したO 本土l上は完掘に至るまで湧水せず、最深部の地山層は茶色砂であった。

本社の時期は、出土遺物の様相から、 F期(潤----XIX期、 13世紀前後---14世紀初頭)頃の埋没と考え

られる。

225SE023 (第11図、図版7)

調査区中央部北側E6区で検出。他遺構との重複関係では225SE031を切って構築される。検出面での

平面形は円形を呈し東西2.35m、南北2.4m、深度は1.65mで、底面標高は約32.8mを測る。井戸枠は

南東側に寄った位置から検出された。平面形は円形を呈するが下半ではオーバーハングが著しく、径60.0

---85.0cmを測る。枠材は検出されなかったO

遺構内覆土は、井戸枠内(上層から黒褐色土・暗褐色土)、裏込め(上層から暗灰色土・灰色砂)に

分かれ、遺物は各層から出土した。本社は完掘まで湧水せず、最深部の地山層は灰色砂磯であった。
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225SE022・047
1.原色土 (現代粉作土)
2.灰色土 質縄色粘土塊、脱化物、自慢含有

3.11縄色砂 機含有
4.鳳縄色土 自慢化物含有
5.鳳灰色粘土炭化物含有
6.貧灰色土 質縄色粘土塊多量含有
7.褐色砂 貸褐色粘土塊含有
8.鳳色粘土 炭化物、木片包含
9.縄色砂 貸褐色粘土塊含有

* 2 -6 11225SE022、7-9 11225SE047 

」

F JUJ 

225SE022実測図 (1/50)

本土11:のH寺JVJは、 rU土遺物の様相から、 CJ切(沼v--xv JUJ、11'1":紀後月ド--12'111:紀li旬、1':)似の榔築、
(瑚~淑則、 13-1日:紀前後----14世紀初J蝋)引の*'Il没と考えられる。

第13図

225SE025 (第14関、図版7)

調査:I~:北1m側 H14区から単独の検出。検出回での~Yïúi形は南北にやや-民い桁円形を!乏し、市北2.2m 、

東西1.75m、深度2.05mで、底面標高は32.6mを測る。井戸枠は検出面臥1"1.65mで検出し、材の遺存状

態は思いものの、方形縦板組横桟の形態を採っていることが期解された。規燃は一辺63.0cm、縦板の残

存高は最大18.0cmを測る。

遺構内積土は、遺構上層(暗褐色土)、井戸枠内(灰色土)、裏込め(茶色砂)に分かれ、遺物は暗褐

色土から出土した。本社は完掘に至るまで湧水せず、最深部の地山層は灰色砂磯であった。
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本土II:の時期は、出土遺物の様相から、区期 (10世紀中頃)の埋没と考えられる。

225SE031 (第14図、図版8) 

調査区中央部北側E7区から検出。他遺構との重複関係では225SE023に切られる。検出面での平面形

は円形基調とみられる。南北2.3m、深度は1.9mで、底面標高は約32.6mを計測する。検出面下約0.7

mで方形の掘り方を検出、同じく地表面下約1.5mで方形の井戸枠を検出したが、枠材は検出されなか

った。ただし井戸枠底面の西辺には長さ48.0cmの杭が打ち込まれており、枠材の一部と類推される。

遺構内覆土は、上層から黒褐色土・灰色土に分かれ、遺物は各層から出土した。本社は完掘に至るま

で湧水せず、最深部の地山層は灰白色砂礁であった。

本社の時期は、出土遺物の様相から、 X期 (10世紀後半----11世紀前半)頃の埋没と考えられる。

225SE033 (第6図、図版8) 

調査区東端B1ほで検出。他遺構との重複関係では225SE022に遺構東側を切られ、 225SE034を切っ

て構築される。検/Hiffiでの平WIi形は円形を出し、径は南北で2.05m、深度は1.87mで、成而標高は32.6

mを'ii"'l・11I1jする。)I:):j枠は検出Wi"f1.5mで検11¥され、筏70.0cmの円形を虫する。 深度は35.0cmを測る。

枠材は検/1¥されなかった。

遺:fllll)~覆 J..は、十。掛から Illl制色j二・茶色砂 .11官以色土に分かれ、遺物は各!掛から 11\土した。本社は完

抑11にJdるまで湖水せず、般派出1)の地'-'1J凶は灰色砂磯であった。

判 11:の時期jは、/lLl:遺物の州lから、潤-XlV期 (12世紀前半-J.j噸)の峨没と考えられる。

225SE034 (第141~1 、 1;<1版 8) 

w目ゴttrメ::jJ〈側のB11正で検出。他遺構との重複関係では225SE022、225SE033に切られる。検出面での
平'!fl.i形は川形を必Wf~ とするがやや読んでおり、径は東西で2.3m、深度は1. 85m で、 j氏 i前標高は32.7m

を計測する。ヂ1:μ枠は腐朽が:治:しいが、 l辺80.0cmほどの方形縦板組隅柱の形態を採ることが理解され、

その内側には径70.0-80. Ocm、残存高最大25.0cmの丸太劉り抜き材を水溜として据える。

遺構内覆土は、遺構上層(暗褐色土)、井戸枠内(上層から青灰色粘土・褐色土)、裏込め(内側から

灰色砂・暗灰色砂)に分かれ、遺物は暗褐色士、青灰色粘土、褐色土および灰色砂から出土した。本社

は完掠!に至るまで湧水せず、最深部の地山層は灰色砂磯であった。

本主1:のl時期は、出土遺物の様相から、四期 (9世紀後半)の埋没と考えられる。

225SE036 (第15図、図版9)

調査区東側c・D1・2区から検出された。検出面での平面形は南北にやや長い楕円形を呈し、径は
東西3.6m、南北4.4m、深度は2.8mで、底面標高は32.6mを計測する。井戸枠は検出面下約2.4mで、発

見された長辺横板短辺縦板組で縦板は内側から横桟で支持されるが、南側は土圧を受けて材が内側に倒

れ込んでいる。長辺1.3mm、短辺1.15mを測る。

井戸枠は模式図に掲げた木組法を採る。東側と西側には両端部に方形の柄穴を穿った横板を立て、こ

れに両端凸形の柄を造り出した角材を組み合わせて横桟にし、外側には縦板を 4枚ずつ立て並べる。縦

板の合目には裏側から薄板をあてがうことで水密性を高めている。各部材寸法は、横板が長さ1.3m、

厚さ2.0----3.0cm、幅28.0cm、柄穴は6.0cm角、横桟は長さ1.25m、5.0cm角、縦板が幅22.0----32. Ocm、厚

さ2.0----3.0cmを測る。枠材の据え付けに際しては裏込め土とともに拳大の磯(花両岩)を用いて固定を
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図ったものと推測され、北東および南西隅部を中心に磯集積がみられた。

遺構内覆土は、遺構上層(上!脅から褐色土・暗灰色土)、井戸枠内(上層から黒褐色土・褐色砂、黄

褐色砂)、裏込め (U音質褐色土)に分かれ、遺物は各層から出土した。本社は完掘に至るまで湧水せず、

最深部の地山屑は灰色砂機であった。

本jJl:のH、1):JVjは、/_L¥j'.遺物の様相から、咽期 (9世紀後半---10世紀前半)頃の埋没と考えられる。
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225SE047 (第6・13図)

調査区東端のA.B1区から検出。 225SE022の下層から検出されたもので、遺構東側は調査区外に延

(1全容は不明である。遺構上面での平面形は不整形を呈し、南北3.2m、深度は1.2mで底面標高は31.6 

mを測る。井戸枠は円形と推定されるが枠材は検出されなかった。

遺構内覆土は、第13図土層断面に図示したように上層から褐色砂、黒色粘土、褐色砂に分かれ、遺物

は黒色粘土から出土した。本土rI:は完掘に至るまで湧水せず、最深部の地山層は透水性の低い澄色粘土で

あり、本土rI:は溜井であった可能性がある。

本社の時期は、出土遺物から、 E期 (XVI---xvn期、 13世紀前後~前半)頃の埋没と考えられる。

225SE052 (第6閃)

調査区東端のD11>(から検/-H。淵萩1;>(1僚での部分的な検出であったため遺構の全容解明には歪らなか

ったが、検出Hli卜.約l.Omまでj例代を行い、円形をJ:(}，する井戸と類推した。他遺構との重複関係では遺

柑i北側を225SE020に切られる。

遺構内覆土は、 卜)掛からH庁側色 1:、何色砂、時灰色二Lが推積しており、遺物は各層から出土した。本

Jd:は調査終了にボるまで湖水はなかった。

本土l上の時期は、/1¥i:遺物の線中"から、 DJVJ (刃v---xv期、 12'111:紀"，eSA ，.._後半)似の抑.没と考-えられ
る。

225SE056 (第1t11刈、以l版10)

調査区中央部北側のD81べから検11¥した。他遺榊との重複関係は無く、Jii，刻!の検/1¥()検IHWiでの"II.Wi

形は円形を.111し、作は*1'41.65m、，.t.j~I じl. 7m 、深度は1. 9mで、底面椋:i窃は32.6m を ill'測すーる。検 I1¥ 1M 

下1.5mで、井)i枠を検11¥した。枠材は|何側から:1".1+を受・けた上に、腐朽が進んでおり遺存状態が思いが、

方形横板網I.II/~tl: と考えられる。水~f{fは筏が東 11460.0cm、南北45.0cm、残存高最大15.0cmを測る 1111物であ

るが、同様にJ:Jfを受け液んでいる。

遺構内積 1'，は、遺構 ".J凶(附褐色土)、水iftl内(!日制色粘ニヒ)、 7kif{1裏込め(附!ポ色土)、裏込め(以

色砂)に分かれ、遺物はH許褐色土、黒褐色粘土から/1¥，1'，した。本JII:はうと:tAIIに弔るまで湖水せず、般深日15

の地山層は!灰色砂嫌であった。

本土l上の時期は、/1¥'1'，遺物の様相から、珊~医期(9 '1":紀後半--1()'I":ホG'I'tSOのがn没と考・えられる。

2 )掘立柱建物

22588040 (約161;X1、I><IJ阪10)

調査区の阿1111Jで検lI¥した。束附(梁行) 2問、南北(桁行) 4 rHJの側杭建物と般定したが、桁ノjlilHま

さらに南側(調布以外)へ延び、る'f'T能性もある。他遺構との重機関係では験地225SX050を切って構築

され、 225SE006に切られる。規模はJ4.ClLq5.45m、南北10.5m を測り、脱線北を ~tfI\ とした主JMI)]位は N

-7046' -Eを指す。各柱穴の平Uij形はおおむね円形であり、柱穴c、h、 i、jでは武線がみられた。

柱穴 d では筏20.0cm を測る円形の杭痕が観察された。柱痕には黒褐色土、掘り方にはm子政側色:1.がJff~積

していた。また、重機関係の新しい柱穴は階褐色土で、その他の柱穴埋土は階灰色土であった。

本社の時期は、出土遺物の様相から、平安中期~後期頃の埋没と考えられる。

月

tつ中



合しー
2258B040 

E
h
.
2
v
 

1 

~ .c::::::.. 

一一 ωL'17E

ぬ
も.._"

d 

「
「一 一一、

-
H
K
T
 

e 

ω
。。ωω
的

N
N

b .'一、，、、，、，

g 

_J~ 

a 

ω品
.U可
『
コ
|
|

2m 。し

22588040実測図 (1/80)

22588070 (第17図)

調査区中央部南端で検出した。東西は3間とみられ、南北は2間以上で南側は調査区外に延びている。

検出範囲で、の規模は東西6.4m、南北4.3mを計測し、座標東を基準とした主軸方位はE-4036' -Sを

指す。他遺構との重複関係では225SE015、225SE017、225SD030に切られ、各柱穴の平面形はおおむね

円形を呈する。柱穴bに黄褐色土が堆積していたほかは、暗灰色土の単層であった。

本社の時期は、切り合い関係や出土遺物の様相から、おおむね平安中期~後期頃の埋没と考えられ

る。
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3 )柵列

2258A045 (筋61刈)

調査区r-1旬以1111JのB41ぎで検出した。柱穴4穴(3 間)が東西方向に並ぴ、金以は2.7m 、 NI.:撚*を )I~

準とした ~.l:，制h)j似はE-0045' -Sを指す。柱聞は不等間隔で東から0.75m、0.65m、0.95mを測る。

各柱穴平1M}I~は川形で、柱穴 c に黒褐色土が堆積していたほかは、褐色土の単層であった。

本土止のH剖UJは、切り合い関係や出土遺物の様相から、おおむね平安中期~後期頃の埋没と考えられる。

第17図

2258A065 (第61刈)

調査I~(北京 1H1J で検出した。他遺構との重複関係では柱穴 a が整地225SX055を切っている。柱穴 5 穴

(4間)が束1'4')iliIJに並び、全長は7.25m、座標東を基準とした主軸方位はE-1
0
57' -Sを指す。柱

聞は不等11日隔で束から2.05m、1.75m、1.8m、1.65mを測る。柱穴は円形を基調とし、柱穴cのみ上

層よりng.褐色士、・'lli:褐色土が堆積していたほかは、暗褐色土の単層であった。

本社のn守JUJは、遺物カfllLI二しなかったため、時期決定資料に欠けるが、切り合い関係から平安1:1こ1矧J---

後期頃の所雌と推定される。

2258A075 (第6凶)

調査区南I団側で検出した。東西方向に並ぶ柱穴5穴が検出され、東から 2番目の柱穴は225SE011によ

って壊されているものとみられ、柱聞は 5聞と予想される。全長は3.4m、座標東を基準とした主事1I方

位はE-1 054' -Sを指す。柱聞は不等間隔で東から3.5m(1. 75m等間?)、1.6m、1.5m、1.9mを
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測る。平面形は西端が方形、他は円形で暗褐色土が堆積していた。本土止は調査区南端で発見されたこと

から、南側に展開する掘立柱建物の一部である可能性もある。

本土iI:の時期は、遺物が出土しなかったため、時期決定資料に欠けるが、想定される切り合い関係から

平安後期頃の所産と推定される。

4 )満

225S0001 (第6閑)

i澗査|友北間側E111玄を1:1:1心に検出した。平面HI~は東西に長い不整形で、遺構底聞は凹 I~:Jが著しい。規

燃は-民さ6.15m、最大幅1.7mを測り、座標東を基準とした主軸方位はE-1
0

54' -Nを指す。検/+11iffiか

らの深度は最大で31.6cmを測る。覆土は暗褐色土の単層であった。

利1:の時期は、出土遺物の様相から、 F期(瑚 -----x区期、 13世紀前後-----14世紀初頭)頃の#11.~)tと与え

られる。

225S0029 (第6図、図版10)

調査区中央部南側のB7区で検出した。方向はやや蛇行しながら南北に延びている。成Hliはイ'lt1:ぷ(5.2

cm)であるが北に傾斜する。検出された長さは5.8m、最大幅は0.65m、検出聞からの深度はh立大19.7 

cmをulmlJする。他遺構とのl[r複関係では225SE015に切られる。覆土はH奇褐色土のJi'!.Jc4であった。
本J1I:の1I:，~:JUj は、 IIL1:;蛍物の級相から、平安I判

225S0030 (筋 61;x1) 

WM~在|メ:111 * r'il~ l，t11111JのA7 I>-{で検11¥した。 225SD029に沿う形で，*J北方向に延びている。検11'，された全長

は1. 43m、般大I~M は0.6m、検IBr白iからの深度は浅く、披大8.4cm を ~n・ iWJする。他遺榔との坑彼|則係では

225SE015、225SD029に切られる。覆:_I:は灰褐色土の単騎であった。

本土11:のw，yJUJは、 II¥J:遺物の検キLIから、平安中期頃の埋没と考えられる。

225S0035 (第61刈)

調査区東側のCl-3以で検出したO他遺跡との重複関係では225SE036を切って梢.築される。 2ヵi:9i'
で途切れながらも東西方ItiJに延びており、東側は調査区外に延びている。検出された全長は6.7m、故

大I1届0.82m、深度は検出面から最大0.18mを測る。覆土は暗褐色土の単層であった。

本土l上の時期は、出土遺物が僅少で時期決定資料に乏しいが、切り合い関係も考慮すると平安中期~後

期頃の所産と推定される。

5 )土坑

225SK004 (第6図)

調査区西端部のD14区を中心に検出した。平面形は円形を呈し、径は1.73m、深度は検出面から0.5

mを測る。覆土は上層から暗灰色土、黒褐色土、暗黄灰色土が堆積していた。

本土iI:の時期は、出土遺物の様相から、 D期(刃v-xv期、 12世紀中頃~後半)の埋没と考えられる。

225SK012 (第6図、図版11)

調査区中央部南側のB7・8区で検出した。平面形はやや歪んだ円形を呈し、最大径は2.1m、深度

ハUqJ
 



は検出面からO.3mを測る。覆土は黒褐色土の単層であった。

本土l上の時期は、出土遺物の様相から、 F期(XVII ---却(期、 13世紀前後---14世紀初頭)頃の埋没と考え

られる。

225SK013 (第6図)

調査区中央部南側A8区で検出した。平面形は不整形で南北1.95m、東西2.05m、深度は検出面から

最大O.62mを測る。覆土は暗褐色土の単層であった。

本社の時期jは、 11¥土造物の様相から、 F期(別---x医期、 13世紀前後---14世紀初頭)頃の腹没と考え
られる。

225SK016 (第61刈)

調査:I?{I-I~' 火 m~"!半J1H1JA 8 1>( で225SK013に切られる )I~で検出。)判官IIJ は制1t IK外に延ぴており、 frγ併は不

明瞭。束阿2.1m、深度は検H¥fmから故大O.42m を測る。視 -I~. は!日色士の JI'l Jçq であったO

本土11:のH守JUjは、 m卜.遺物の線ホ11から、 FJUJ (XVII ---XIX 10 J、13"111:紀前後-14-111:紀初以)の#I!.i交と考えら
れる。

225SK018 (約6凶)

制作|メ:*1l11JのA21ベで検/1¥した。、li.jM)I~は桁川 )I~で IN北1.:3m、*1'4.1.15m、深度は検II¥IMから肢大

O.45mを測るり様ー1:は1Ii''i"制色 1:のlj'l.J刊であった。

本):11:のIIS:JUJは、/1'， 1..遺物の線中11から、 EJUj (XVI'-，_ XVII JUJ、13111:紀前後----Ijij、1'..)の"11.没と)5.えられるり

225SK019 (第 61刈)

制作|ベ*1l11Jの八 21メ:で225SK018に切られる形で検出した。平面形は不整形で南北1.75m、東l'可1.15 

m、深度は検11¥1(liから肢大O.4mを測る。獲土は炭化物を多量に含む黒色土の単層であった。

本JII:の1I'!j:JUJは、 11¥1..遺物の附rlから、 F)切(XVII-沼X期、 13世紀前後---14世紀初頭)頃の~m~交と与-え

られるり

225SK032 (第61刈)

制作|ベ*端部の八 11べから検11¥。他遺榊とのIT(1U関係では225SE022に切られるり、|え1M)I~は村j川形を.1 1 ~. 

し京l'可2.1m、IV.J:1じ1.45m、深度は検11'11MからO.59mを測る。樹齢1..は!日色:1..のlj'l.I¥'4であった。

みは11:のIky.JUjは、 /1¥:.1二遺物の様相|から、 FJUJ (別ll- 沼XJUj 、 13'111:紀前後 --14 "111:紀初出:0 似の~lti交と考え

られる。

225SK038 (第61苅)

i制1t 1~:" 1央部のC8区から検出した。子1M)I~ は 1:f:J北に民柄"を持つ桁川形で、 It，j:1じO.95m、東阿O.5m 、

深度は検lJ'，HJiからO.19mを測る。覆土はかも土塊を多lit:に合む灰色土の!jl.f¥"1であったO

本J.ll:のH寺JUlは、出土遺物が僅少で、時期決定資料に乏しいが、おおむね12世紀以降の所政と考えられる。
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6 )整地

225SX050 (第5・6図)

調査区西端部で検出した。他遺構との重複関係は225SE005、225SB040に切られている。凹地状地形

を人為的にJJJlめ立てた土層と考えられ、西側と南側はさらに調査区外に広がっている。検出純聞は東西

6.8m、南北10.8mに及び、厚さは最大60cmを測る。埋土は上層より黒色土、黒褐色士、黄褐色:士、暗

灰色土がよ問責していた。なお、出土遺物は暗褐色土として取り上げた。

終地のH守則は、切り合い関係、出土遺物の様相から、平安前期~中期頃と考えられる。

225SX055 (第5・61湖、|刻版11)

i制作 lベ*側の広範Df:Iで検 11 11 した。他遺榔との;沢被関係では225SE036に切られる。 I~" 然流路225SD060

を人為的に~'Itめ点てた土府と考えられ、北京から I:YJV4"方 lífjへ刊;状に分布しており、北側と南側はさらに

調査区外に広がっている。方向は座標北を基準とした場合、 N-26055' -Eを指向する。!両以は11立大で

53cmを測る。埋土は上層より炭化物を含有するH音褐色土、 N三褐色:1.:、lI{y褐色:1:が:Llt秘していた。なお、
出土遺物は暗褐色土として取り上げた。

整地の時期は、切り合い関係、出土遺物の様相から、最終埋没は四期以前の千安IjiJJUJ凶と考えられる。

7 )流路

225S0060 (約5・61刻、図版11)

，U1JJ1長以!紅側で検11¥したもので、整地225SX055に覆われている。方向や平ifli分;イliの様相|は225SX055と

ほぼIIIH，ぷであり、~民地!刊を|徐公した状態が最終河床と考えられる。最終河床HIÎのおお刊は北側が相 l*íJI~I~ に

111jいことから、水流は)判にFIJかっていたものと解される。

，WiF任以前1111Jで、は?ilJJぷ1Mを榊成する暗灰色砂から遺物が出土した。このため遺物の分布純凶:1に応じてト

レンチを設定し、さらにド)刊の取材t状況を精査した。土層は色調や粒度の巡う砂肘やシルト)叫が車111かな

単位で'LN判1:.秘しており、流水性の堆積構造を呈していた。遺物は暗灰色砂からは弥生11守・イ~~rlリULl，滞を

主体fl9 に検出し、'卜.同の Ilì?i 11~灰色シルト、黄灰色シルト、黒褐色砂礁、黒色砂の各!府回からは品刑純|旧u文11時!時寺代後

~晩共期!日jの土器、 正石{ぽ村品カがf可l;ドItしピ土酬

代I晩免期包含層の可能官性1.:がt指旨附t摘向される3黄!をE褐色粘土との層位的関係を把握するに至らなかつたO
平安時代前期に形成された225SX055と、 225SD060の最終河床を構成し弥生時代中期土器を包含する

u音灰色砂との聞には、時間的な隔たりがあまりにも大きく不整合を生じている。また、阿者の年代的ギ
ャップを埋める土層が介在する状況は観察されなかったOこのような現象から類推され得る原因として、

流路の浸食作用により暗灰色砂の上位堆積層が流失した可能性が挙げられる。したがって浸食による最

終河床形成と、整地との間には時間差がないものと考えられ、最終河床面の時期は平安時代前期頃と推

定しておく。

8 )小穴

225SX067 (第6図)

調査区西側D12区で検出した。平面形は円形を呈し最大径O.33m、深度は浅く検出面から7.4cmを測る。

覆土は暗灰色土の単層で、長径24cmの花筒岩が含まれていた。

本社の時期は、出土遺物が僅少で時期決定資料に乏しいが、おおむね平安時代以降の埋没と推定され

る。

つムq
J
 



3.遺物

1 )井戸出土遺物

225SE002暗灰色土出土遺物(第18図)

土師器

杯 a (1) 口径1l.5cm、器高2.3cm、底径7.7cmに復原される。器面が荒れており調整が不明瞭であ

るがよ底部切り離しは糸切りと推測される。

小皿a (2-----8) 口径8.2-----8.8cm、器高0.9-----l.15cm、底径5.9-----7.4cmを計測する。底部切り離しは

いずれも糸切りで、 3と5には切り離し後の板状圧痕が観察される。

鉢(9 ) 口縁部から休部の破片で残存高4.1cmを測る。口縁部を横ナデ、休部外面を回転ナデ、内面

をナデ調整で仕上げる。焼成は良好で、胎土はi受賞J僚色に発色する。

国産陶器

蚕(10・11) いずれも常滑産費の口鰍から休部 l二且|三の破片。 10は残存高1l.4cmを測る。口縁部から

頚部内外聞を梢ナデして、端~~I~ は斜めj二万に小さく摘み上げる。休部外而は縦似のナデ、|付附は指ÿJi調

整で輪積み艇を ~I'f す。 Illffザ結i!1t:. (1-1-1野 1995) 4.別式に比定され、遺構i時期jより lけnと与・えられる。 11
は残存高15.5cm を iJIIJ る。 N1~状n縁の縁ímlllì~が比較的狭いことから、 1119!ザ編年 6 a別式に比定されよう。

両資料ともにJJfi上は階級で焼成良好。

白磁

合子身(12) I H予5.5cm、総向2.Ocm、成作5.1cmに彼以される。体i郊外1Mに縦似の櫛11を施す。焼成
不良のため、 JJfi.1.. は淡い特色を日し、イ本~~I~外 1Mおよび|付 rMに施された~Ih は j米紙色に発色する。

石製品

滑石製品(13) 滑イiを素材・とし、 1..~~I~ を丸く、 1'. 1M を、 II.i'nに成)I~ し、 11 1 央に|斗孔を穿つ。高さ2.5cm、

下面停ふOcm、イし作1.6cmに彼!日(される。紡鍬JI(と推定され、類似資料が大宰府条坊跡第89次調査SK122

(W大宰府条1)j跡VHJ)から11¥.1:している。

225SE002黒褐色粘土出土遺物(第181刻、図版12)

土師緑

杯 a (14) '-1符1l.4cm、線高2.0cm、底径8.4cmに復原される。器面が荒れ、底部切り離しは不明瞭

であるが、板状H:~1ミが制祭される。

瓦類

平記(15) IlImfiには模骨痕および布目圧痕と、その上に同心円の叩き目が観察される。記分制後に

同心川のJJl-をあてがい再調整を行ったものとみられる。凸面は側縁平行のヘラ制粧が施される。 JJfiJ:

は軟質で絞胎になっており、酸化焔焼成のためにぶい黄櫨色に発色する。

225SE003暗灰色土出土遺物(第19図、図版12)

土師器

杯 a (1-3) 口径10.6-----12.8cm、器高2.2-----2.5cm、成径7.5-----8.8cmを測る。!良部切り離しは 2が

ヘラ切り、 3が糸切り。 lの体部内面には糸の付着痕跡が観察される。 2の内聞には煤が付消する。

杯 aX小lITLa (4) 口径12.0cm、器高1.5cm、成筏8.0cmに復原される。底部には焼成前に穿孔を行

っており、円孔は5ヵ所遺存していた。外面底部から体部、内面口縁端部に油煙が付着する。

小皿a (5 -----10) 口径7.7-----10.6cm、器高l.O-----l. 3cm、底径6.2-----7.6cmに復原される。底部切り離し

。3qο 
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第18図 225SE002遺物実測図 (1/3)
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第19図 225SE003遺物実測図(1 -13-1/3、14-1/1)

は5がヘラ切り、他は糸切り。板状rr:痕が5を除いて観妓されたo
瓦質土緑

火舎×椛 (11) LI縁部から底部の破片で残存高11.3cmを測る。口縁は外反し、屈曲部内面には浅い

凹線が1条巡る。総凶iはナデ鯛整で仕上げられる。

白磁

合子身(12) LI線から!底部の破片。口径7.5cm、器高2.05cm、底径7.1cmに復原される。聞紙ナデで

成形した後、体制l外'rfliに働Ielを入れる。 'Ihは口縁部および、外面体部下半から底部を除いて施される。

全体に酸化焔焼成が進み、 '111はH針オリープ色、 JJ台j，..はにぶい貨椴色に発色する。

金属製品

鮫具? (13) 併IJを素材とし、断耐i)i形に鍛造する。 2.4X3. Ocmが遺存し、原さは0.3-0.4cmを測る。

銭貨(14) 元j陥迎賓。鍛名を築帯で鋳込む。法最は fW:I..鍛貨計測IJ~J に制載した。

225SE005鳳褐色土出土遺物(第20図)

土師器

杯 a(1) 口径12.2cm、器高3.0cm、成筏8.1cmに復原される。}氏自IS切り雌しはヘラ切りで、板状圧

痕が観察される。

丸底椀a(2) 口径12.8cm、器高3.9cm、成径10.lcmに復原され、底部切り縦しはヘラ切りで、板状

圧痕が観察される。

椀 c (3-6) 3は高台を除いてほぼ遺存する。口径15.9cm、残存高6.0cmをisIJる。内面はミガキb

およびミガキ cによって仕上げられる。外面は回転ナデ調整。 4は体部の破片。口径18.4cmに復原され、
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残存高は5.3cmを計る。 5は底部の破片。高台径8.7cm、残存高3.4cmを測る。高台外面には油煙が付着

する。 6は体部下半の破片。高台径7.9cm、残存高3.1cmを測る。

小皿a (7 --14) 口径9.6--11. 4cm、器高1.3--1. 8cm、底径6.6--8.8cmを計測する。底部切り離しは

ヘラ切り。 12--14の底部には板状圧痕が観察される。

黒色土器B類

椀 (15) 口縁部から体部の破片。口径13.1cmに復原され、残存高は4.1cmを計測する。器面にはミガ

キを密に施す。搬入品か。

椀c (16) 高台の破片。残存高1.4cmを測る。器面のミガキは密に施される。高台は歪んでいる。

225SE005鳳褐色土
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p
n
u
 

q
J
 

q
k
v
n
 

向
け
附
m
V
H

。

19 

三量 ' 



皿a (17) 口縁から底部の破片。口径9.6cm、器高1.5cm、底径6.2cmに復原される。器面には粗いミ

ガキが施される。底部切り離しはヘラ切り。

須恵質土器

鉢? (18) 口縁部から体部の破片。残存高4.2cmを測る。外面はナデ調整で仕上げられ、焼成は甘い。

金属製品

鉄釘 (19・20) 19は頭部と先端部を欠損しており、断面方形に鍛造する。残存長8.4cm、厚さ最大

O.7cmを測る。 20は先端部を欠損しており、頭部は折り曲げる。残存長4.2cm、!京さi波大0.3cmを測る。

225SE005黒褐色粘土出土遺物(第20閃)

土師器

丸底杯a(21) 11紋から成部の破片。|二!径13.4cm、器高3.6cm、底径8.3cmに復原される。内rfriはミ

ガキbにより1.1:卜.げ、られる。外Uiiは1m転ナデ。底部切り離しはヘラ切り。

小皿a (22・23) 1 1筏10.0 ---11. Ocm、器高1.8cm、底径6.2---6.3cmに復原される。成部切り離しはヘ

ラ切り。

緑紬陶器

椀 (24) 休日1)1"、|えから尚子?の破片。高台径7.2cmに復原され、処イr:Ir.j は:~. 1 cmを測る。応部糸切り向性

し後、高台を山liり付ける。波紋色の利を器面全体に施す。一次焼成lIN:にJJ(i1: の!日付~J~、亀裂が'1:，じたらし

く、破断YfIi にも ~Ihの小J ，.，Yfが制然される。近江産。

225SE006暗灰色土出土遺物(約21図、図版12)

土師器

杯 a (1'--1) 111世12.2---13. Ocm、器高2.3---2.5cm、成作7.R" R. 7cm に f~H;( される的成郎切り向性し

は糸切り。 1・3の山部には板状圧痕が観察される。

小皿 a (5-9) 11作8.0---9. Ocm、器高0.8---1.2cm、成作6.6、7.6cmに御Jl;(される竹山町1)切り向Itし

は糸切り。 9 の I)~1Mには煤が観察される。

黒色土録B類

椀 (10) 1 1紙 1~1)から体行1)の破片。残存高2.2cm を測る。 11似は外Ji. し、 I)'J1111Jに沈似が l条巡ゐ。出1M

は細かなミガキが術にIjUiされる。搬入品。

瓦質土器

火舎×銚(11) 伐イバlj6.9cmを測る。口縁部は外反し、刷1111行1)1人J1111JおよびIlff.州hI111) I )'J 1WJに1"1似をj也ら

せる。

陶器

斐 (12) 'm'i，!it旅灘のr1 fft袋行1)からぬ1部の破片。残存高は6.0cm 、 N 学状1- 1似の鰍'iiVIllitl は~L2cmを測る。

器面はナデIVI~幣で仕上げられるが、外耐には一次調整痕が観察される。中野稲Íl!11~6 b ，~~式に比定される。

青磁

椀(13) LI縁部から体部上半の破片。残存高2.3cmを測る。口縁部は屈曲し、外方にヲ|き延ばされ端

部は薄く尖る。病hは薄く掛けられるが失透気味で緑灰色に発色し、細貫入とともに微少なピンホール状

の紬切れを生じる。胎土は灰色で砂l床が強く黒色微粒子と 3mrn大の小磯を含有している。未分類資料。

中国陶器

耳壷(14) 口縁部から屑部にかけての資料。口径11.1cmに復原され、残存高は3.3cmを計測する。口
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縁部は「くJ字形に外反し、内傾面に目跡が付く。外面肩部には沈線がl条巡る。胎土は明者登灰色を皇
し、黒色粒子を含有する。 VI類と類推される。

鉢 (15) 口縁部の破片。にぶい褐色の糊に淡褐色から灰白色に発色する紬を施す。 1-2 b類。

金属製品

銭貨 (16) 皇宋通貨。銭名を築審で鋳込む。法置は「出土銭貨計測表Jに掲載した。
木製品

櫛 (17) 挽歯式の横櫛。左右が欠損するほか、残存する15枚の歯は l枚を除き先端部が失われている。

歯の挽き出し位置を決める切り通し線は背の上縁に平行し緩やかな曲線を描く。歯は3.0cm(一寸換算)

あたり 9枚を挽き出しており密度が粗い。表面には漆が施され光沢のある黒褐色を呈する。樹穂は米同

定であるが硬質感の強い材を用いる。現存幅5.0cm、背の厚さ1.0cm、残存する歯の長さは3.7cmを計測

する。

ヘラ状製品(18) 素材は針葉樹と類推され、先端を鋭利に尖らせる。残存長9.4cm、最大IIIM2.0cm、

厚さO.55cmを測る。

箸 (19) 素材は針葉樹と類推され、断面方形に面取りする。両端を欠損し、残存長11.65cm、以さは

O.5cmを測る。

225SE006晴褐色土出土遺物(第21図、図版12)

土師器

小IIIla (.J:nUj.:出anJlIJj<参J!日)I1任8.6cm、器高1.1cm、底径6.3cmを計測する。底部切り離しは糸切り。
小IIllc (20) L1f.官7.8cm、出向2.1cm、高台径6.0cmに復原される。

釧 (21) 11縁日I~ の倣JIr'で残作i~j1.5cmを計測する。端部を逆 iLJ字状に折り曲げ、上聞を平:I:El.にナ

デた後、空IlJirtMに純をJ'I'旅する。部閉会体には煤が付着する。
灰糊陶器

瓶 (22) ~底的I~の破片・で残存i白~6.7cmを測る。器面は回転ナデ調整され、外面には紬垂れがみられる。

膏磁

合子身 (23) 11鰍から体制iの破片。口径9.7cmに復原され、残存高2.7cmを計測する。仁川教受け部に

は1=1跡がlヵ所残る。休部内(古iには自跡と同質の白色土が付着する。胎土および紬調から越州窯系青磁

I矧系と考えられる。

膏白磁

椀 (24) 体部から高台の破片で高台径4.0cmに復原され、残存高2.6cmを測る。端正な角高台を削り

IJ¥し、見込みには白化粧土で草文を描く。器面全体に施される糊は光沢と透明感があり、微少な気泡を

生じ、淡い水色に発色する。胎土は白色を呈し黒色微粒子を含有する。

中国陶器

耳壷 (25) 口縁部から肩部にかけての資料で横耳が1個遺存する。口径12.0cmに復原され、残存高

は5.1cmを計測する。暗茶褐色の紬を外面から頚部内面に施すが剥離がみられる。 ill-1類。本資料は

上層の暗灰色土出土破片と接合関係が認められた。

石製品

砥石 (26) 黒灰色を呈する偏平な細粒硬砂岩を石材とする。規模は5.4X7.3cm、厚さ1.2cmを測る。

。。
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225SE008暗褐色土出土遺物(第22図、図版12)

土師器

小皿a(1) 口径8.0cm、器高1.0cm、底径6.8cmに復原される。底部切り離しは糸切り。

土師質土器

播鉢(2 ) 口縁部から体部上半の破片。残存高は3.7cmを測る。口縁部内外面は横ナデし断面方形に

成形する。体部外面は指頭による押圧調整、内面は横位、斜位のハケ目調整を行った後、摺目を施す。

播目は2条観察された。

瓦質土器

播鉢(3 ) 口縁部から体部上半の破片。残存高は4.0cmを計測する。調整、成形技法は2に類似し、

口縁部内外面を横ナデ調整し断面方形に成形する。以下は斜位のハケ目調整。内面に摺目と類推される

沈線が1条観察される。

鍋×鉢(4 ) 口縁部の破片で、残存高1.8cmを測る。口縁部内外面は横ナデ、体部外商は縦位のナデ、

内面は縦位のナデの後横方向のハケ目調整を施す。

白磁

皿(5 ) 口縁から底部の破片。口径12.4cm、高台筏7.0cm、器商3.6cmに復原される。休部は口縁に

向かつて器厚を減じながら内噂する。高台内は浅く削り込んでおり、底部の器肉は厚めで中央部が盛り

上がる。体部上半は内外ともに横ナデがなされ、以下はケズリ調整。胎土は黄灰色を呈し、 11次質微密。

紬は半光沢失透気味で黄色味を帯び、微細な貫入が入る。内閣上半から外国中位まで施糊される。 G期

以降の製品。

青磁

盤 (6・7) 6は体部下半の破片。残存高1.7cmを測る。外面に蓮弁文と類推される縦位の分割線、

内面には縦に凹状の削りが観察される。龍泉窯系青磁皿類。

7は底部の破片。高台は畳付平坦面が比較的広い。高台径8.0cmに復原され、残存高は1.8cmを測る。

粕は暗緑灰色に発色し、細貫入が入る。また焼成不良のためか紬中に細かな気泡を数多く生じている。

龍泉窯系青磁町類。

輸入陶磁器

椀×皿(8 ) 底部の細片で、残存高は0.9cmを測る。外面は回転ヘラケズリによって、非常に低い高

台が削り出される。内面には鉄紬で草文が描かれ、細貫入を生ずる半光沢質の透明粕が上掛けされるが、

市15分的に白濁がみられる。胎土はやや砂質味の強い灰白色で、微少な黒斑を含有する。焼成は良好。ベ

トナム産と推定される。

瓦類

IlFf丸瓦当(9 ) 瓦当面%程度が残存する資料で、内区に巴文、外区に珠文を配置する。巴文は細長

くJ6を引き、外区とを分かつ圏線状となる。珠文は遺存する数と間隔から20個に復原される。

土製品

f~;1犬製品 (10) 用途不明の製品で、器面は直交する 2面が遺存していることから、使用時の断面形

IJ.h形と推定される。器面はナデで仕上げられる。胎土は綴密で小磯を多く含んでおり、淡い桜桃色に

党色する。残存規模は3.2X3.1cm、長さ6.5cmを測る。
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225SE008暗褐色粘土出土遺物(第22図、図版12)

金属製品

椀形i宰 (11) 椀形の鉱(鉄?)津で気泡を多く生じている。現存高3.6cm、最大径6.5cm、重量105g

を計測する。

225SE008暗灰色土出土遺物(第22図)

土師器

小皿a(12・13) 12は口径8.1cm、器高1.3cm、底径6.9cm、13は口径8.8cm、器高1.1cm、成後7.6cm

に復原される。両者とも底部は糸切り離しで、板状圧痕が観察される。 13はやや古相と考えられる資料

で、胎土には雲母を多く含んでいる。

鍋 (14) 口縁部破片。残存高は2.7cmを測る。器面ナデ調整で仕上げられ、外面には煤が付消する。

瓦質土器

播鉢(15) 口縁部から体部上半の破片。残存高は4.0cmを測る。口縁者1)内外而を横ナデ翻殺し、断面

方形に成形する。外而下半は指頭調整。内面に播目と類推される沈線が3条観察される。

225SE009明灰色土出土遺物(第22図)

土師器

小JHLa (16-19) [.]筏8.0-8.4cm、器高0.9-1.7cm、底径6.2-6.8cmに復原される。成部切り離し

は糸切りで、板状任痕が観察される。

225SE009黒褐色粘土出土遺物(第22関)

土師器

小皿a(20) 口径8.6cm、都高1.05cm、成径6.2cmに復原される。底部切り離しは糸切りで、板状圧

痕が観察される。

225SE010黒褐色粘土出土遺物(第22図)

土師器

小皿a(21) 口径9.0cm、器高1.1cm、底径7.2cmに復原される。器面が摩耗しており、調整は不明瞭

ながら底部切り離しは糸切りと類推される。

225SEOll暗褐色土出土漬物(第22図)

中国陶器

耳壷 (22) 胴部下半のみ遺存。底径15.5cm、残存高9.6cmを測る。灰黄色の胎土に化粧掛けを行い、

鉄錆紬、緑灰色の粕を掛け、内面には刷毛状工具で灰黄色の紬を塗る。胎土、粕調の特徴から、皿類も

しくはW類と類推される。

225SE014茶色土出土遺物(第23図、図版13)

土師器

杯a(1-9) 口径11.8-----12. 6cm、器高2.25-----2.8cm、底径8.4-----9.8cmに復原される。底部切り離し

はいずれも糸切り。 3・4・8の器面には煤が付着する。

つムAせ



小皿a (10-----15) 口径7.6-----8.4cm、器高0.9-----1.3cm、底径5.7-----6. 8cmに復原される。底部切り離し

は糸切り。 10・11・15には板状圧痕が観察される。
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土師質土器

脚 (16) 火舎あるいは風炉の脚と類推され、残存高8.4cmを測る。逆烏帽子形の器形を有し、外面側

縁には2条の平行沈線が巡る。接地面には器面の摩耗がみられ、外面から側面にかけては煤が付着する。

瓦質土器

鉢 (17)口縁部から体部上半の破片。残存高4.1cmを測る。口縁部内外を横ナデ、内面を斜位のハケ

調整、体部外面は指頭調整後に疎らな斜位のハケ目を施す。

中国陶器

皿 (18) 口縁部から体部上半の破片で、残存高は1.6cmを測る。口縁部は玉縁状に肥厚し、胎土は澄

色、紬は暗茶褐色を呈する。未分類資料。

225SE014灰色土出土遺物(第24図)

石製品

滑石製石鍋 (32) 口縁部から体部上半の破片。口径29.3cmに復原され、残存高は9.3cmを測る。外面

は縦位の切削、内面は斜位の切削により成形される。外面の鍔より下には煤が付着・する。 C群。

木製品

皿 (33) 挽物で、木地にはkl;.{.r奈が施される。仁l径9.2cm、器商1.45cm、成径6.8cmに復原される。

板材 (34 . 35引) ~針針|ト.楽

幅5.9c仰m、以さ0.8-2.9cm、納は1.8X2. 4cm、深さ1.7-l. 9cm、35は長さ21.2cm、rlr高6.0cm、隠さ0.7'"'--

2.7cm、納は1.9X2. 5cm、j栄さ1.6-1. 8cmを測る。

成似 (36) 紡楠の)).1;f，反と類推される板材で、素材は針葉樹であろうか、板日取りされた材を円形に

成形する。 符22.5cm、!ばさ1.2cmを測る。

225SE014暗灰色土出土遺物(第231~1 、|刻版13)

土師器

j不a(19) 口径12.5cm、部尚2.4cm、成径9.6cmに復原される。底部切り離しは糸切り。

小IIIla (20-26) 口径7.8-9.3cm、器商1.1-1.5cm、底径5.3'"'--8.9cmを計測する。底部切り離しは

糸切りで、板状圧痕が観察される。 23の探聞には煤が付着する。

黒色土器B類

小皿l(27) 残存高1.0cmに復原される。口縁内側に沈線を 1条巡らす。器面には細かなミガキが密に

施される。畿内系と考えられる。

瓦質土器

風炉 (28) 残存高2.4cmを計測する。口縁部はL字状に曲げ、器面は横ナデで仕上げられる。

青白磁

椀 (29) 体部の破片で残存高は3.4cmを測る。外面は鏑蓮弁文、内面には雲文を箆彫りする。紬は光

沢質で淡い水色に発色し、微細な貫入が生ずる。胎土は白色綴密。

中国陶器

耳壷 (30) 口縁部から体部上半の破片。残存高3.6cmを計測する。胎土はにぶい糧色を呈し、白色、

黒色粒子を含有する。紬は灰黄色に発色する。 VI類あるいはVII類と推定される。

土製品

玉 (31) ナデ調整で粘土塊を円筒状に成形する。径2.0cm、高さ1.5cmを計測する。下半に煤が付着。
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225SE015黒灰色土出土遺物(第25図)

土師器

均二a (1---3) 仁l径12.2---13. 3cm、協商2.8---3. 2cm、底径8.0---9.8cmに彼以される。底部切り離し

はヘラ切りで、 2には板状圧痕が観察される。

丸底杯a (4---6) 口径12.6---16. 6cm、器高2.9----4. 6cmに復原される。

椀 c (7・8) 口径14.2---14.4cm、機高5.4----5.5cm、高台筏6.4---8.0cmを計測する。 8の体部内外

面には煤が付着する。

小皿a (9 ---14) 口径10.0 ---11. Ocm、器高1.0----2.1cm、底径6.4----8.6cmを計測する。底部切り離し

はヘラ切りで、 9・10・13---15・17には板状圧痕が観察される。

小皿 a2 (15---17) 口径10.2---10. 6cm、器高1.1----1.2cm、底径6.4----6.7cmを計測する。底部切り離

しはヘラ切りで、 15・17には板状庄痕が観察される。

黒色土器B類

皿a (18) 口径11.2cm、器高1.6cm、底径8.0cmに復原され、内外面は細かなミガキが施される。搬

戸町

u
d
告



入品か。

緑紬陶器

椀(19) 口径11.4cm、器高4.4cm、底径6.4cmに復原される。高台は削り出しで、体部内外面をミガ

キ調整した後、灰緑色に発色する紬を高台内を除き薄く施糊する。輪花状に口縁部を押圧する筒所がl

カ所観察される。胎土は灰色で硬質。京都産。

皿 (20) 底部破片で、現存高0.9cmを測る。貼付高台で、淡緑色の紬を施すが斑に発色する。粕は器

面からの剥離が著しい。胎土は軟質で灰白色を呈する。防長産。

灰紬陶器

椀×皿 (21) 底部破片で高台径6.0cmに復原され、残存高1.6cm。内面外周に粕をハケ塗りする。

白磁

椀 (22・23) 22は11縁部の俄JCI，・で、偏平な玉縁。残存高1.8cmを測る。 XI-1類に比定される。 23

は体部の破片で、伐イ{i白~3.8cm を測る。箆による縦押圧線が観察される。 XI -5類。

皿 (24) r.J鰍から休部の破片で、残存高2.3cmを測る。箆による縦押圧線が観察される。 XI類。

青磁

椀 (25) 休部1'"、|えから成部の破片。高台径6.7cm、残存高3.5cmを測る。越州窯系青磁[ill-1獄。

合子身 (26) 1 I鰍古1)から休部下半の破片で、残存高3.5cmを測る。口縁端部に目跡がlヵ所残る。越

州窯系青俄 I制。

瓦類

文中j七(27・28) 27はlV-~先代、ゴÆ:絡子目に「安」銘の上部が観察される。 28は珊類で斜格子

日に r+.l$~が制策される。
石製品

川イi製イi釧 (29) L1*'球部の破)l(で、残存i尚4.0cmを11111り、方形の耳が1ヵ所遺存する。 A若干:。

225SE015鳳灰色シルト出土遺物(第261刻、凶版13)

黒色土器B類

小皿 (30) 口縁部から体制iの破片・で、残存両1.7cmを計測する。口縁内側に沈線を l条巡らし、器面

は細かなミガキが密に施される。機内系。

石製品

i'llr1::I製l日 (31) 黒褐色を呈する滑石を素材とする。円盤状を呈していたものと推測され、中心部に
円孔を第っている。径10.0cm、円孔径0.8cm、中心での最大厚1.4cmに復原される。回転を与えての使用

法が想定されるが、円孔はやや偏芯している。用途不明。

225SE015黒色粘土出土遺物(第26図)

土師器

椀 c (32・33) 口径14.0----14. 2cm、器高4.7----4. 9cm、高台径7.0cmに復原される。

黒色土録B類

椀 c (34) 口径10.2cm、器高4.2cm、底径5.6cmに復原される。内外面をミガキ調整で仕上げる。

石製品

砥石 (35) 中粒の砂岩を素材とし、 3面を使用する。表面には煤が付着する。残存規模10.OX 15. 6 

cm、厚さ5.5cmを測る。
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225SE017暗灰色土出土遺物(第27図、図版13)

土師器

杯 a (1) 口径12.6cm、器高2.4cm、底径9.0cmに復原される。底部切り離しは糸切り。

小皿a(2・3) 口径7.6----8.2cm、器高1.1----1. 6cm、底径5.8----6. 6cmを計測する。底部切り離しは

糸切り。

黒色土器B類

硯 (4) 硯尻の破片。側縁を上方へ緩やかに反らせ堤とし、縁辺には沈線を l条巡らせる。裏面に

は脚の痕跡がlヵ所残る。器面には疎らなミガキ調整を加える。残存規模は3.OX3. 5cm、残存高は1.3

cmを測る。

中国陶器

耳壷(5 ) 肩部の破片で縦耳が貼付される。残存高4.9cmを測る。胎土は赤褐色を呈し、白色粒子を

含有する。粕は緑灰色を呈する。

石製品

権(6・7) 6は緑灰色を呈する片岩系の石材。左側縁を刃部状に成形し、上部中央に円孔を穿つ。

円孔の裏面側は大きく扶れている。残存長8.0cm、最大幅5.1cm、厚さ1.5cm、円孔径O.8cmを測り、重さ
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は90.5gを量る。

7は鍔付きの滑石製石鍋を転用したもので、鍔を削り取って短冊状に成形し、上部中央に円孔を穿つ。

表面には石鍋使用時の煤が付着する。残存長5.0cm、最大111高4.1cm、厚さ1.4cmを測り、重さは40.0gを

量る。

砥石(8・9) 8は砂岩を素材とし、 2面を使用する。残存規模8.1X11.6cm、厚さ3.0cmを測る。

9は細粒砂岩を素材とし、 4面を使用し、断面柱状を呈する。残存規模2.OX3. 9cm、厚さ1.9cmを測る。

225SE020茶色土出土遺物(第27図、図版13)

土師器

杯 a (10) 口径12.0cm、器高2.8cm、底径7.0cmを計測する。底部切り離しは糸切りで、板状圧痕が

観察される。

小皿 a (11---13) 口径7.6---8. 8cm、器高1.1 ---1. 2cm、底径4.8---7. Ocmに復原される。底部切り離し

は糸切りで、 12には板状圧痕が観察される。 13の胎土には雲母を多く含む。

国産陶器

卸皿 (14) 底部から体部の破片。底径は10.6cmに復原され、残存高は2.9cmを測る。見込みに格子状

の卸目を刻み、内外聞に細貫入を生じる緑灰色の紬を施すが、剥落が著しい。胎土は灰色を虫し、砂味

が強い。瀬戸雌。

膏磁

椀 (15-17) いずれも口縁部から体部上半の破片。 15、16は口縁部が外反し、端部を丸く収める。

利は内外国に厚めに施され、キlU測は光沢質、失透気味で微少な気泡と細貫入を生じ緑灰色を忠する。胎

-.1二は版 E~]色を呈する。残存尚は15が2.5cm 、 16が1. 4cmを測る。いずれも高麗青磁と推定される。

17の口縁部は若干外反し、端部は尖る。内面には波濡状の文様と圏線、外面体部には 2条の|謝線が白

色および黒色土で象朕される。利!は失透気味で褐色を呈し、やや白濁。胎土は灰色を思し、砂I味が強い。

残存i尚は2.8cmを測る。象i荻高麗背磁と考えられる。

中国陶器

鉢 (18) 口縁部から体部上半の破片で、残存高は4.9cmを測る。 1-2 b類。

盤 (19) 口縁部から体部上半の破片で、残存高は5.2cmを測る。 1-2類。

225SE020灰色土出土遺物(第27・28図、図版13)

土師器

杯 a (20---26) 口径11.8---13. 4cm、器高2.2---3.1cm、底径6.7---7. 7cmを計測する。底部切り離しは

いずれも糸切りで、板状圧痕が観察される。

小皿a (27) 口径7.2cm、器高0.9cm、底径5.8cmに復原される。底部切り離し糸切りで、板状圧痕が

観察される。

小皿b (28) 口径7.2cm、器高1.6cm、底径5.2cmに復原される。底部切り離し糸切りで、板状圧痕が

観察される。

鍋 (29・30) 29・30ともに口縁部から体部上半の破片。 29は残存高2.7cmを測る。内面はハケ調整、

口縁端部から外面はナデで仕上げ、口縁部を逆 iLJ字形に折り曲げる。 30は残存高3.9cmを測り、外

面は指頭調整、内面は横位のハケ調整。体部上半を外反させ、やや内管気味に口縁部を作出し、端部を

横ナデで丸く成形する。外面には口縁部を除き、煤が付着する。
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土師質土器

揺鉢 (31) 口縁部から体部上半の破片で、残存高6.0cmを測る。口縁部は横ナデで、端部を断面援状

に成形。外面は指頭調整の後、斜位のハケ目。内面も同様の調整を施した後、目の粗い播目を掻き上げ

るが、比較的下位でとどめる。胎土は硬質で角閃石をごく微量含有。外面には煤が付着する。

瓦質土器

鉢 (32-----37) 32・34-----37は口縁部から体部上半の破片で、 33は底部から体部下半の破片。 32の内面

は指頭調整の後、斜位のハケ目。外面は斜位のハケ目。 33の内面は横位から斜位のハケ目、外国は指頭

調整の後、疎らなハケ目を施す。 34-----37は内面がハケ目、外面は指頭調整を施す。口縁部断面形は32が

方形、 34-----37は端部を折り返して三角形状に成形する。 33の内面下半は使用による摩耗が著しい。 34の

器面は酸化焔焼成気味で赤褐色に、他は灰色から灰白色に発色する。 32は口径28.4cmに復原され、残存

高4.7cm、33は底径13.0cmに復原され、残存高6.9cm、34は残存高3.7cm、35は残存高3.9cm、36は残存高

4.7cm、37は残存高4.5cmを測る。

火舎? (38) 口縁部の破片と推定される。残存高は1.4cmを測る。

国産陶器

査 (39) 口縁部から頚部の破片で、残存高3.1cmを測る。口縁部は折り返される。常滑産。

瓶 (40) 底部および休部下半の破片。底径12.0cmに復原され、残存高は4.8cmを測る。内而は横位か

ら斜伎のナデ、外市iヘラケスリ調整される。胎土は灰色を呈し堅級、緑灰色に発色する紬が体部上半に

薄く掛かる。瀬戸産と類推される。

加鉢 (41) 仁川縁者f)から体部上半の破片。残存高4.5cmを測る。口縁部を断面三角形に成形する。内面

は横ナデの後、 f面白を下から磁き上げる。胎土は赤褐色に発色し、粗い。備前産。

白磁

IIIL (42) 高台から体部の破片。肉厚の高台を削り出す。粕は光沢質でやや青味がかった白色を呈し、

|付而および体部下端まで厚めに施される。胎土は白色で堅綴。高台径4.4cm、残存高2.1cmを測る。 B類。

青磁

皿 (43) 口縁部から休部上半の破片。口径11.8cmに復原され、残存高2.0cmを測る。底部から体部に

かけて緩く屈曲し、口縁部は外反する。端部は丸く収める。濁化した粕は淡い緑灰色を呈し、厚く施し

ており、円形の粕切れがみられる。胎土は灰色で堅綴。黒色粒子を含有する。龍泉窯系青磁W類。

青白磁

皿 (44) 口縁部から体部上半の破片。残存高2.0cmを測る。内面は型で浮文を打ち出す。粕は淡い水

色を呈し、内外面に施紬した後、口縁部の小範囲を削り取る。露胎部は槍色に発色。

石製品

硯 (45) 滑石を素材とする破片。左側縁には小さな立ち上がりを削り出して堤とする。裏面は中央

部を窪ませる。硯面は実測図上方へ傾斜し、左側縁も上方に向け幅を減じていることから、風字形もし

くは馬蹄形状石硯の陸部分と類推される。残存部の規模は3.5X5. Ocm、厚さ1.5cmを測る。

砥石 (46) 黒灰色を呈する粘板岩系の石材を用いる。表面両側面ともによく研磨され、裏面は座り

をよくするためのごく簡単な研磨にとどめる。長さ9.7cm、幅4.6cm、厚さ2.7cmを測る。

225SE020暗褐色土出土遺物(第28図)

土師器

小皿 a (47-----49) 口径8.3-----9. 2cm、器高1.3-----1. 5cm、底径6.4-----7.4cmに復原される。底部切り離し

つ山にυ



は、いずれも糸切りで板状圧痕が観察される。

中国陶器

耳壷 (50) 口縁から体部上半の破片。残存高7.2cmを測る。粕は光沢のない灰緑色に発色する。胎土

は灰色綴密で暗紫色粒子を含有するが、微細な空隙を生じている。 w類。

225SE020黒褐色粘土出土遺物(第28図)

土師器

小皿a(51) 口径9.1cm、器高1.5cm、底径7.0cmを計測する。底部切り離しは糸切りで、板状圧痕が

似察される。

225SE021暗灰色土出土遺物(第29図)

瓦器

椀c(1) 口径16.4cm、器高6.6cm、高台径6.8cmに復原される。口縁端部横ナデ、体部内外而はミ

ガキ調整される。

青磁

水注(2 ) 休部の破片で、外面に刻みを入れた把手を貼付する。休部には横位の段を設け、その下

に箆彫り縦線を施す。理由は灰緑色を呈し、胎土は綴密で、微量の黒色粒子を合有する。残存高3.2cmを

i則る。越州総系背1~~ 1類。

225SE021灰色粘土出土遺物(第29図)

瓦器

椀c(3) 口径16.8cm、器高5.2cm、高台径7.4cmに復原される。 LJ縁端部機ナデ、休部内外耐はミ

ガキ調整され、;煤が付着する。

225SE022灰色土出土遺物(第29図、図版14)

土師器

杯a(4) 口径16.5cm、器高3.8cm、底径10.4cmに復原される。底部切り離しは糸切りで、板状圧痕

が観察される。

土師質土器

鉢(5 ) 口線音1)から体部上半の破片で、残存高は3.9cmを測る。口縁部横ナデ、体部内外面は回転ナ

デで仕上げられる。

国産陶器

婆(6 ) 口縁部から体部上半の破片で、残存高8.9cmを測る。口縁部を折り返し、玉縁状に整える。

器面は茶褐色に発色、胎土は灰色を呈し、やや軟質で微小な空隙を生ずる。備前産。

白磁

摘み(7 ) 円筒形の基部に笠状の摘みを貼付する。高さ1.3cm、笠部径3.0cm、基部径1.5cmを測る。

基部下端は静止糸切りとみられる。器面には化粧土を掛けた後、上面にのみ紬を施すが濁化が著しい。

中国陶器

水注? (8) 水注と類推される口縁部から体部上端の破片。口径8.0cmに復原され、残存高は4.3cm

を測る。口縁部は折り返して偏平な玉縁状にする。頚部は比較的短く胴部上端には把手の一部と類推さ

句
、

u
Fhυ 



れる粘土塊が貼付される。胎土は灰色を呈し、硬質徽密で、黒色・白色微粒子を多く含む。器面は灰色

から暗赤褐色に発色する。未分類資料。

耳壷? (9) 体部の破片。縦耳がlヵ所遺存し、体部には段を有する。粕は緑色を呈するが、内面

は灰色味が強い。胎土は灰色を呈し、堅綴であり、暗紫灰色粒子を含有し微小な空隙を生じている。小

破片のため器種認定が難しく、水注の可能性も考えられる。残存高は4.3cmを測る。未分類資料。

石製品

滑石製石鍋 (10) 滑石製石鍋B群の口縁から体部上半の破片。転用が図られており、鍔下端の両端

から切り込みを入れ、鍔の頂部にも切り込みを入れる。残存高6.4cm、幅3.9cm、厚さ1.3cmを測り、重

さは74.5gを量る。

金属製品

銭貨 (11・12) 11・12ともに泉宋通貨。 11は築書、 12は真書で銭名を鋳込む。法量は「出土銭貨計

測表jに掲載した。

225SE022黒褐色砂出土遺物(第29図)

土師賀土器

火合(13) [1縁者I~の破)十。残存i肉2.7cmを測る。口縁部を逆 ILJ 字形に折り曲げ、端部は上下に摘

み出して JJ巴1.'/させ、上 ~~I~:':ft: J:[11mには巴文を押印する。器面には煤がまだらに付着する。

国産陶器

弾(14・15) 'i;~' t'I'[ j浪費の日縁部破片。残存高は14が8.6cm、15が'3.3cm測る。 N字状口縁の縁帯幅か

ら14はrll野純，，!年6a t.印式、 15はliiJ6 b ~~式に比定される。

木製品

)1]途不明製品(16) 針葉樹と類推される板材-を蒲鉾状に成形する。長さ6.2cm、幅8.1cm、隠さ1.3cm

を測る。

225SE022黒灰色粘土出土遺物(第29凶)

土師器

杯a(17) 口径12.5cm、器高2.5cm、底径7.4cmに復原される。底部切り離し糸切りで、板状圧痕が

観察される。

国産陶器

讃? (18) 胴部上半と推定した破片。残存高は5.1cmを測る。外面には斜格子と二重円内に十字を組

み合わせた原体を押印する。内面は不定方向のナデ調整。胎土は白色粒子を多く含有し、やや軟質。器

面は酸化焔焼成気味で、暗赤褐色に発色する。内面には油煙が葉脈状に付着している。

木製品

底板 (19) 桶の底板と類推される。木取りは板目で、片面には黒色を呈する漆が塗布されている。

長さ13.3cm、最大幅3.3cm、厚さ0.5cmを測る。

225SE023黒褐色土出土遺物(第30図、図版14)

青磁

椀(1 ) 口縁部の破片で、残存高2.1cmを測る。内面には片箆彫りで劃花文を施す。龍泉窯系青磁I

-2類。
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中国陶器

耳壷(2 ) 肩部の破片で、残存高3.5cmを測る。段と印文の一部が観察される o N-1類。

石製品

円盤状製品(3 ) 転用品で、鍔付きの滑石製石鍋を素材とする。鍔を削り取り円盤状に成形して、

中心よりやや偏った位置に方孔を穿つ。径8.9----9. 2cm、方孔は1.7X 1. 9cm、厚さ1.0----1. 8cmを計測する。

225SE023暗褐色土出土遺物(第30図)

土師器

小皿a (4・5) 口径8.4----8.5cm、器高1.2 ----1. 35cm、底径6.6----6.7cmに復原される。底部切り離し

は糸切りで、 5には板状圧痕が観察される。

土製品

棒状製品(6 ) 断面方形を呈し、器面は丁寧なナデで仕上げられる。胎土は空隙が生じて机く、小

磯を多く含有する。用途不明。

225SE023灰色砂出土遺物(第30隠し図版14)

土師器

小山c (7) 1'.1筏9.4cm、総i向2.5cm、高台径7.0cmに復原される。

輸入陶磁器

伝(8 ) 類例から、イスラム|淘機慌のJJ阿部破片と考えられる。粕は外面が半透明で、鮮やかな背緑色、

内削は濁化した水色に発色する。原く施~dl されるが、素地との馴染みが悪く細貫入を (1::. じ、剥開F.が著し

い。 j炎煎灰色を呈するJJ台j二は軟質で粉lttとが強く、極微小な空隙、が入る。 6.OX7. Ocm大で、残存 'J';~j4. 4cm、

!ばさ1.4cmを測る。

金属製品

鈎状製品(9 ) 鉄材を釣り針状に折り曲げ、基部に円環を作る。先端部は欠損。残存長4.3cmを測る。

225SE025暗褐色土出土遺物(第30図)

土師器

杯 a (10----12) 10は口径12.0cm、器高4.1cm、底径7.4cmを計測する。口縁部横ナデ、休部内外面は

回転ナデ、底部はナデ調整が施され、切り離しは不明。口縁部内面と見込みに煤が薄く付着する。搬入

品と考えられる。 11は口径11.3cm、器高2.45cm、底径7.3cmを測り、 12は口径11.Ocm、器高2.3cm、底径

8.2cmに復原され、ともに底部切り離しはヘラ切りで、板状圧痕が観察される。

椀 c (13----15) 13は口径13.4cm、器高4.3cm、高台径7.4cm、14は口径12.2cm、器高4.2cm、高台径

7.2cmに復原される。 15は高台径7.2cmに復原され、残存高2.8cmを測る。 14の内面にはミガキ bが観察

される。

小皿c (16) 口径11.4cm、器高2.2cm、高台径7.2cmに復原される。

緑紬陶器

椀(17) 体部下半から高台の破片で、残存高2.1cmを測る。畳付内端を斜行させる高台を貼付け、内

面見込み外周には段を持つ。胎土は灰色を呈し堅綴。粕は光沢質で暗緑色に発色し、内面見込みにトチ

ン痕が観察される。近江産。
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第30図 225SE023・025遺物実測図 (1/3)

225SE031黒褐色土出土遺物(第31図)

土師器

225SE023灰色砂

」ヤ

Ji 

RFTjJ17322ζママ

L一一日刊

杯 a (1---8) 仁川雫10.2---11.9cm、器高2.0-----2.3、底径6.8-----7. 8cmに復原される。底部切り離しは

ヘラ切りで、 3と6には板状庄痕が観察される。 1の底部外面には焼成前に一本線のヘラ描きが施され

る。 2の底部中央には焼成後に径0.6cmの円孔が穿たれる。 3の体部内面には煤が列点状に付着・し、 7

の口縁部にも煤が付着する。

椀 c (9 ---13) 9は椀c1、10---13は椀 c2となる。 9は口径14.0cm、器高5.0cm、高台径7.4cmに

復原される。 10は口径15.2cm、器高5.6cm、高台径9.3cmに復原される。 11---13は残存高2.9---3.2cm、高

台径7.2---8. 3cmを計測する。
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小皿a2 (14) 口径15.0cm、器高2.6cm、底径9.3cmを計測する。底部切り離しはヘラ切り。

小皿c (15・16) 15は口径12.9cm、器高2.1cm、高台径9.6cm、16は口径12.0cm、器高1.8cm、高台径

7.7cmを計測する。

護 a(17・18) 17は口縁部から体部上半の破片で、口径29.6cmに復原され、残存高7.6cmを計測する。

口縁部内外面を横ナデ、体部外面には幅広のハケ目を縦位と横位に施す。内面はナデ調整。口縁端部に

は粘土粒が2ヵ所で貼り付き、外面には煤が付着する。

18は口径27.6cmに復原され、残存高14.3cmを計測する。口縁部内外面は横ナデ、体部外国は縦位から

横位のハケ目、内面は横位から斜位のハケ目を施す。

黒色土器B類

椀 c (19・20) 19は口縁部から底部の破片で、口径13.6cm、残存高4.6cmを測る。外国上半と内面下

半に疎らなミガキが施される。 20は口縁部を欠損する破片で、高台径7.2cmに復原される。残存高4.5cm

を計測する。内外面に疎らなミガキが施される。

225SE031灰色土出土遺物(第31閑)

土師器

椀 c (21) }i~ ;11)破片。 I向か筏8.0cmに復原され、残存高2.1cmを測る。

須恵質土器

鉢 (22) 11級官1)の破片。 li"iI;Iiï~ナデで端部を玉縁状に仕上げる。篠窯産。

石製品

i廿{I製正i鍋 (23) 滑石製イi釧の|一!縁 '~~I)破片。 転用が図られ、口縁直下に横位の刻みが巡る。残存高

3.8cmをa'l・rWJサーる。

225SE033暗灰色土出土遺物(第321刻、図版14)

土師器

j不a (1) 口径13.0cm、器高2.3cm、成径8.4cmに復原され、底部切り離し糸切りと推定される。

小IlIla (2) 口径11.2cm、器商1.2cm、成径7.6cmに復原される。底部切り離しは糸切り。燈色に発

色する胎土には雲母が多量に含まれる。

白磁

誰(3 ) 小査の蓋と推定され、ほぼ完形。天蓋部には型による花文を打ち出す。裏面は横ナデで返

りを摘み出し、指頭押圧で外周部を平坦にする。失透気味の紬を天蓋部に施す。径5.2cm、器高1.3cm、

返り径2.2cmを測る

合子蓋 (4) 残存高1.3cmを測る。型押し成形で仕上げられる。 淡い水色に発色し、細貫入を生じる

紬を外面と内面天井部に施す。

225SE034暗褐色土出土遺物(第32図、図版14)

須恵器

小壷(5 ) 口縁部から頚部の一部を欠損するが、他は遺存する。胎土に黒色粒子を含有する。口縁

部から肩部にかけては回転ナデ、肩部以下は回転ヘラケズリを行う。底部は回転ヘラ切りの後、ナデ調

整を加える。口径5.4cmに復原され、器高9.2cm、底径6.2cmを計測する。本社より古相の資料か。
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土師器

均二a (6---9) 口径12.2---13. Ocm、器高3.2---4. Ocm、底径6.4---7.5cmを計測する。底部切り離しは

ヘラ切りで、 6-8には板状圧痕が観察される。

椀 c (10---12) 10は口径14.1cm、器高4.4-4.9cm、高台径7.7cmを計測する。 11は高台径9.8cm、残

存高2.2cm、12は高台径9.0cm、残存高3.6cmを計測する。 12の高台外面には煤が付着する。

小皿a(13-15) 13は口径12.8cm、器高2.6cm、底径8.0cmに復原される。 14は口径12.5cm、保高1.9

cm、底径8.4cm を計測し、 15は口径12.0cm、器高1. 4cm、底径9.0cm~こ復原される。底部切り離しはヘラ

切り。

緑粕陶器

椀×皿 (16) 底部破片で、高台は貼付。高台径は8.0cmに復原され、残存高は1.3cmを測る。 淡緑色

に発色する粕を薄く施す。長門産と推定される。

白磁

秒~ (17) LJ縁部から休部上半の破片。小さな玉縁日縁を持つ。口径15.0cmに復原され、残作ì~~1j3. 1cm 

をIìnJIIJ-~- る。 1 -1 ~刻。

膏磁

般 (18) Ä~:j:{'iI)の俄Jtで、処作高2.0cmを計測する。胎土は灰色を呈し、堅綴精良。級以色に発色す

る ~Ih を滞く施す。 J凶州;鳴系庁俄 I 知~。

石製品

スクレイパー (19) 州イi安山引の域Ij片を素材とし、形状は中央にやや厚みを持つ半月状色IJ~.する。

:次))111:は火袋に施され、メJ行1)と与-えられる左側縁の調整は表面からのみ行われる。純文H守代に比定さ

れるiJ.~入 111110

225SE034膏灰色粘土出土遺物(河'~321:X1)

黒色土器A類

例 c (20) 休部下~Iえから成 1yl)の俄J"で残存尚2.6cmを計測する。内面ミガキ、外面回転ナデ制幣で仕

卜.げられる。

225SE034褐色土出土遺物(第32凶)

土師様

杯a(21) I二l筏12.0cm、器商3.5cm、底径7.1cmに復原される。底部切り離しはヘラ切りで、板状圧

痕が観察される。

225SE034灰色砂出土遺物(第32図)

土師器

j不a(22) 口径12.2cm、器高3.9cm、底径7.2cmに復原される。底部切り離しはヘラ切り。

225SE036褐色土出土遺物(第33・34図、図版14)

須恵器

小椀c (1) 体部下半から底部の破片で高台径6.0cm、残存高2.4cmを測る。高台貼付後ナデ、体部

内外面は回転ナデ調整で仕上げられる。胎土は明青灰色を呈し、やや堅徴。焼成は良好。
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土師器

杯a (2-----4) 2は口縁部から底部の細片で、残存高は3.1cmを測る。底部切り離しはヘラ切りと思

われるが不明瞭。 3・4は底部の破片で、 3が底径8.0cmに復原され、残存高1.5cmを測る。 4は底径7.1

cm、残存高1.4cmを測る。底部切り離しはいずれもヘラ切りで、 4には板状圧痕が観察される。

225SE033暗灰色土 225SE034暗褐色土
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椀 c (5・6) いずれも体部下半から底部の破片で、高台径6.8----7. Ocmに復原され、残存高2.2----2.6

cmを測る。

黒色土器A類

椀 c (7・8) いずれも体部下半から底部の破片で、高台径8.6cmに復原され、残存高は2.7 ---2. 9cm 

を測る。高台貼付後ナデ、体部外面回転ナデ、内面にはミガキが比較的密に施される。

線紬陶器

椀×皿(9 ) 体部下半から底部の破片で、高台径8.8cmに復原され、残存高は1.9cmを測る。糸切り

の底部に高台を貼付け、内端部に段を有する。内面見込み外周には段を 2段有する。粕は減緑色に発色

し全面に施す。胎土は灰色を呈し、堅綴。近江産。

灰紬陶器

椀 (10) 口径17.2cm、器高5.6cm、高台径8.3cmに復原される。体部内外面は回転ナデ、尚子~lh'i付後

ナデを行った後、 j炎灰緑色に発色する紬を体部内面から外面高台脇付近まで漬け掛けする。

皿 (11・12) 11 はJt~m~破片で、高台径7.0cmに復原され、残存高は1.4cm を計測する。以!とl色を呈す

る利i を体 I~I~I).、j外 I(li にハケ燃りする。 12は口縁部の破片で、残存高は1.4cmを測る。段を有し、内閣に緑

以色を I{する利lをハケ愉りする。

膏磁

倒(1:3) 愉;1犬尚子?の外1l11Jを斜めにカットし、底部内面と高台畳付に三角形状の日跡を持つ。口径

16.2cm、時向5.6cm、JixA世6.2cmに彼JJ;(される。 越州窯系青磁 1-2 aウ類。

胸J(11 ) JJfi. 1: は以 1'1 色を .II~ し、階級。協1M には灰緑色に発色し、細貫入を生ずる利1 を滞く施す。畳

付-は餓JJfìで以川 )I~の 1I 跡が付，< 0 Jl:好者lO.Ocmに復原され、残存高2.5cmを測る。越州窯系背徽 I矧。
;，:':( x JJ< ~J (15) 1 I紋郎被J11，で、 23形は外以する。残存高は2.4cmを測る。胎土は青灰色をJIllし階級で

あるが、芯はやや赤l味がかる。淡J1t色の~Ih を総附に薄く施し、褐色を呈する紬を口縁部に 1--掛けする。

以沙熊系背磁。

~x鉢 (16) 口縁音I~破片で、伐存向2.5cmを測る。口縁は玉縁状に肥厚させる。胎土はやや軟質で淡

山色を日し、光沢質で浅黄色に発色する粕を薄く施す。長沙窯系青磁。

中国陶録

保利不IYJ(17) 口縁部の細片で、残存高1.6cmを測る。胎土は青灰色を呈し堅級であるが、粒子が粗

い。持1Mに施される紬は灰緑色から黒色に発色し、細貫入を生ずる。未分類資料。

瓦類

瓦]~: (18) 瓦を国i取りして多面体を作る。 2.OX2. Ocmの規模を有する。

文学瓦 (19---22) 平瓦の凸面に斜格子文と「平井瓦Jの陰刻を施す。 1-2類。

鬼瓦 (23) 上半部の破片で、頂部は圭頭状を呈する。立体感に富む鬼面の眉が遺存し、憤怒の相が

想像される。!菌聞には釘穴が観察され、外縁部には珠文が右側に 6個、左側に 7個遺存する。製作は型

作りと考えられる。最大11'高26.4cm、残存高13.9cm、厚みは5.5----9. 5cm、釘穴径は開口部でl.7cmを測る。

軒丸瓦当 (24) 内区は複弁蓮華文、外区は珠文で4個が遺存する。

225SE036暗灰色土出土遺物(第34図、図版15)

土師器

杯 a (25) 口径13.2cm、器高3.3cm、底径8.0cmに復原される。底部切り離しはヘラ切り。

椀 c (26・27) 体部下半から底部の破片。 26は高台径8.0cm、残存高2.9cm、27は高台径7.6cm、残存
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高2.9cmを計測する。

黒色土器A類

椀 c (28) 体111)"1、・ ~I土から成者1)の破片。 i~lj台径8.2cmに復原され、残存高2.3cm を計測する。

須恵質土器

鉢 (29・30) 29は休部1'":¥1えから成部の破片。 30は口縁から底部の破片。 29は高台貼付、体部外商上

半はluJI1伝ナデ、下半はヘラケズリ、内面は器面の摩耗が著しいが、ナデ調整が観察される。胎:1:は明青

灰色を ~l~する。高台筏13.0cmに復原され、残存高は5.0cm を測る。東海産か。

30はi向台貼付、体部内外国は回転ナデ調整され、外面上位に断面三角形状の凸帯を巡らす。 JJti:.1，:は暗

rtfJ.以色を呈し堅級、焼成は良好。口径25.0cm、高台径16.2cm、器高8.9cmに復原される。
灰柚陶器

椀 (31) 体部から底部の破片で、高台径6.7cmに復原され、残存高は3.1cmを測る。 CI微から体部は

回転ナデ、底部外面はヘラ切り後に高台を貼り付ける。緑灰色の紬を体部下端から高台、および内底面

を除いて漬け掛けするが、来由が厚く溜まった箇所は濁化し乳白色を呈する。

青磁

蓋 (32) 任10.2cmに彼以され、残存高2.1cmを計測する。緑灰色の紬を外国に施す。胎1:は庁以色を

思し1:民縦だが、 I)'J1M は 1ft:ね焼きの j*~響であろうか、黄褐色に発色する。下端には目跡がf\J~~.け司る。越川、|

惚系削滋 I納付

介r(3:3) 1 1紙からJJ:C~11)の似JL) 11筏9.4cm、器高5.3cm、底径4.4cmに復原される。 u紋受け出1)には
11 跡が 6 カ!山富イがする o 島J~Jポ色の~Ih を術的iに施す。本資料は上層の褐色土出土破片と桜合した。越州窯

系n-倣 I虹L

その他の遺物

什(l十四(16) イノシシの挑付近{υ;ii(/l:)と、大型晴乳類の長骨骨幹である。

225SE036黒褐色土出土遺物(約35凶、 l:xl版15)
土師器

j不a(34) rHモ11.2cm、出向2.1-2.9cm、底径7.0cmを計測する。底部切り離しはヘラ切りで、板状
J.l:泌が制然される。

椀 c (35・36) 36は11筏12.6cm、器高4.8cm、高台径7.3cm、37は口径14.6cm、操尚5.0---5. 2cm、高

f行革8.4cmをi1tlJる。
膏磁

;1<1:1: (37) 休部下半と類推される。緑灰色に発色する粕を内外面に施す。胎土は背灰色を呈し、堅

級。 脳州窯系背俄I類。

木製品

斎串 (38・39) 38は針葉樹とみられる細長い板材の上端を圭頭状、下端は剣先状に尖らせる。両側

面の左右対称位置を三角形に切り欠いた後、上端近くと中位側面の左右に切り込みを入れる。長さ25.4

cm、最大幅1.8cm、厚さ0.2cmを計測する。 39も斎串と類推される残片で、先端部を尖らせる。残存長

12.6cm、最大幅1.6cm、厚さ0.15cmを計測する。

底板 (40) 結桶の底板と類推される板材で、板目取りされる。残存長18.8cm、残存幅最大6.0cm、厚

さ0.85cmを計測する。

櫛 (41---44) いずれも挽歯式の横櫛。歯の挽き出し位置を決める切り通し線は、背の上縁に平行し
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て直線的。簡の密、度は非常に細かい。表面には漆が施され、光沢のある黒褐色を呈する。各遺物の規模

は41が残存111日8.3cm、長さ4.4cm、背の厚さ1.15cm、42は残存Ilrm7.3cm、長さ4.1cm、背の厚さ1.1cm、43

は残存11I日5.5cm、民さ3.3cm、背の厚さ0.8cm、44は残存l陥2.6cm、長さ4.0cm、背の厚さ0.7cmを計測する。

225SE036暗黄褐色土出土遺物(第35凶)

土師器

j不a(45) 体部下端から底部の破片で、底径7.2cmに復原され、残存高は1.2cmを測る。底部切り離

しはヘラ切り。

椀c(46) 体部下端から底部の破片で、残存高2.0cmを測る。

黒色土器A類

椀c(47) 体行15'1;端からj底部の破片で、底径7.6cmに復原され、残存向は1.5cmを測る。内1Mには疎

らなミガキが施されるり

225SE047黒色粘土出土遺物(第351~1)

土師鵠

小IIIla (118) 伐イド向1.25cmをiItHlIJし、底部切り離しは糸切り。
膏硲

倒 (119) I I鰍 l\15 の{波J'J'で伐イO:lj2.0cm を測る。体部外面に蓮弁文をイf し、 H白紙色を 'I~する利lは気泡を

多く'1:，-4~ふ〉艇決熊f良市-餓日制。

225SE052晴褐色土出土遺物(筋351刈)

土師鵠

j不a(50・51) 50は II鰍郎から休部卜・.'*~の破片。口径16.4cmに彼JJ;( され、残存向2.3cm を lit測する 0

51はj的'115の倣片、成筏9.8cmに彼}Ji(され、残イ子高は1.6cmを計測する。!応部切り離しは糸切り。

小IIILa (52・53) 52はLJ筏7.5cm、協1向1.0cm、底径6.0cm、53はrlf者9.1cm、器商1.0cm、成符7.2cm

に復似される。底部切り離しは糸切り。

須恵質土器

鉢 (54) 休部下半からi向台の破片。高台径12.0cmに復原され、残存高4.7cmを測る。休部外1mはヘラ
ケズリ W，~験、}応部に断面三角形状の高台を貼り付ける。内閣は使用により荒れている。 }j台土は灰色を呈

し!製紙。J+tHu:i;訟。

石製品

砥石 (55) 紺l粒の砂場を素材とし、 l面が顕著に研磨される。 5.05X5.4cm、厚さ1.7cmを計測する。

225SE056暗褐色土出土遺物(第36図、図版15)

土師器

杯aX皿a(1) 体部下半から底部破片で、残存高1.2cmを測る。底部切り離しはヘラ切りで、煤が

付着する。

椀c(2----5) 2は椀c1、3は椀c2、他は不明。 2は口径12.8cm、器高4.3cm、高台径8.2cmを

計測し、内面口縁部付近には煤が付着する。 3は口径13.6cm、残存高3.4cmを測る。 4. 5は体部下半

から底部の破片で、 4は高台径7.4cm、残存高1.8cm、5は高台径8.2cm、残存高2.1cmを計測する。
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鉢×鍋(6 ) 口縁部の破片で、残存高2.4cmを測る。内面は横位、外面は縦位のハケ目で調整され、

口縁端部平坦商には縄が押捺される。

黒色土器A類

椀c(7) 体部下半から底部の破片で、残存高1.7cmを測る。高台貼付、外面は横ナデ、内面は細か

なミガキを術に施す。畿内系。

黒色土器B類

椀(8 ) 口縁部から体部上半の破片で、残存高1.6cmを測る。ミガキが施されているものとみられる

が、税問摩耗のため、不明瞭。畿内系か。

灘(9 ) 口縁部から体部上半の破片で、残存高1.8cmを測る。口縁部内外面横ナデ、内閣下位にミガ

キ、外面下位は摩耗し、不明瞭。

緑紬陶器

椀 (10) 体部下半から底部の破片で、残存高1.6cmを測る。高台は削り出しで、緑黄色に発色する粕

を高台内を除いて施す。胎土は灰色を呈し、堅綴。京都産。

椀×皿 (11) 底部の破片で、高台径6.4cmに復原され、残存高1.35cmを測る。底部回転糸切り後、畳

付内端を斜行させる高台を貼り付ける。見込み外周には段を有する。光沢質で濃緑色に発色する粕を高

台内を|徐き施す。近江版。

膏磁

小腕(12) 1 J~排出15から休部 lツ|土の破片、口径12.0cmに復原され、残存高は2.4cm を湖IJ る。 [J縁部内面

から外1Mにかけて、!ポ色がかった水色に発色する粕を施す。胎土は黄灰色を呈し堅級。長沙窯系青磁。

倒(13) 1 )総計15から体行15卜.， ~Iえにかけての破片で、残存高は4.8cm を測る。 淡黄褐色に発色する糊を器

1Mに施し、外1M，1'.1:，~:には制色の増Ih を I~，ιトけする。胎土は黄灰色を呈するが、やや赤味がかり!戦級。長沙

;惚系庁総。

石製品

i'l~tμ製品 (14) 101 車場時15から体~~15 卜. .~I生の破片で、残存高8.0cm。内外面を切削し、口縁部断ïfli を方形に

{上kげる。石鍋の可能性がある。

225SE056黒褐色粘土出土遺物(第36隠し関版15)

土師器

保a(15) 口縁部から体部下半の破片で、口径11.6cmに復原され、残存高2.7cmを測る。

椀c(16) 体部下半から底部の破片で、高台径7.7cmに復原され、残存高1.9cmを測る。内外商に煤

が付着する。

青磁

水注(17) 口縁部から肩部の破片で、口径8.4cm~こ復原され、残存高6.0cmを測る。頚部には偏平な

把手が貼付される。光沢を失った紬は灰黄色を呈し、外面および内面頚部まで施される。胎土は灰黄褐

色を呈し、堅級。越州窯系青磁 I類。

中国陶器

水注 (18) X類の底部破片で、底径7.8cmを測る。外底面に墨書を施しているが、判読困難。

-68-



225SE056暗褐色土

一一
8

一
υ

7 

芸存± 二三玉径三

225SE056黒褐色粘土

モ|_-1 

¥、 ド己記ノ
t...，..........y…『山一一。一一一一一一!9cm

三二コ :ヌ

，， :

1

 

，， 

:
 
:
 

'
・
=;
 

'
・
=

t
i
l
 

、、、 烹三三ト-;;;ズ

10 一

/ 

¥ 』ヴ

第36図 2258 E056遺物実測図 (1/3)

2 )掘立柱建物出土遺物

22588040暗褐色土(第37図)

土師器

杯a(1) 柱穴 jから出土。底部破片で、残存高1.0cmを測る。底部切り離しはヘラ切りと推測され

る。

椀c(2) 柱穴aから出土。高台部破片で、残存高1.7cmを測る。高台外而に煤が付着する。

緑紬陶器

椀X.IUL(3) 枚穴gからI:H:-:1二。口縁部破片で、残存高1.Ocmを測る。淡緑色には発色するキ111を滞く施

す。京都iffl。

22588070黄褐色土出土漬物(第37図)

土師器

小皿a2 (4) 柱穴bから出土。口縁部破片で、残存高O.7cmを測る。
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第37図 22558040・070、22550001・029・035遺物実測図 (1/3)

22558070暗灰色土出土遺物(第371刻)

土師器

椀c (5) 柱火 fからW.J:o}，的'~I)破片で、残存高1.6cmを測る。器面は摩耗が著しい。

3 )溝出土遺物

22550001晴褐色土出土遺物(第371ヌ1)

土師器

椀c (6) 底部破片aで、両手i'1-宅7.4cmに復原され、残存高2.4cmを測る。

膏磁

椀(7 ) 口縁部破片で、残存向2.1cmを測る。内面に花文の一部と類推される片岡タが観察される。龍

泉潟系背俄I類。

22550029暗褐色土出土遺物(第37図)

土師器

杯a (8・9) いずれも底部破片で、残存高は 8が1.5cm、9が1.1cmを測る。底部切り離しは 8が

ヘラ切り。 9も同様と推測される。

椀c (10) 底部の破片で、高台径5.0cmに復原され、残存高1.3cmを測る。

費 (11) 口縁部破片で、残存高3.8cm。内外面を横ナデ調整し、口縁部を折り返して玉縁状にする。

黒色土器A類

椀 (12) 口縁部の破片で、残存高1.7cmを測る。内面には比較的密なミガキを施す。

22550035暗褐色土出土遺物(第37図)

土師器

椀c (13・14) いずれも底部破片で、残存高は13が2.5cm、14が2.0cmを測る。
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黒色土器A類

椀 c (15・16) いずれも底部の破片で、内面に疎らなミガキが施される。 15は残存高2.1cm，16は高

台径9.0cm、残存高1.4cmを測る。

青磁

椀? (17) 口縁部の破片で、端部を丸く収める O 緑黄色を呈し、細貫入を生ずる粕を内外に薄く施

す。胎土は灰白色を呈し、やや軟質。長沙窯系青磁と類推される。

中国陶器

壷(18) 頚部から肩部の資料。胎土は灰色を基調として褐色粒子を含有するが、内面側は酸化焔焼

成気味で淡樟色に発色する。紬は緑黄色で、内面には濁化した利垂れが観察される。

4 )土坑出土遺物

225SK004暗灰色土出土遺物(第381ヌ1)

土師器

小皿a (1.2) 日筏9.2cm、総高1.1cm、底径7.0cmを計測する。底部切り離しはいずれも糸切り υ

1の底部には切り離し後の板状庄痕が観察される。

225SK012黒褐色土出土遺物(第38図)

土師器

杯 a (3-5) IJ径13.0---14. 2cm、器高2.2---2.7cm、成作9.2，，，，，9.Hcm を rf !"iJIIJ-'よるけ Jl~ ì~IS 切り離しは

いずれも糸切りで、切り離し後の板状圧痕が観察される。

小皿a(6 -10) 口筏8.0---8. 6cm、都高0.9......1.4cm 、 Jl~{経5.7'-.7.2cm を itl.測するり内向IS 切り向性しは

いずれも糸切りで、 6を|徐き、切り献し後の板状1{艇がm日然されるの 討のII~球部には ~111~Ytが小l持するり

中国陶器

水注 (11) [1縁部から知行ISの破片。 n1.者11.2cmに彼JJ;(され、伐作向は7.6cmをitllJる(>JJfi 1:は亦制色を

呈し、 H青紫色料~:r をfr.イj・する o ~Ih は IIff茶色に発色する。日第iか。

225SK013暗褐色土出土遺物(第38図)

土師器

杯 a(12・13) LJ符11.8---12. 2cm、器高2.6---3.1cm、底径6.6---7. Ocmに復原される。版部切り向性し

はいずれも糸切り。 12の体罰IS外iffl下半には煤が薄く付着する。

小皿a(14---19) r-H主7.4-8.8cm、締高1.0---1. 4cm、底径5.0~6.8cmを計測村崎る。応部切り離しは

いずれ糸切りで、 16---18の成時ISには切り鰍し後の板状圧痕が観察され、 19の内耐には煤が小l，，'!jパ崎る。

瓦質土器

鉢 (20) LJ縁部の破片で残存高3.8cm を測る。外面不定方lúJ のナデ、 1..1鰍~UJ~~IS横ナデ、|付 I(ri は桃1:，~:か

ら斜位のハケ調整を行う。焼成良好。

225SK016黒色土出土遺物(第38図)

土師器

杯 a(21---26) 口径12.0---12. 8cm、器商2.5---3.0cm、成径7.3......8.6cmを計測する。成部切り離しは

いずれも糸切りで、 26を除いて底部に切り離し後の板状圧痕が観察される。
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小皿a (27---30) 口径7.6---8. 6cm、器高1.4cm、底径5.8----6. 2cmを計測する。底部切り離しはいずれ

も糸切りで、 29を除いて底部に切り離し後の板状圧痕が観察される。 27の器面には煤が付着する。

小皿b (31・32) 仁l径6.7----7.0cm、器商1.7----1. 8cm、底径4.5----4.8cmを計測する。底部には板状圧

痕が観察される。

鍋 (33) [1縁部の破片で、残存尚1.0cmを測る。横ナデの後に口縁上端の平坦面に縄を押捺する。

青白磁

梅瓶 (34) 休部の刺n片で、外聞には渦文を施し、内面には強いロクロ目が観察される。光沢質で、

明青灰色を !jiする ~Ih を内外国iに施す。粕は細貫入を生ずる。

中国陶録

椀 (35) 天日椀の口縁部から体部下半の破片で、残存高4.1cmを測る。鉄化粧を絡した後、茶色から

漆思色に発色する紬を厚く掛ける。胎土は堅綴で、灰色を呈し微少な空隙を生じている。

225SK018暗褐色土出土遺物(第38図、図版16)

土師器

小IIILa (36・37) I 1 任8.2-8.4cm、総高1.lcm 、 J~主任6.8cm をí.ìI'測する。成時ISは糸切り離し。

膏磁

和~ (38) I ，*，法行ISから休部 1'，.11ぺの破}1，'で、残作i向3.7cmを測る。外聞には太い片彫り縦線。 l付1mは片彫

りで|巻|鰍と紺l術な術)~'Ni 文を施す() ~IIJ は 1え光沢で前総色に発色する。胎土は堅級で、以 l'lfu を，，~する。初

JVH砲以・ IliJ'氏熊系庁俄()矧と~.・えられ、みせ11:の II~J. WJ より r!î相の資料である。

225SK019黒色土出土遺物(筋:391刈)

土師緑

小IIILa (1 ---3 ) 口筏7.4-10.0cm、船出'jl.1-1.2cm、底径5.6---7. 6cmを計測する。成部切り脈しは

いずれも糸切りで、 lには!底部切り離し後の似状J:E泌が観察される。
白磁

IIIL (4) 口径12.2cm、器高3.15cm、成筏7.5cmに復原される。口縁端部以外全面施糊される。医-1鎖。

石製品

十I'tィi製イi鍋(5 ) 口縁部から体部上半の破片で、残存高4.1cmを測る。内面には煤が付泊する。 B群。

225SK032黒色土出土遺物(第39図)

土師器

:l:不a(6----8) 口径12.2-12.4cm、器高2.4----2.9cm、底径7.2-8.6cmを計測する。底部切り離はい

ずれも糸切りで、板状圧痕が観察される。 6は器形が歪んでいる。

小皿a(9-11) 口径8.6-8.8cm、器高1.1-1.4cm、底径6.8---7. Ocmを計測する。底部切り離しは

いずれも糸切りで、 9・11には切り離し後の板状圧痕が観察される。

土師質土器

鉢(12・13) 12は口縁部の破片で、残存高3.7cmを計測し、 13は口縁部から体部上半の破片で、口径

24.0cmに復原され、残存高は7.7cmを計測する。 12は器面を横ナデ調整で仕上げ、口縁を歪めて片口を

作り出す。外面には煤が付着する。 13は外面が指頭調整の後に縦位のハケ調整、内面を横位から斜位の

ハケ調整、口縁部を横ナデする。
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中国陶器

壷(14) 口縁部から底部まで%程度が遺存する資料で、 225SE022灰色土および黒褐色砂出土破片と

接合した。口径6.1cm、器高21.3cmを計測し、底径は6.0cmに復原される。短い頚部から口縁部を屈折さ

せる線形で、胴部上半は回転ナデ、下半は回転ヘラケズリ調整される。胎土は褐色がかった灰色を呈し、

硬質微密で黒色・白色粒子を含有する。紬はH音赤褐色に発色する。 N類。

225SK019鳳色土
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第39図 225SK019・032・038遺物実測図 (1/3)
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土製品

玉 (15) 径2.3-----2.5cm、厚さ1.5cmを計測する。土師質の器物を研磨し略円柱状に仕上げる。

焼土塊 (16) 拳大の大きさで、直交する骨材の痕跡が観察される。

225SK038灰色土出土遺物(第39図)

中国陶器

瓶×小査 (17) 瓶あるいは小査の底部と推定される破片で、底径は5.0cmに復原され、残存高は3.1

cmを測る。胎土は灰色を基調とするが、内面側は酸化焔焼成気味で淡澄色に発色する。底部はヘラケズ

リ調整され、理由は灰緑色に発色する。

土製品

玉 (18) 粘土塊をナデて、玉状に成形する。径2.3-----2.5cm、厚さ1.7cmを測る。

5)整地出土遺物

225SX050暗褐色土出土遺物(第40図、図版16)

土師器

杯a(1) 口径10.6cm、器高3.1cm、底径7.6cmに復原される。底部切り離しはヘラ切り。

椀c(2) 体育1)'1"半から底部の破片で、高台径8.0cmに復原され、残存向1.9cmをulilllJする。

黒色土器A類

椀c(3) 休部下半から底部の破片で、残存高2.7cmを昔l'rJtlJする。内耐にはif:*らなミガキを施す。

黒色土器B類

壷×費(4 ) 口縁部の破片で、残存高2.15cmを測る。口緑町r5は外反し、内I(IIはナデ、外側は繊ナデ

調整で、仕上げられる。体部には円形と想像される孔が焼成前に穿・たれ、 JJtì ニi二には ~t.，リ:が多く合まれる。

石製品

石匙(5 ) 刃者[5が摘みに直行する横形の石匙である。輝石安山岩のやや大形の測)十を京材としたもの

と考えられ、二次加工は表裏面からの細かな調整剥離によって刃音ISが作出される。摘み脅15は扶・り状の二

次加工によって顕著に作り出されている。縄文時代の所産であり、混入品。

225SX055暗褐色土出土遺物(第40図、図版16)

土師器

椀c(6) LI縁部から底部の破片で、口径16.0cm、器高5.8cm、高台径6.8cmに復原される。胎土に

は赤色粒子を多く含む。

緑紬陶器

皿(7 ) 日縁部から体部上半の破片で、残存高1.2cmを測る。器面には淡緑色の粕を薄く施す。 JJ台土

は黄澄色を史する。京都産と考えられる。

石製品

模形石器(8 ) 黒曜石の剥片を素材としたものと考えられ、両極打法による二次加工が上下阿端から

施される。

スクレイパー(9 ) 黒曜石のやや厚みを持つ剥片を素材とするもので、二次加工は素材をほぼ全周す

る。主体となる刃部は厚みを持つ下端部と考えられ、全体の形状からエンド・スクレイパーの範鴫に属

するものと推測される。
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6 )流路出土遺物

22580060暗灰色砂出土遺物(第411盟、凶版16)

弥生土器

難(1 ) 仁i筏27.0cmに復原され、残存高9.2cmを測る。器面調整は口縁部が横ナデ、体部内閣は指頭

調整後ナデ、体育1)外商は摩耗が著しく不明瞭。須玖式。

縄文土器

鉢形土器 (2・3) 2・3は晩期の粗製鉢の胴部破片と考えられる。 2は胎土に砂粒をやや多く含み、

外面に削り風のナデが施される。 3は貝殻条痕文が施され、内面ではミガキ風のナデによって条痕文が

消される。

石製品

石倣 (4) 基部がわずかに凹むが、全体の形状から三角鍛に属するものである。黒曜石の剥片を素

材とし、表裏に素材面を部分的に残す二次加工は縁辺から丁寧に施される。
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22550060暗黄灰色シル卜出土遺物(第41図、図版16)

縄文土器

鉢形土器(5 -11) 5・10は粗製の鉢である。 5は口縁部が緩やかに外反して立ち上がり、口唇部

の作りは平滑に仕上げられる。 10の胴部破片では、内外面の屈折部に沈線状の削りが認められる。 6----

9・11は精製浅鉢である。 6----9は口縁部破片であり、 7は波状口縁を呈し外面の口縁部下が浅く沈線

状に窪んで周折部を作出している。 6・7・9は胎土に細砂粒および角閃石を含み、焼成では内面が黒

色処理されるもので問一個体の可能性がある。いずれも後~晩期に属するものと考えられる。

石製品

打製石斧(12) 総色凝灰岩の剥片を素材とした打製石斧の欠損品と考えられ、残存部の形状から平面

形は分Wli~形を坐するものと推測される。二次加工は縁辺部を中心に施され、胴部中央には調整加工によ

る顕著なもたりを有する。刃部の調整加工から考えると頭部となる可能性もある。

!持製石斧 (13) 斑糠岩系の棒状礁を素材とした磨製石斧である。刃部を欠損するが、顕官15が長い乳

様状を培する。研磨は表裏を中心に施され、左側面は自然面、右側面と頭部に敵打痕が観察される。

22550060貧灰色シルト出土遺物(第41図、図版17)

縄文土器

鉢形 1:総 (14---16) 14・15はキ11製鉢と考えられ、 14は胎土に砂粒を多く含み、外商の澗換では横方

lilJの浅い条泌が施文された卜.に)ljlJりが加えられる。 15は小片のため器形は明らかでないが、日阿部の括れ

古15 にあたると考えられる。 16は I~JijJの材製浅鉢であり、内外面の調整ではミガキが顕著に認められる。

石製品

イi地(17) 刀m5が摘み告15にH1(うどする横形を呈する石匙である。輝石安山岩の横長剥片を素材とし、

メJi1I5イi1111Jを欠制するが、幅広の刀持15を持っていたものと推測される。調整加工は縁辺部を中心に丁寧な

:次力II~Lが施され、石摘み部の作り IB しも顕著なものである。

22550060黒褐色砂磯(第41図、 I~I版17)

縄文土器

鉢)I~:I..保(18) 粗製鉢の胴部破片である。胎土には砂粒を含み、内外面には横方向への削り風のナ

デが施される。後~晩期に属する。

22550060黒色砂出土遺物(第41図、図版17)

縄文土器

鉢形土器 (19) 胴部中位屈折部付近の破片と見られる。胎土

に砂粒と角閃石を含み、内外国の調整には条痕文が施される。

7 )小穴出土遺物

2255X067暗灰色土出土遺物(第42図)

緑紬陶器

皿(1 ) 体部から底部が遺存。残存高1.6cm、高台径6.2cm

を測る。高台は削り出す。灰色の胎土に緑灰色の粕を高台内を

除き薄く施す。内面に円形の重ね焼き痕が残る。京都産。
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8 )各層出土遺物

灰色土出土遺物(第43図、図版17)

土師器

杯a(1) 口径13.0cm、器高2.8cm、底径8.6cmに復原される。胎土は澄色に発色し、雲母を多く含

有する。底部には径O.3---0. 4cmの円孔を焼成後、不規則に穿つ。円孔は10ヵ所遺存する。

鍋(2 ) 口縁部から体部上半の破片で、残存高4.1cmを測る。外面上半は横ナデ、下半と内面は斜位

のハケ目調整で仕上げられ、口縁上端平坦面には縄を押捺する。

土師質土器

播鉢(3 ) 口縁部から体部上半の破片で、口径29.8cmに復原され、残存高は5.5cmを測る。口縁部は

績ナデ、体部外面は指頭調整、内面は斜位のハケ目調整の後、播目を下方から掻き上げる。

火舎 (4) 下半の破片で、脚が1ヵ所遺存する。底径33.0cmに復原され、残存高は10.4cmを測る。

体部中位には断面三角形の凸帯を l条巡らせ、下端部は溝状の受けを横ナデで作出し、外面には指頭に

よる押捺が等間隔に隙聞なく施される。内面は指頭調整とナデで粗く仕上げる。内面と外面受け部に煤

が付着する。

白磁

壷(5 ) 日縁部の破片で、残存高2.3cmを測る。端部は丸く収めて玉縁状とし、半光沢で失透気味の

紬を内外に摩く施す。胎土は灰白色を呈し、黒色微粒子を含んでおり、堅微。皿類。

青磁

壷(6 ) 仁!縁者1)から頚部の破片で、口径4.6cmに復原され、残存尚3.4cmを測る。口縁部は=町議とす

る。半光沢質で灰緑色に発色する粕は、細貫入を生じ、内外面に!早く施される。胎土は!氏自色を虫し、

堅綴であるが、焼成不良で赤味を帯びる箇所が観察される。龍泉窯系背-磁I類と類推される。

中国陶器

査(7 ) 獄部から屑部の破片で、残存高4.2cmを測る。肩部には細沈線を 1条巡らし、総.1'，に背雌を

l 個貼付する。 ~lll は灰白色を呈し、外面および内面上半に施されるが濁化、発泡が著しい。胎ごi二は亦制

色に発色し、 ~.1住鰍。未分類資料。

土製品

輸羽口(8 ) 残存長5.5cm、残存幅3.7cmを測る。通風部がごく小範囲遺存する。外面は被熱し黒灰

色に変色しており、胎土の発泡、融解が進んでいる。

焼土塊(9 ) 拳大の大きさで、骨材の痕跡が3ヵ所観察される。胎土にはスサの痕跡や微小な空隙

が多量に入る。

黄褐色粘土出土遺物(第43図、図版17)

縄文土器

鉢形土器(10・11) 黄褐色粘土遺構面から出土した。 10は粗製深鉢の底部と考えられるもので、二

次的な被熱によって脆く、器面は摩滅している。底部の直径は8.6cmを測り、底部外面は赤化している。

11は晩期の精製浅鉢の口縁部破片である。肩部で短く内傾した後に外傾して立ち上がり、色調は内外面

とも黒色を呈する。
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VI.自然科学分析

はじめに

本報告では、大宰府条坊跡第225次調査で検出された井戸跡から採取された土壌について、花粉分析、

値物珪酸体分析、微細植物片分析を実施し、当該期の植生や畑作に関する情報を得る。

1 .試料

試料は、 9世紀後半から14世紀後半にわたる各井戸から採取された土壌6点(試料番号 1-6)であ

る。試料番号 lは、 13世紀前後----14世紀初頭とされる結物井戸 (225SE002)の井戸枠内堆積土下層(黒

褐色粘土)から採取された。試料番号2・3は、石組井戸 (225SE020)から採取され、試料番号2は、

14世紀初頭~後半とされる井戸枠内下層~曲物水溜の堆積土(灰色土)から、試料番号3は、 12世紀中

頃~後半とされる結物井戸枠内堆積土(黒褐色粘土)から採取された。試料番号4は、 11世紀後半---12

1仕紀前半とされる結物井戸 (225SE021)の井戸枠内堆積土(灰色粘土)から採取された。試料若干号5・

6は、 9世紀後半---10世紀前半とされる方形木組井戸 (225SE036)から採取され、試料番号5は井戸.枠

より上層(附灰色七)から、試料番号6は方形木組井戸枠内地積二i二(黒褐色土)から採取された。

2.分析方法

( 1 )花粉分析

試料約10gについて、水酸化カリウムによる泥化、飾別、l1i:液(央.化!t日(}:比)11:2.3) よる有機物の

分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス (111t水酢般9:濃硫限lの泌合計約処理nによる
植物遺体I~II のセルロースの分解を行い、物理・化学的処理を施して花粉を滅集する。残消をグリセリン

で封入してプレパラートを作成し、 400倍の光学顕微鏡下でプレパラート全iMを定作し、 11¥現する令て
の種類について|日j定・計数する。

結果は|司A''iîl数手iii県の…覧表、および主要花粉化石群集の層位分布I~I として夫以する。 I~I"..1の木本

花粉は木本花粉総数を、市本花粉・シダ類胞子は総数から不明花粉を除いた数をそれぞれ基数として、

13分率で、II¥J)L本をt1:1-I1，し|ヌl示する。

( 2 )植物珪酸体分析

湿重5g前後の'jbt料について過酸化水素水、岨酸処理、沈定法、重液分離法(ポリタングステン酸ナ

トリウム，比:fR2.5) の )11買に物理・化学処測を行い、純物~I~酸体を分離、機集する。検鋭しやすい濃度

に希釈し、カバーガラス上に滴下、乾燥させる。乾燥・後、プリュウラックスで封・入してプレパラートを

作製する。

400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その聞に出現するイネ科葉部(葉身と葉鞘)の葉部短細胞に

由来した植物珪酸体(以下、短細胞珪酸体と呼ぶ)および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体(以下、

機動細胞陸酸体と呼ぶ)、およびこれらを含む珪化組織片を近藤・佐瀬 (1986)の分類に基づいて同定

し、計数する。

結果は、検出された種類とその個数の一覧表で示す。また、検出された植物珪酸体の出現傾向から稲

作や古植生について検討するために、植物珪酸体群集図を作成した。各種類の出現率は、短細胞珪酸体

と機動細胞珪酸体の珪酸体ごとに、それぞれの総数を基数とする百分率で求めた。

噌
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ム
0
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( 3 )微細植物片分析

各試料100cc(試料番号4は50cc)を水に一晩液浸し、試料の泥化を促す。 0.5mrnの飾を通して水洗し

残j査をシャーレに集め、双眼実体顕微鏡下で観察し、同定可能な果実・種子などの植物遺体を抽出する。

種実の形態的特徴を所有の現生標本および原色日本植物種子写真図鑑(石川 1994)、日本植物種子図鑑

(中山ほか 2000)等と比較して種類を同定し、個数を数えて表に示した。微細片を含むため個数推定

が悶難である種類は、 i+Jと示した。分析後の種実等は、種類ごとにピンに入れ、 70%程度のエタノ
ール溶液による液浸保存処理を施した。

3.結果

( 1 )花粉分析(表1、図 l、図版18)

結果を表 1 、図 1 、図版18に示す。図表中で複数の種類をハイフォンで結んだものは、積地~tI刊の区別

が困難なものを示す。なお、木本花粉総数が100個体未満のものは、統計的に扱うと結果が迩111:1する恐

れがあるので、出現した種類を+で表示するにとどめておく。

試料番号 lでは、木本花粉と草本花粉がほぼ同率で産出する。木本花粉ではコナラ属アカガシ亜属が

最も多く脱出し、マツ属、スギ属、クマシデ属-アサダ属などを伴う。草本花粉ではイネ科が多産し、

アカザ科、タンポポm(1JIなどを伴う。栽培植物であるソパ属の花粉も認められる。

;t¥:*:I-併り-2・3では、 :ii':本花粉の割合が高くなり、イネ科が多産する。その他の種類をみると、試料
部;り-2では松tt1if重であるソパl隔がやや多く産出し、試料番号3ではカヤツリグサ科が次いで多く産出す

る。また、 ibW:l-併り.3からは、水生椴物であるサジオモダカ属、オモダカ属の花粉もわずかながら認め

られる。**花粉をみると、マツ}瓜が多産し、コナラ属コナラ亜属、アカガシ亜属などを伴う。

;11¥:*+脅り'4からは花粉化石、シダ類胞子はl個体も検出されなかったO

Hï\:キ:1併号 5 ・ 6 では、:りt4s:1E粉の;'ftl合が高く、イネ科が多産し、アカザ科、ヨモギ腐などをやI~ う。そ

の他では水位刷物のミズアオイ胤や、栽培種のソパ属の花粉も検出される。木本花粉をみると、マツ属

とアカガシTIlf胤がほぼl'i.iJ中で股出し、モミ属、スギ属、クマシデ属-アサダ属、コナラ胤胤、シイノキ

胤などを伴う。

( 2 )植物珪酸体分析(去2、凶2、図版19)

紡栄を表2、凶2、|刻版19に示す。各試料からは植物珪酸体が検出されるものの、保存状態が悪く、

米両iに多数の小孔(溶食痕)が認められる。

試料番号 lでは、栽培植物であるイネ属の葉部に形成される短細胞珪酸体や機動細胞珪酸体の産出が

目立ち、籾殻に形成される穎珪酸体も認められる。また、栽培種を含む分類群であるキピ属やオオムギ

族の短細胞珪酸体も検出される。ただし、検出された植物珪酸体の形態から栽培種か否かを判別するこ

とは困難である。このほかネザサ節を含むタケ亜科、ヨシ属、コブナグサ属やススキ属を含むウシクサ

族、イチゴツナギ亜科なども認められる。また、イネ科起源の植物珪酸体の他に樹木起源珪酸第Nグル

ープ(近藤・ピアスン 1981)が検出される。第Nグループは、網目模様の付いた紡錘形を呈する。

試料番号2・3は、ともに試料番号lと同様な産状がみられる。すなわち、イネ属の短細胞珪酸体や

機動細胞珪酸体の産出が目立ち、穎珪酸体も認められる。また、キピ属やオオムギ族の短細胞珪酸体も

検出され、ネザサ節を含むタケ亜科、ヨシ属、コブナグサ属やススキ属を含むウシクサ族、イチゴツナ

ギ亜科なども認められる。また、イネ科起源の植物珪酸体のほかに樹木起源珪酸第Nグループとともに

第Eグループも検出される。第皿グループは iYJあるいは「く」の字状の形態を呈する。
試料番号4では、検出される種類が他の試料と同様で、あるが、ヨシ属の産出が目立つ。また、キビ属
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花粉分析結果表
一
種

6 

木本花粉
マキ属 一一 2 一一
モミ属 3 1 6 5 
ツガ属 11 1 4 - 5 
マツ属単維管東亜属 一 一 一 一 l 
マツ属複維管束亜属 21 40 20 11 
マツ属(不明) 19 24 40 - 19 
コウヤマキ属 2 一 一 一 2 
スギ属 a 3 3 - 9 
イチイ科一イヌガヤ科ーヒノキ科 4 1 - 1 
ヤナギ属 一一一一
ヤマモモ属 2 4 ー 7 
ノグルミ属 一一一一
クルミ属 2 1 一 一
クマシデ属一アサダ属 18 1 4 - 4 
ハシバミ属 一一一一
カバノキ属 3 一 一 一 一
ハンノキ属 3 1 1 1 
プナ属 1 1 一 一
コナラ属コナラ亜属 755  6 
コナラ属アカガシ亜属 72 12 6 - 23 
クリ属 2 1 一 一
シイノキ属 2 4 1 ー 2 
ニレ属ーケヤキ属 3 1 一 一
エノキ属ームクノキ属 5 ー 3 - 1 
イスノキ属 一一一一
キハダ属 一一 l ー
ユズリハ属 2 一 一 一 … 

アカメガシワ属 122  一 一
シラキ属 - 1 1 一 一
ツタ属 2 ー … … 
ノブドウ属 l ー
グミ属 一一一一
ウコギ科 一一
ミズキ属 l 一 一 一 l 
カキ属 2 -
エゴノキ属
テイカカズラ属 一 一

革本花粉
サジオモダカ属 一 一 l … 
オモダカ胤 一一 l
イネ科 172 208 480 巳 3附
カヤツリグサ科 6 2 113 _. 25 
ミズアオイ胤 一一一一 22
クリ科 一一 3 - 9 
ギシギシ属 1 2 - - 2 
.IJ"ナエタデ鮒ーウナギツカミ節 ー 2 10 - Ij 
タデ属 4 1 一 一
ソパ属 3 W - - 2 
アカ.w科 25 7 16 - 76 
スベリヒユ属 一一 l 一一
ナデシコ科 2 6 3 - 12 
キンポウゲ科
アブラナ利 4 3 1 7 
パラ科
フウロソウl同 一一 1 一一
アリノトウグサ属 一 一 1 一 一
セリ科 - 6 2 一 一
キツネノマゴ属 1 一 一 一
オオバコ属 5 9 一 一 l ー
ヨモギ属 6 5 31 - 29 30 
オナモミ属 一一一一 l ー
キク亜科 一一 2 - 11 7 
タンポポ亜科 13 2 8 一 一 l 

不明花粉 9 8 7 - 23 11 

シダ類胞子
ヒカゲノカズラ属
ゼンマイ属
イノモトソウ属
他のシダ類胞子

合計
木本花粉
革本花粉
不明花粉
シダ類胞子
総計(不明を除く)

その他
ミズゴケ属

一
7
3
1
日
お
一

6
一
一
一

l
一
4
一
一
一
一

7
お
1
7
一一

2
一
e

…
一
一
一

l

~iOl 
17 
16 
10 

2 

[>6 

8 
2 
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5 4 3 2 試料番号
類
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草本花粉・シダ類胞子
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各遺構の植物珪酸体群集

出現率は、イネ科葉部短細胞珪酸体、イネ科葉身機動細胞珪酸体の総数を基数として百分率で算出した。

なお、イネ属穎珪酸体と樹木起源珪酸体の産状を*で示す。
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lよ認められず、イネ属やオオムギ族も検出される。しかし、イネ属は他の試料と比較して検出個数が少

ない。

試料番号5・6では、産出する割合が多少異なるものの、イネ属の産出が目立ち、穎珪酸体も認めら

れる。また、試料番号5でキピ属、試料5と試料6でオオムギ族が検出される。このほかにはネザサ節

を含むタケ亜科、ヨシ属、コブナグサ属やススキ属を含むウシクサ族、イチゴツナギ亜科、樹木起源珪

酸体(第Eグループや第Wグループ)が認められる。

( 3 )微細植物片分析(表3、図版20)

結果を表3、図版20に示す。被子植物18種類の種実と、木材、炭化材、蘇苔類、不明植物(木材組織

が認められない、事f(類・音IS伎ともに不明の楠物片を示す)、不明炭化物(木材組織が認められない、種

類・部位ともに不明の炭化物を示す)、昆虫遺骸、動物遺存体、土器の破片などが検出された。

検出された種実の遺存状態、は比較的良好で、木本は広葉樹4種類(ヤマモモ、ヒサカキ属、マタタピ

属、キイチゴ属)が、草本は単子葉類3種類(オモダカ科、イネ、カヤツリグサ科)、双子葉類11種類

(ギシギシ属、タデ属、アカザ科、スベリヒユ、ナデシコ科、キジムシロ属-ヘビイチゴ胤ーオランダ

イチゴ属、マメ類、カタバミ属、イヌコウジュ属、ナス科、キク科)が同定された。

秘災遺体1作~の猟類構成は、試料番号 1 からは草本 5 種類が検出され、栽培植物のイネ、マメ類が検

出された。その他に、タデ属、アカザ科、スベリヒユが検出された。

ijえキ:1-併り-2は、カヤツリグサ科、タデ属、スベリヒユ、キジムシロ属-ヘビイチゴ属ーオランダイチ

ゴ胤、カタバミ胤の:爪本 5 事rI~!が検出され、試料番号 3 からは、木本 l 種類(マタタピ属)、革本 7 種

類(オモダカ科、イネ、カヤツリグサ科、アカザ科、スベリヒユ、ナデシコ科、キク科)が検出された。

拭料棒ひ4は、カタバミ胤がl伽|検出されるのみで、種実以外の部位の検出も少ない。

試事+帯サ5からは、木本3稲類(ヤマモモ、ヒサカキ属、キイチゴ属)、草本9種類(イネ、カヤツ

リグサ科、アカザ科、スベリヒユ、ナデシコ科、キジムシロ属-ヘピイチゴ属-オランダイチゴ属、カ

タバミ胤、イヌコウジ、ユ属、ナス科)と秘類数、個数ともに比較的多く検出された。

試キ|番号6からは、木本 l秘類(キイチゴ属)、草本6種類(イネ、ギシギシ属、アカザ科、スベリ

ヒユ、ナデシコ科、ナス科)が検出された。

以下に、同定された種突の形態的特徴などを、木本、草本の順に記す。

<木本>

・ヤマモモ (Myricarubra Sieb. et Zucc. ) ヤマモモ科ヤマモモ属

核(内果皮)が検出された。茶褐色、歪な広楕円形でやや偏平。長さ 7mm、l幅6.5mm、厚さ 5mm程度。

内果皮は硬く、表面には短毛が密生し、微細な網目模様がありゴツゴツする。

・ヒサカキ属 (Eurya) ツバキ科

種子が検出された。茶~黒褐色、不規則な多角形でやや偏平、径1.5mm程度O 一端に臓があり、臓の

方に薄い。臓を中心に楕円形や円形凹点による網目模様が指紋状に広がる。

・マタタピ属 (Actiniめ'a) マタタピ科
種子が検出された。黒褐色、楕円形で両凸レンズ形。長さ 2mm、幅1.5mm程度O 基部はやや突出し、

切形。種皮は硬く、表面には円形・楕円形などの凹点が密布し網目模様をなす。

・キイチゴ属 (Rubus) バラ科

核(内果皮)が検出された。 淡黄褐色、半円形~三日月形。長さ 2---2. 5mm、幅1---1. 5mm程度O 腹面

方向にやや湾曲する。表面には大きな凹みが分布し網目模様をなす。
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表3 微細植物片分析結果

試料番号

遺構名

土壌分析量

種類名 部位状態

木本

ヤマモモ 核

ヒサカキ属 種子

マタタピ属 種子

キイチゴ属 核

草本

オモダカ科 種子

イネ 匪乳 炭化

穎

炭化

カヤツリグサ科 果実

ギシギシ属 果実

タデ属 果実

アカザ科 種子

スベリヒユ 種子

ナデシコ科 種子

キジムシロ属ーヘビイチゴ属ーオランダイチゴ属 核

マメ類 種子 炭化

カタバミ属 種子

イヌコウジ‘ュ属 果実

ナス科 種子

キク科 果実

木材

炭化材

葺菩類

不明植物

不明炭化物

見虫遺骸

動物遺存体

土器

注)1+ Jは、徴細片を含むため個数推定が困難である種類を示す。

1 2 

225SE∞2 225SE020 
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く草本>

・オモダカ科 (Alismataceae) 

種子が検出された。茶褐色、倒U字状に曲がった円柱状で偏平。径 lmm程度O 種皮は膜状で簿くやや

透き通り柔らかい。表面には微細な網目があり縦筋が目立つ。

・イネ (Oryzasativa L.) イネ科イネ属

gf乳と、脹乳を包む穎(果)が検出された。脹乳は炭化しているため黒色、長楕円形でやや偏平。長
さ4----6 mm、幅2.5mm、厚さ1.5mm程度O 一端に目玉が脱落した凶器1$があり、間面はやや平j廿で2----3本

の縦溝がある。 JJl~乳表面に穎が付着している個体もみられる。来日は淡褐色、炭化したものは煤色。長

楕円形でやや偏平。 -1乏さ 6----8mm、11I高3----4 mm、!早さ 2mm税皮。~持1$に特徴的な果実序柄がある。穎

は薄く、表聞には特徴的な願粒状突起が規則的に縦列する。

・カヤツリグサ科(Cyperaceae) 

果実が検出された。形態上差異のある複数の種を含んでいるものを一括した。カヤツリグサ属やスゲ

腐と思われる個体などを含む。カヤツリグサ属 (Cyperus)の果実は黒褐色、狭倒卵形状のやや明瞭

~明瞭な三稜形で先端部は尖り、基部は切形。長さ1.2mm、径O.8mm程度O 果皮は硬く、表1Mにはごく

微小な沈状突起が術布する。スゲ属 (Carex)の果実は淡褐色ないし茶褐色。形態上祭典のある複数

の秘を合む。倒卵jl~でやや偏平。長さ 2mm、幅1.5mm程度O 頂部の柱頭部分がわずかにやl' ぴる。表面

には微調11な綱VH契機がありざらつく。

・ギシギシ胤 (Rlll11ex) タデ科

*尖が検11¥された。 11日制色、卵状-.稜形。径 3mm程度O 両端は急、に尖り、稜は鋭い。よ~l文夫凶jはやや

:'Y:rlir。

・タデ胤 (Polygol1um) タデ科

*尖が検11\ された。形態 l二jωIl~のある級数の種を含んでいるものを一括した。ミゾソパ、ハナタデま

たはイヌタデと思われる例体などを合む。ミゾソパ (Polygonumcf thunbe.ぽiISieb. et Zucc.) 

の栄実は茶褐色、。In惨状三稜jl~。長さ 4 mm、|幅2.5mm程度。果皮は薄く柔らかく、表而iは微細!な網目

模様が発達しざらつく。ハナタデまたはイヌタデ (Polygonumcaespitosum Blume subsp. Yokusa 

ian um (Makino) Danser-Polygol1um longisetum De Bruyn)の果実は黒色、丸l床のある菱形で

三稜形。長さ 2----3mm、11I日1.5mm程度。表面はやや平滑で光沢が強い。

・アカザ科(Chenopodiaceae) 

穂子が検出された。黒色、円盤状でやや偏平。径 lmm程度O 基部は凹み、隣がある。種:皮表面には臓

を取り凶むように微細な網目模様が同心円状に配列し、光沢が強い0

・スベリヒユ (Portulacaoleracea L.) スベリヒユ科スベリヒユ属

種子が検出された。黒色、腎臓状円形でやや偏平。径O.6mm程度O 一端が凹み、臓がある。臓には種

柄の一部が残る。種皮表面には鈍円錐状突起が密生する。

・ナデシコ科(Caryophyllaceae) 

種子が検出された。茶褐色、腎臓状円形でやや偏平。径 lmm程度。基部は凹み、臓がある。種皮は薄

く柔らかい。種皮表面には、臓を取り囲むように癒状突起が同心円状に配列する。

・キジムシロ属-ヘピイチゴ属-オランダイチゴ属 (Potenti刀a-Duchesnea -Fragaria ) パラ科
核(内果皮)が検出された。灰褐色、腎形でやや偏平。長さO.9mm、幅O.5mm程度O 内果皮は厚く硬く、

表面は微細な網目模様がありざらつく。

・マメ類 (Leguminosae) マメ科
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種子の破片が検出された。炭化しているため黒色、完形ならば長楕円体。長さ 6mm、径3mm程度O 子

葉の合わせ目から半分に割れた l片である。種皮表面はやや平滑で光沢があるが、焼け膨れ、表面が

崩れているため臓は不明瞭。

・カタバミ属 (Oxa}js) カタバミ科

種子が検出された。黒褐色、卵形で偏平。長さ1.6mm、幅1.2mm程度。先端は尖る。種皮は薄く柔ら

かく、縦方向に裂けやすい。表面には4------7列の肋骨状横降条が並び、わらじ状にみえる。

-イヌコウジュ属 (MosJa) シソ科

果実が検出された。茶褐色、卵円形。径1.2mm程度。下端は舌状にわずかに突出する。*'支はやや!引

く硬く、表IITiには大きく不規則な網目模様がある。

-ナス科 (Solanaceae)

種子が検出された。 淡褐色、査な腎臓形で偏平。 後2.-...3mm程度。側面のくびれた部分に酬がある。

種皮は滞く栄らかく、表面には臓を中心として同心円状に星型状網目模様が発達する。 出向11校総は微

細で、制11を構成する壁のI隔は太くしっかりしている。

・キク科 (Compositae)

果実が検/Hされた。茶褐色、狭例皮針形でやや偏平。長さ2.5mm、作 1mmf'，U支円 mi~'S は切形で、.，"fJj~

両而には州状突起が分:1liする。

4.考察

各分析のれli*、検11¥された刷物化行併は、 225SE021(;IJ¥*+併り・1)を|除いて、 H

変化はi泌i認gめられなしい、'<け〉、吋l竹'1，1波安刻j則U切jのh川J川1，1辺植生を推定するために、本キ;鷲iに消11すると、イヒ粉化イi11下集では件
試料ともマツ胤とアカガシ'IIU瓜が多産する傾向が認められ、 IIju1lするl作集もJt'l!交l判官i似すゐc))針昨日Ijに

みると、 9111:紀後半から10111:紀前半とされる225SE036 ( ;11¥*+詐り'5・6)では、 γツ柄とアカガガ‘シ'1似H脱l巨q胤同
がほぽ，.iげ一i中.

アサダ胤、コナラ !II~胤、シイノキ属などの広葉樹起源、の花粉を伴う。1:3111:紀前後から 11111:紀初出1 とされ

る225SE002 CII¥料需号 1)では、アカガシ亜属が最も多くj)i'UI¥するものの、 γツ柄、スギ胤なども多く

認められ、ツガ柄、クマシデ属-アサダ属なども伴う。 12"111:紀"1tSiから11111:紀後、1"，とされる225SE020
(試料併り'2・3)では、マツ属が多産し、コナラ亜属、アカガシ'II(胤などを伴う。

アカガシ'II(胤はシイノキ属などとともに、暖温帯性常緑広葉樹林(いわゆるH日葉樹林)の主要構成要

素であり、しばしばjiltil!?針策制であるモミ胤、ツガ属、スギ属などとともに林分を形成する。また、九

州北部における肌イr:の研究結決をみると、 6，000'-"'5，000年前頃からシイノキ属、アカガシ亜属を主体と

するt!任:然倒-林が成、tしたとされる(!日川.illl" I 1979、Hatanaka1985、畑中ほか 1998など)。これらの
ことから、''IH刻。jの後背城で、は、アカガシ:'11り瓜を 1:.体としてシイノキ属、ヤマモモ属などを伴うH抗策制-林

が成立し、部分的にモミ属、スギ腐などの日IliiiiY針策樹や、コナラ亜属などの落葉広葉樹を伴っていたこ

とが推定される。クルミ属、クマシデ属ーアサダ械、ハンノキ属、ニレ属-ケヤキ属、エノキ胤ームク

ノキ胤など、許可畔や低湿地に生育する綿を合む分類併が多量ではないものの検出されているが、これら

は本遺跡北側を間流する御笠川の河111午や Nil~fIの低湿地などに生育していたものにE11米すると思われる。

一方、多旅するマツ属のうち、亜局まで附ヌÈできたものの大半は複維管束班属であったりマツ)/~彼刺f1

管束}II(胤(いわゆるニヨウマツ類)は、生育の適応範聞が広く、尾根筋や潟地);11]辺など他の広葉樹の中.

育に不適な立地にも生育が可能である。また、極端な陽樹であり、やせた裸地などでもよく発亦しtl=.vr
することから、伐採された土地などに最初に進入する二次林の代表的な極類でもある。マツ属の急噌は
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日本各地で知られており、その原因は自然干渉の結果としてのこ次林や植林が増加したためとされてい

る(例えば、波田 1987など)。九州北部においては、約1，500年前以降よりマツ属やイネ科花粉が急速

に地加するとされており、農耕文化の発展を示唆するとされている(黒田・畑中 1979、波田 1987など)。

よって、多産するマツ属は、当時の遺跡周辺や後背丘陵縁辺部などに生育する二次林に由来すると考え

られる。また、花粉化石群集は、 12世紀中頃から12世紀後半を境としてマツ属が増加する傾向が認めら

れることから、周辺で二次林や植林として存在していたマツ林が、 13世紀中頃から14世紀前半にかけて

さらに増加した可能性が考えられる。

flft:物珪酸体群集で、は、ネザサ節を含むタケ斑科のほかに樹木起源の珪酸体が検出された。樹木起源の

うち皿型はブナ科、タイザンボク、イスノキなどに形成され、 N型は、モクレン属、シイノキ属など多

くの種類の葉に形成されると考えられている(近藤・ピアスン 1981) 。問日本地域では、:J:~~'*'から樹

木起源の植物珪酸体が多産することがしばしばあるが(杉LU・早E日1994)、今問もこの一例であるとい

える。なお、照葉樹林の代表的な樹木としてタブノキやクスノキなどクスノキ科の純物があるが、クス

ノキ科の花粉化石は膜が弱いため化石としてはほとんど残らないため、花粉化石からクスノキ科が生育

していたかどうかを推測することは難しい。樹木珪酸体は、クスノキ科の楽-にも作られることから(杉

山・早田 1994、杉山 2000など)、検出された樹木起源の政酸体は、花粉化石で批定されているカシ類

やシイのほか、クスノキ科に由来する可能性もある。

種実遺体群集では、 225SE036からヤマモモ、ヒサカキ属、キイチゴ属が、 225SE020からマタタピ属

が検出された。いずれも硬い核や種皮を持つ鳥獣散布型種実で、森林のエッジ(縁)lJ;:!!jlに多くみられ

る植物である。ヤマモモ、ヒサカキ属は照葉樹林の主要構成要素であることから、上述の花粉化石群集

とも調和的である。低木類のキイチゴ属や篠本類のマタタピ属などは、これらのJ!な策樹林の林縁部など

に生育していたものに由来すると思われる。なお、ヤマモモ、マタタピ属、キイチゴ胤などは、果実が

食用可能であることから、当該期に採取され、持ち込まれ利用されていた可能性が考えられる。

次に、草本類に着目すると、栽培植物およびその可能性がある種類の検出が認められた(表4)0 225 

SE002、225SE020、225SE036の種実遺体群集では、イネの脹乳や穎が検出された。純物陸酸体群集も

イネ属の短細胞珪酸体や機動細胞珪酸体が多産し、穎珪酸体も認められた。イネは、畑の保温や保湿の

ために植物体(稲葉・稲籾殻)が敷藁として利用される場合もあるが、周辺域でイネが栽培もしくは持

ち込まれ利用されていたことが推定される。また、ソバ属の花粉やマメ類の種子が検出されたことから、

これらが栽培もしくは持ち込まれ利用されていたことが推定される。さらに、植物珪酸体ではキピ属や

オオムギ族が検出されたO これらの分類群には自生する種類も含まれるが、植物珪酸体で野生種と栽培

柿を区別することは、現時点では難しい。しかし、検出されたこれらの種類が栽培種に由来すると仮定

すれば、キピ属やムギ類の栽培なども考 表4 栽培植物およびその可能性がある種類の検出

えられる。なお、イネの脹乳や穎の一部、

γメ矧の種子は炭化していることから、

火熱を受けたことが推定され、井戸内に

伶挺した可能性が考えられる。

以J't1Wr:物以外の草本類で、は、水生植物
のミズアオイ属、オモダカ手ヰ(サジオモ

ダカ柄、オモダカ属など)や、やや湿っ

たとこんに位打する種類を含むカヤツリ

時代 遺構名

14世紀初頭~後半 225SE020 

13世紀前後~14世紀前後 225SE002 

12世紀中頃~後半 225SE020 

11世紀後半~12世紀前半 225SE021 

9 世紀後半~10世紀前半 225SE036 

カ
イネ
属ネイ キピ

属キ
属

試料番号

2 。。
110 • 。。
3 • 。。
4 。
510 • 。。
610 • 。。

グサ料、 タデ胤(ミゾソバ?)などは、 注)0:花粉化石 rg:植物珪酸体・:種実遺体の検出を示す。
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前述の稲作に伴う水田雑草に由来する可能性がある。また、やや乾いたところに生えるものでは、花粉

化石群集では、多産するイネ科や、アカザ科、ヨモギ属、サナエタデ節ーウナギツカミ節、アブラナ科、

タンポポ亜科などが、植物珪酸体群集では、ネザサ節を含むタケ亜科、ヨシ属、コブナグサ属やススキ

属を含むウシクサ族、イチゴツナギ亜科などのイネ科植物が、種実遺体群集では、ギシギシ属、タデ属、

アカザ科、スベリヒユ、ナデシコ科、キジムシロ属-ヘビイチゴ属ーオランダイチゴ属、カタバミ属、

イヌコウジ、ユ属、ナス科、キク科などが挙げられる。これらの多くは集落の周辺などの明るく開けた場

所に草地を形成する、いわゆる人里植物に属する種類であることから、当該期の調査区付近には明るく

開けた草地が存在していたことが推定される。なお、種実が検出されたギシギシ属、アカザ科、ナス科、

キク科などの一部には、野生品の採取、在来種の栽培、渡来種の栽j告など、秘;Jミや秘尖以外の部位の利

用形態が考えられるが(青葉 1991)、今後種類の細分化が可.能になれば、抑制11な検討-がiリ.能となる。

植物化石群集の種類構成が異なる1Ull:紀後半-12'11上紀前半の紡物)1:)イとされる225SE021CI1¥*l併り-

4 )では、花粉は検出されず、種実;遺体もカタバミ j点111111のみの検出であった。刷物院内食休俳集では、

湿潤な場所に生育するヨシ属が多践することから、 :)1:)jがi，!II~ il ，\\J な場所に榊築されていた IIrfì~'I~I:が与えら

れる。栽椛柄物では、イネ胤の検tH1[a'.l数が少なく、オオムギ放は検/1¥されるがキピ胤はlほめられないり

以上のことから、:~J，í核抑j にはイネ属やムギ矧がイバr: した 11]"能'I~I:'ま与-えられるものの、'Jl} j近illにおける

畑作の存在は考えにくい。この泌!大|には)，:地やj1f~梢環境の巡いが)メ11央されると思われ、今後の IUf~命線j越

として残される。

これまでに弊村:が実施した大市府条坊跡の分析結果では、的176次 IU'~ 1tの、|λ'必 H引にぷの j創的でイオ、!瓜

の植物f長円安体が、 刻第'}16ω8次i捌1弘加淵"月~kゴ千伐f合作~院}正i の:平、1千|ドえ F安d必刻ぐ引11時k'時i守?代 I小|ドIJ即則j即則U例L米;f友~ミの:1十|卜坑と第 17初o次 IU泊抑加，I，J1

花粉が検l山1\されている O また、花粉化石11下 usや大型植物遺体 ({íf( r~や木村・など) ~作集から、後背j戒のお

林相[1.1:.は、 1:.にシイ・カシ矧などの1m葉樹から構成されていたことが批定されてきた(パリノ・サ炉・ヴ

ェイ株式会社、~公火資料)。今mlの分析結果も、イネとソバ腐の栽!;'ý とJ!校策樹林のイr:イ1:が1m定され、

既存:のあけミとjytJfl1(I~であるのさらに、マメ類の種子や、キピ属、オオムギ族なと可1((物fH限体が検11\され

たことから、これらのよ~:t{1の IIJ能'I~I: を ;'J~II変するおii巣となった。今後も本遺跡}i'iJ辺における l'iJ時 JUJの資料

を蓄積し、特にi~:t;1fl((物に消 11 した才Ir('I~ について検討-していきたいと考える。
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VII.小結

今次w崎公により、 rtth!'III::;}弘子市のfwll笠川南条坊地区において新たな調査事例を追加することができたこ
とは大きな成*であったO 発見遺構は井戸23基、掘立柱建物 2 棟、柵列 3 列、 i梓 4 条、 :1均t30)，~、整地

2カJ9I'、流路 1条、小火多数などが検出され、出土した遺物の時期は縄文時代後-1似UJから111'1":に及ぶ。

本瓜ではまず、調査成果の状況について時代順に列記し、次に特記事政{について述べることとする。

今次i側資披古の遺物は縄文時代後期~晩期の土器、石器であり、統く弥生時代では前期jおよび111期の

1:協が検出された。このことから弥生時代以前に人間活動が及んでいることが綴えたが、遺物はごく微

鼠・が l当然堆積層や、古代遺構に混じって出土するにとどまり、 t8動は1t~WI~ と与えられた。

占墳時代も前時代同様、遺構は検出されず、少般の遺物が後111:のi針Ilt積 1'.にiJ.e入するにとどまった。

奈良時代の埋没と推定され得-る;遺構は 1'.坑S-62のみの検出であった。 .Ji、遺物はliij代に比べ増加

する。なお調査地の地形は奈九時代終わりはiまで比般的起伏に'出・んでいた縦縦であるり

平安時代に入ると liijJU1から'11JU1 にかけて225SX050、 225SX055のように川地や1'11:ぷ流怖を，!~~めなてる

幣地が行われihlベが称。mされる。 9111:紀後、|リIt~交の )1:) Î225SE(ß1 をはじめとして、 ~~II.\/:机他物などの生

川|羽辿焔設が榊策され、人 In1il~'動が泊先化することが遺物の符しい附加からも将JI)( される。遺榊には、

liiJ JUJから t1 t JUjJ11t~~の柵ダIJ2255八(M5、'1 1 JU1から後JUJ"H~~の225SA065、 225SA075 、 ilW225S00:35など、ほ

U' ， E)j似を lílJ し、ているものが検 1 1\ され、条J)11付他地域と liiJ織のm!l1lJが及んで、いることが~!It併された。

11 1 111: では、 l:~ 111:紀Jflt~~の225SI)001がほぼ IE JiN: を指lílJするなど、土地利Jl1の在り )jは平安II，~:代を踏襲

していゐとみられ、検I1\.ì監榊の'1)1 1:. 十ñにも )I~本的な変化はなかった。ただし抑!立柱建物は検1 1\ されず、該

JUJ (j) '， ';'1 !:Jí幻よ，m~ 1t 1べからペベJ外れているようである。遺構・遺物量は平安H寺代を凌制しており、本遺跡

の主体1I，~:JU1 となる υ 特に l:~111:紀後、1".tJ'tにJ1n没した遺構が今次調査中最も多い。

今次，U，I，J*.1古川のj員十昨'1 1 肢も新しいものは JI'- }i225SE008、 225SE020であり、そのJf~終}!日没HωUJ は 14世

紀後、1"，以降であった。

次に特記される}此*ベ)1111 J低亡くについて述べることとする。

流i陥225SD060は、平安II.~:代 I)írJUJの核地225SX055によって埋め立てられており、想定される流下方向

から税制笠川の分流であったと目される。トレンチ設定によって下層の土層観察を行ったところ、流水性

のJ:fl(般榊造を示しており、層中からは縄文時代後~晩期の土器、石器が出土したことから、 ii奈川にも流

水があったことが推定された。なお、古代~中世遺構の基盤層とした黄褐色粘土からも ruj械に純文時代

lぬJUjの資料がIIL1:したが、今次調査では両者の層位的関係を明らかにすることができず、今後の課題と

なった。

I'rijじく225SD060の最終河床面からは弥生時代中期の土器を主体的に検出したが、 225SX055と最終河

床1Mとは、遺物相からみた土層形成H抑制に大きな隔たりがあり不整合を生じていた。こうした現象の一

凶として、流水の下刻により、 ytTijJ国lUJに介在する土層が流出した可能性が指摘され、流路の最終河床形

成は整地とほぼ同時期の平安前期頃と解釈された。

発見遺構としては井戸の多さが特記され、底面を検出せず不確実だった 1基 (225SE052)を含め合計

23基が検出された。時期は 9世紀後半 (225SE034)から14世紀後半 (225SE008、225SE020)に至り、

中世の所産が6割と主体を占める。

井戸の取水源については、井戸底面付近の地山層が砂磯層のものと、透水性が低い粘土層の両者がみ

られたことから、前者は地下水脈に依拠する涌井で、後者は天水等を利用する溜井と考えられた。この

内、溜井と認められた井戸は225SE020と225SE047の2基のみであった。涌井とした井戸は調査時には

つωハwu



~i著な湧水がなかったが、原因はおそらく後世の環境変化によって地下水位が低下したためであろう。

確認した井戸枠もしくは水溜の底面を機能時の湧水位としてみると、 21基が標高32.5-----32.8mの範囲

内に収まる点から、本地域の地下水位は平安時代から中世を通じて非常に安定していたことが看取され

る。 溜井とした225SE047の底面標高は31.6mと平均より1.0m以上深く、使用目的の差違が窺われた。

井戸枠の枠材が残存し、且つ構造が類推される井戸は14基を数え、全体の6割にのぼる。構造および

変遷については、平安時代前期から後期にかけては方形木枠組を基本形とし、今次調査井戸中最古の225

SE034 (9世紀後半)は縦板組隅柱、続く225SE036(9世紀後半-----10世紀前半)は長辺横板鋭辺縦板

組、 225SE056(9世紀後半-----10世紀中頃)は横板組隅柱、 225SE025(10世紀中頃)は縦板組検検、 225

SE005 (10tl:l:紀後半-----11tll~紀中頃)は横板井篭組を採っている。結物が井戸枠に使用され始める H与JUJが

11世紀後半-----12.111:紀前半埋没の225SE021で、北部九州での結物の井戸枠使用開始時期とされる11'111:紀後

半(鈴木 2002) と比較して違和感がなく、以降の中世井戸は結物組が一般化している。また行制I.f停泊

と類推される225SEOI0も現れ、 14世紀後半には2基 (225SE008、225SE020)が確認されており、本地

域で通有化がj住んで、いるものと推測される。水溜には225SE034で丸太割り抜き材が採用されているほ

か、平安H寺代から'1"1止を通じて曲物の利用が一般的であったO

遺物としては、 225SE023灰色砂からイスラム陶器が検出され、新たな資料を加えることができた。破

片ではあるが、 その4付特可守:徴から初期イスラム陶器 (山本 2却O∞Oω2) と ~I半|ド刊:1川却析f さオれ1 る円 m l-.l胤凶{付似dな:の|卜ド、;[:問限q促t は l口1"1-怜H片I~紀

後半から1ロ2'1附11片1:紀|前ii泊iJ仏iJ:'トド.'小、

ている}~点~(や、l'作、1下判|ド':1山Hj泣宜物 l仁中一j十ヤ|十い:1 には平安前期のものも多く含まれていたことカか、ら、 小;資事lU;創的II ，~:JUJより 111+11
の資料とともに以色砂に混入した可能性も否定し難い。

今次制作では、遺構時期に準じて12世紀以降の遺物を多く検11¥したが、とりわけ'1'llil，>f::11旬協の間般の

充実が特徴として本げられ、占有者の階層性が窺われた。大市J{.f条 Jjjy~; tN19次IWI]i'tをはじめと十ゐl批iU，¥1

査によって、本遺跡北側の観世音寺前面地区や、東1111J の :.h.条 J削メ:はその多郎 JUl. jJ~ として Jtj，uしており、
本地区とのi見J;似性が注意される。
最後に、今次IUM11: 1血は御笠川の影響を各知jにおいて受けていることが'I~IJIY JしたH 今佐川辺JIIU戒で、そ-

の治水を例~'f'に人れた Im1~過粧が明らかにされることが期待される。
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-93一



， .____ 

0
.
0

∞
5
7・・日〉」

L 

0
.
0
民
主
守
i
E〉

0
.
由
主
守
マ
ヲ
a
E〉

J一一一一

I~三+56330.0

B一一一一

o X=+56315.0 
-

F一一一一

黒褐色
粘土地山

E一一一一

H一一一一

G一一一一

C一一一一

(.0 
~ 

「1
1
1
6
 

q
3
 

4

・・a

1
1
1
1
1
1
1
a
q
 

4

・EE
F
町一
V

4

・EE
つ

10 

大宰府条坊跡第225次調査遺構略測図 (1/250)

o IDm 

第44図



大宰府条坊跡第225次調査遺構番号台帳(1 ) 

s-
遺構番号 種別 備 考

埋積土状況 遺構間切合
時 期 地区番号

番号 (古→新) (古→新)

l 225SD001 溝 東西溝 暗褐色土 41の一部→l F期 E 10-12 

2 225SE002 井戸 井戸枠は結物
暗灰色砂→黒褐色粘土→暗灰色粘土

F期 B14 
→暗灰色土

3 225SE003 井戸 暗黄褐色土→青灰色粘土→暗灰色土 5→3 F期 C14 

4 225SK004 二ヒ坑 暗黄灰色土→黒褐色土→階灰色土 D期 D14 

5 225SE005 ~I:戸
井戸枠は方形木枠、 暗灰色士.→黒褐色柄Id:→明灰色土→

50→5→3 X-XI期 C14 
水i留は曲物 黒褐色土

6 225SE006 :JI:Fi 
井jニI枠は結物、1l<i官i灰色J:→背灰色申l~iJ:→ 11奇禍色土→暗

7→6 F期 C11 
はIHI物 灰色土

7 :1".坑 H庁側色十. 7→6 D期 C11 

8 225SE008 jl:Vi )1)'1"枠は引制L+車i'i物
灰色砂→思褐色土→暗灰色土→暗褐 9 .10→8→41のー

GfVJ以降 BlO 
色粘土→l暗褐色土 部

9 225SE009 Jl:Ji 
Jl:)i枠は紡物?、水 H削氏色砂→灰色粘土→灰色砂→黒褐

8→9 }lX JVJ~íI1走

-~ ・料
iWlは1111物 色粘土→黄褐色土→明灰色土

10 225SEOlO Jn i 
)1:) i枠は行指IL+結

灰色土→黒褐色粘土→黒褐色土 8・42の・持IS~1O 1) JVJ 
物?、水iWIは1111物

11 225SEOll )1:1 i 暗黄褐色土→黄色粘土→暗褐色土 26-叶l I)IUJ 四 一一
12 225SK012 1'..l"Jt 黒褐色土 15・12 FJOJ 

13 225SKOI:{ 1")/1: 暗褐色土 27・Hi・ 2'1・26・I:{ FIOJ 八お
........叫」四日山口_".. 叫・ L抽"，'''au副叫周回岨聞唱"開1・・ V岨U圃 』園l且唱川宵闇_."..闘・帽'同帽同開-，._戸・h・岬・-_.，

14 225SE011 JI'，) i Jl:Ji枠は結物 暗灰色土→灰色土→茶色土 17・28・11 FJUI 八()
一一.• .-.~-_.. ~ 

15 225SEOl5 JI:) i )ITi枠は結物 黒色粘土→黒灰色シルト→期以色 1'，:m・2!)・15・12 XI ' XlI IUI B7 
~，-"曜"，."，，，，，，.w，，，，'，，祖引岨'唱・刷剛 帽唱 同刊司・吋聞，~...司曹団一"一・ー・目・一同

16 225SK016 1'，坑 黒色土 1G 'l:J FIOJ 八日
一一一一個

暗灰色砂→灰色砂→暗灰色村i.I'，・附
17 225510:017 )1:1 i 17 -11 F JUI B!'i・()

灰色土
一 一 一一一

18 225SKOl約 1'.坑 暗褐色土 J!)・18 EIUI 八2
n"r~~_目_."園田 マ...古田ー骨l一一回

19 225SKOHJ 1'.坑 黒色土(炭化物多量合布) l!)・18 1o'JOI 八2
l明日目一一一一一一".，_..-一一副-_..一一一一一一一一

新井戸枠は石組、水
黒褐色粘土→暗灰色:1'，→l府尚也 1'，→ 新(;間以II.TI

20 225SE020 )I:)i i留は曲物、旧井戸枠
灰色土→茶色土

!'i2・20
111 : DJUI 

1>) 
は結物

.“-…ー一一一一一一一 中山._~~L.岨中山町油田』…・『白噛甲山崎司一一・唱酬

灰色砂→灰色粘土→却灰色 1:→附以
21 225SE021 )1・ri 井戸枠は結物

色土
じ即l じ(j

ー一一一
黄灰色土→黒灰色粘土→黒禍色，1: • 

22 225SE022 )1:)二f 井戸枠は結物? 17 .:H・:3:3・:32・22 F 10J 八.B t 
黒褐色砂→灰色土

ー…一一一日 i同ー・ー “ 日……H岨ー

23 225SE02:3 )1:Y=i 医-x期遺物一定量 灰色砂→暗灰色土→暗褐色土→出制 31..・2:3 10'101 Efi 
出土 色土

…一
24 1:坑 |情禍色ーI~. 27→21・1:3 XVJりj以降 B8 』岨 ・回咽
25 225SE025 Jl:)i 井戸枠は)i形木村H 茶色紗._-)ポ色 1:ゅ附尚色イ: IXIUI 1111 

26 1'，坑 H自嗣色 1'. 27→26→13 139 

27 1'.坑 n~尚色1'. 27→24・26→13 XV JUJ以附 B9 

28 1:坑 H時同色 1'， 70→30→29→28→11 '11.安時代前期j以降 A7 
一 一

29 225SD02H i梓 r~i.1ヒi背 H持制色1'. :m・29-叶5・28 平安l時代III)OJ 八~じ 7
一一・

30 225S))o:m i梓 件.j;1ヒi静 !ポ褐色 1'. 70・:30・29-・15・28 平安It;y代qlJUI 八 .B7
一

31 225SE0:31 JI:) i JI:) (村川よ JiJr~ ，.f..;~~'? 灰色十:(やや砂質)→!日制色 1'， :H .2:3 X JUJ E7 

32 225SK(X32 1'，坑 !払色土 :32・22 FJUJ 八l

33 225SEm:3 JI:ri 11音灰色土→茶色砂→附褐色士 :l:l-'22 X11叫)JVWJ B 1 

34 225SE031 JI:}i 
11:) (仲は)'i形木村人 暗灰色砂→灰色砂→制色 |γ・背!ポ色

34，，':33，-'22 VIIWJ B 1 
水柿lは円形割j材 粘土→暗褐色土

35 225sno:m i昨 東西構 暗褐色土 36→35 、11.1，氏H事代'11、後JOJ じl、3

36 225SE(氾6 井戸i 井戸枠は方形木枠
暗黄褐色こ1::→賞制色砂・陶色砂→1.1;¥

36→35 珊JUJ
じ.)) 1 

褐色jこ→附j米包 1'，-・尚色，"， . 2 

37 副I~.坑 H荷補色士 12 c以附 E8 

38 225SK038 ゴ:.:l1c 灰色士(焼-1'，塊多量包合) 12 c以附 C8 

39 土坑 IItr褐色士 ー|叫II，~代 l胸、'I IJUJ以降 D11 

40 225SB040 
掘'fl:柏: 2X4+αIIfJの1"IJft dはH持政禍11青色1:ー・!.U禍色土、他はl晴 50→40→6 、 11.安 l時代 rlr~ 後JUJ A -D11 
ill物 地物柱穴に新川イf 制色.~I:→ Jポ色 :I~ -13 

41 小穴l作 澗ヨ1f.区全域に分布 111'1禍色::1:， 42の 'mS'-'41の 'ms 平安時代前 ~rlrJUJ以降

小穴1洋 制作|豆全域に分布 附灰色土 42の一時IS→41のー怖IS 平安時代前-tlrJUJ以降
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大宰府条坊跡第225次鯛査 遺構番号台帳(2 ) 

s-
遺構番号・ 楠別 制11 身

担n積土状況 遺構間切合
時 WJ 地区番号番号 (宵→新) (古→新)

43 小火l作 2穴検/1¥ !氏色土 12 c以降 A 3. B 4 

44 1:坑 胤禍色土 42の一部→44 平安時代前~Iド JUJ以降 A3 

4火がほぼ東山ifnh]
45 225SAO~5 柵列 に延びる (S-45 a cのみ黒褐色土、他は暗褐色土 55→45 平安時代1:1:1-後JUJ B4 

はSー70bに変更)

46 小穴群 調査区南側に主分布 黒褐色土 62・64→46の一部 D期以降?

~7 225SE047 井戸 S -22の下から検出 褐色砂→黒色粘土→褐色砂 47→33→22 E却j A.B1 

~8 たまり
暗黄褐色土(黄褐色ブロック多く含

C5 
む)

~9 たまり 暗褐色土 77→49 EJ別 D8 

50 225SX050 整地層
暗灰色土→黄褐色土→黒褐色土→黒

50→5・40 平安時代1跡、 11'JUJ 
八c_Dll 

色土 ".14 

51 たまり 広i禍色十. 、II.'c氏H ))14 

52 225SE052 JI:} i 
制官|ポ峨|燃のため米

H仰天色 1'.→禍色{沙--.11荷崩色 1: 52，-・20 DJOJ D 1 
'，i:;UII 

:':J 1:坑 H時陶他 1: 50→5:3 、11.安IIS:代前、.'1iJUJ 八13

「バ I'，JJt 訓告lベ峨隙のため~jé
日時補色 1'. 50・m叶l ‘ 11.'b:: llt~代前 ""1 1JUJ 八14~~I JI:} IのII[船tl:有

一 一一一一

‘:>fi 225SXO!i:1 幣 ~Il，. iA(附S"，60をJ'1lめ立 H高尚色 1:・山尚也 1:・11府側色 1: ()O・55.:36 、11.安時代前JUJ
1 _. 5ラ

てたもの イン
一一一一A............町田…一一一、働

日i 22!iSEO日i )1'.) I 
)I:} 1'-M"IJ:}j J杉本村旬、 !ポ色砂→H削民色 1'. …・ I~~柵色村 1: バl荷

VID、医JUJ 1J8 
水糊IJ:IIII物 制色 1'.

57 たまり H持制色:1二 FH 
…ー-一一『一一一一--【一一、両町明一

湖合:1ベ峨隙のため~íi:;
「オ4 1'.川; H削氏色土 ‘ 11.'，氏 IIt~代後JUJ E3 l~1 )I:j I の IIrB~tl: f{町.""判明守f吋守H岬屯副唱圃町駅炉，.，."""......"，"一一明
:)~I 1')北 H府褐色土 59→19 '1"安時代後JOJ以11和 A2 
…一一一一一一一一一一一

!日色砂→黒褐色砂磯→黄灰色シルト
(i<) 22!iSJ)()()() n然減附 →|情貨灰色シルト→暗灰色砂→灰甜 60→55 

純文1I，'f代H免JUJ-

色シルト
、11.安時代rlilJUJ

一一_.開
G! I')Jt H自制色土 じ3
一 一一
62 1:坑 11荷尚色土 62→46 併1~ 1I，\1代以附 C~ 
一一一一一一戸川門町一一一
6:3 1:坑 附禍色土 63→46 C4 

64 たまり H昔~~褐色土 64→46 C5 

65 225SA065 柵州
5 穴が*I'~}JIIIJにilT. cのみ黄褐色土→暗褐色土、他は暗

平安1I~1代'1 1 、J 後 JUJ E2-4 
...s~ 褐色土

66 たまり 茶色土 C7 

67 225SX067 小穴 暗灰色土 平安時代以降 D12 

68 小穴群 暗灰色土(黄褐色ブロック含有) 平安lI!i代以附 D~ 

69 たまり 暗褐色土 J 14 

70 225SB070 
掘立柱 3X2+α 聞の側キ主

bのみ黄褐色土、他は暗灰色土 70→17・28・30 平安IIS'1tlll，_後JUJ
A.B 5-

建物 建物 7 

71 土坑? 暗褐色土 F14 

72 土坑 暗褐色土 D8 

73 土坑 暗褐色土 D10 

7~ :1:坑 黒褐色土→暗褐色土 C5 
5穴検/:1，¥ I抑制IJに展

75 225SA075 柵州 閲する捌立主):ill物の 暗褐色土 75→11 平安l時代後期 A8-11 
可能性有

76 :J::9t 暗黄褐色土 D4 

77 士.坑 暗灰色土 77→49 D8 

78 小穴群 2穴検出 茶色土 F期以降 C11・D14

79 小穴 黒褐色土 E 1 

80 土坑 茶色土 80→34 刊期以前 B 1 
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大宰府条坊跡第225次調査 掘立柱建物・柵列・溝・整地層の座標方位一覧

政庁南門中点からの距離 (m)
遺構名 計測位置 X座標 Y座標

南北距離 (dx) 東西距離(ム y)

北西隅柱穴任意点 56318.000 -44176.710 -384.216 647.897 
225SB040 

南西隅柱穴任意点 56307.640 -44178.125 -394.590 646.586 

柱穴b任意点 56310.600 -44153.450 -391. 383 671. 230 
225SB070 

柱穴d任意点 56310.950 -44157.800 -391. 077 666.877 

東端任意中点 56310.270 一44150.200 -391. 680 674.483 
225SA045 

西端任意中点 56310.300 -44152.450 -391.673 672.233 

東IlIM任意中点 56318.500 -44145.400 -383.403 679.200 
225SA065 

間端任意中点 56318.750 -44152.700 -383.226 671. 898 

*糊任意中点 56307.400 -44164.750 -394.696 659.963 
225SA075 

l羽捌任意中点 56307.700 -44173.170 -394.480 651. 540 

:東端任意中点 56319.200 -44170.100 -382.951 654.395 
225SD∞l 

間端任意中点 56319.000 -44176.200 -383.211 646.397 

北端任意1・Il ，~ï 56313.420 -44159.780 -388.626 6&1.872 
225SD029 

l事iJ~IM任晶i;ll'l;.: 56307.950 -44160.700 -394.105 664.∞7 
;1じ捕任意rl:'l， 56309.620 -44160.300 -392.432 6制.390

225SD030 
l初端任怠11'点 56308.450 -44160.250 -393.601 6削.452

東側任埠:中点 56313.300 -44141. 700 -3邸.566 682.952 
225SDO::l5 

1'4端H:意11'..... ( 56313.650 -44147.750 -3鎚.276 676.899 

北端1J:怠Ijl)，!，( 56320.000 -44142.640 -381. 875 681. 945 
225SX055 

陶~IU任意qJl，( 56306.730 -44149.380 -395.212 675. :338 

政庁i*I門111""，(からの距離は、政Jilrj哨IJ綿の振れ(G . N. 0 0 34' 24" E)を考慮し算出している。
政庁南門rjl点はX= 55， 708. 680、Y= -44，820.730 (国土座標第E系)である。

出土銭貨計測表

遺構名 /士!語名/挿図番号 銭貨名 天地銭径 左右銭径 天地内径 左右内径

225SE∞3/11府灰色土/第四図14 元結通賓(築書) 24.02 23.85 18.76 18.66 

225SE006/附灰色土/第21図16 皇宋通賓(蒙書) 24.63 24.87 20.32 20.47 

225SE022/灰色土/第29図11 皇宋通賓(築書?) 24.20 24.34 20.08 20.08 

225SE022/灰色土/第29図12 皇宋通賓(築書) 24.11 23.96 20.11 20.12 

225SE036/禍色土 /R-028 口口通賓(築書)

銭貨分類は氷チ1:久美男『日本出土銭総覧.1(1996年度版、兵庫埋蔵銭調査会)を参照した。
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遺構の方向

G.N. 7
0 

46' 39" E 

G. E. 4
0 

36' 0" S 

G. E. 0 0 45' 50" S 

G.E. 1 0 57' 41" S 

G.E. 2
0 

2' 26" S 

G.E. 1 0 日， 33" N 

G. N. 9 0 32' 50" E 

G.N. 2
0 

26' 49" W 

G. E. :~.， 18' 39" S 

G.N. 26.55' 36" E 

保・!事は棚、量目はg

銭厚 量目

1. 60~ 1. 74 3.8 

O. 87~ 1.15 2.9 

1.11 ~ 1.29 2.6 

1. 14~ 1. 39 2.6 

1. 21-1. 26 1.7 



大宰府条坊跡第225次調査土師器計測表(1 ) 

畑
一
恥

A:内底ナデ B:板状圧痕

備考

種別 器種 遺物番号 口径 器局 底径 A B 側ie
土師器 杯a(イト?) R-001 (11.5) 2.3 (7.7) 一 一

小皿a(イト) R-007 (8.2) 1.0 (7.2) 。 一
小皿a(イト) R-008 (8.2) 1.0 (6.2) 。 一
小皿a(イト) R-004 (8.4) 1.15 (7.0) 。 一
小皿a(イト) R-005 (8.4) 0.9 (6.6) 。 。
小皿a(イト) R-006 (8.4) 1.0 (7.2) 。 一
小皿a(イト) R-002 (8.8) 1.1 (5.9) 。 一
小皿a(イト) R-∞3 (8.8) 1.1 (7.'1) 。 。
側
一
恥

側~・

細別 開倒 j置物排り・ I1筏 日品商 成傑 A 日 側~

'I:ßIU~>> .Lf~ a (ヘラ) I~ 町 002 (10.6) 2.2 7.5 。 × 保付着

4~ a (イト) I~ ""()01 (12.0) 2.5 7.7 。 × 

4: a (イト) I~ -，，00'1 12.'1 2.3+ a 一
4: 11 (イト'l) I~ ，叩0(>:3 (12.8) 2.2 (8.8) 。 一
ムドaX小1111a (ヘラ) I~ -00日 (12.0) 1.5 8.0 。 部札、 YIII側付着

小1111a (イト) I~ '-'OlO (7.7) 1.0 (6.2) 一 。
小IIIlu (イト) H w'OOH (8.1) 1.1 7.0 。 。
小IIIla (イト) I~ "-007 8.'1 1.1 7.6 。 。
小IIIla (イト) H -OHi (8.4) 0.8 6.7 。
小IIILa (イト) I~ ， ()(ゆ (8.6) 1.0 (6.8) 。 。
小JIILa (イト) I~ '-011 (8.6) 1.0 (6.8) 。
小101a (イト) I~ ， 'Ol:i (8.()) 1.0 7.7 。
小皿a(イト) I~' 01'1 (8.()) 0.9 (7.8) 。 。
小皿a(イト) H -，()12 (8.8) 1.2 (7.6) 。 。
小皿a(イト) H -015 (8.8) 1.2 7.2 。 。
小皿a(ヘラ) H -()06 (10.6) 1.3 (6.8) 。 × 

器種

小皿a(イト)

小lIlla (イト)

欄J5・

5-5 鼎褐色j・

栂別 時楓 遺物番号 口径 器高 底径 A B 備考

1'.stU僻 均:a (ヘラ) R-003 (11.0) (1.7) (7.7) × 

杯a(ヘラ) R-002 (11.2) 1.8 8.0 × × 

均:a (ヘラ) R-001 (12.2) 3.0 (8.1) 。 。
丸底椀a R-004 12.8 (3.9) 10.1 。
椀 c R-006 15.9 6.0+ a 

椀 c R-005 (18.4) 5.3+α 

椀 c R-∞7 一 3.4+α (8.7) 油煙付着

椀 c R-∞8 3.1+α 7.9 

小皿a(ヘラ) R -011 (9.6) 1.7 6.6 。
小皿a(ヘラ) R -014 (9.8) 1.5 7.2 。
小皿a(ヘラ) R-012 (10.8) 1.6 (8.0) 。 。
小皿a(ヘラ) R-013 (10.8) 1.8 (8.4) 。
小皿a(ヘラ) R-009 11.1 1.8 8.8 。
小皿a(ヘラ) R-010 (11.4) 1.3 8.3 。 。
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器種

杯a(ヘラ)

小皿a(ヘラ)

小皿a(ヘラ)

S-6 暗灰色土

大宰府条坊跡第225次調査土師器計測表(2 ) 

痕
『
庄一状一

区
民
-
AA--

••• 
B
一考一備

デ一ナ一底一内一
-
-
-
A
F
 

種別 器種 遺物番号 口径 器商 l低桂 A B 伽考

土師器 杯a(イト) R-001 (12.2) 2.3 (7.8) 。 × 

杯a(イト) R-∞2 (12.2) 2.5 8.2 。 。
杯a(イト) R-∞4 (12.6) 2.4 (8.2) 。 × 

郎a(イト) R-003 (13.0) 2.3 (8.7) 。 。
小皿la (イト) R-006 (8.0) 0.8 (6.6) 。 × 煤付着

小lITla (イト) R-008 (8.0) 1.0 (7.2) 。 一
小IIIla (イト) R-005 (8.4) 1.0 6.9 。 × 

小IIIla (イト) R-009 (8.8) 1.2 (6.6) 。
小IIIla (イト) R-007 (9.0) 1.1 (7.6) 。
僻揃 遺物番号 口径 器高 底径 A B 側場

小IIIla (イト)

小IlUc 

協租 | 遺物番号 | 口径 協商 l民特 八 B 備考

イ汁IIIa (イト)

小IIIla (イト)

時糊
一一

小IIIla (イト)

時岨 Li監物帯サ | lこ|傑 協商 !起特 八|
lLムー-AL-緋時齢制

小IIIla (イト)

小JIIla (イト)

船舶 側与・

小JIIla (イト)

時租

小JIlla (イト?) 

S -12 川尚色土

備考

備考

種別 器棚 遺物番号 口径 器高 底径 A B 側#・

土師器 J1~ a (イト) M-∞2 12.8 2.9 9.2 。 。
均~a (イト) R-001 13.0 2.2 9.8 一 。
杯a(イト) R-002 13.0 2.7 9.5 。 。
郎a(イト) M-001 13.7 2.5 9.0 。 。
郎a(イト) M-003 13.7 2.7 9.0 。 。
杯a(イト) R-003 14.2 2.5 9.2 一 。
坪a(イト) M-047 (15.0) 3.0 (9.0) 一 × 

小皿a(イト) M-038 (7.6) 1.5 (6.0) 。 × 

小皿a(イト) R-004 8.0 0.9 7.2 。 × 
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大宰府条坊跡第225次鯛査土師器計測表(3 ) 

A:内底ナデ B:板状圧痕

小IIILa (イト) M-036 (8.0) 1.3 6.7 。 。
小JIIla (イト) M-∞8 8.2 1.3 6.5 。
小JIILa (イト) M-017 8.2 1.5 6.1 。 。
小JIlLa (イト) M-019 8.2 1.3 6.5 。
小1111a (イト) M-026 (8.2) 1.4 (6.0) 。 。
小皿a(イト) M-028 (8.2) 1.3 (6.0) 。 。
小皿a(イト) M-Oll 8.3 1.3 6.8 一 。
小皿a(イト) M-013 8.3 1.4 6.5 。 。
小皿a(イト) M-042 8.3 1.5 6.8 。 。
小皿a(イト) R-006 8.4 1.2 7.0 。 。 rlll側付着

小1111a (イト) M-OlO 8.4 1.5 6.5 。 。
小IIILa (イト) M-015 8.4 1.4 6.3 。 。
小IIIla (イト) M-016 8.4 1.:3 6.7 。 。
小IIILa (イト) M-()27 8.4 1.4 6.7 。 × 

小IIILa (イト) M-025 (8.4) 1.3 (6.8) 。 。
小1111a (イト) M-032 (8.4) 1.3 (7.0) 。 × 

小111111 (イト) M-()iI5 (8.4) 1.1 (7.2) 。 × 

小1111H (イト) M-(M6 (8.4) 1.2 6.8 。 。
小1111a (イト) R -007 8.5 1.2 5.7 。 。
小1Il1a (イト) M-∞5 8.5 1.4 6.5 。 。
小1111a (イト) M由 006 8.5 1.2 6.5 。
小1111a (イト) M-007 8.5 1.3 6.5 。 × 

小IIILa (イト) M-()18 8.5 1.2 7.0 。 。
小1111a (イト) M-(MO 8.5 1.4 6.8 。 。
小1111a (イト) H -008 (8.6) 1.3 7.0 。 。 煤付着

小IIILa (イト) H -005 8.6 1.4 6.3 。 。
小IIILa (イト) M -(X>9 8.6 1.1 6.5 。 。
小IIIL11 (イト) M-(M:3 (8.6) 1.3 (7.0) 。 × 

小1111a (イト) M-(XM 8.7 1.4 7.0 。 。
小IIIla (イト) M-029 8.7 1.5 6.7 。 。
小IIIla (イト) M-(悶9 8.7 1.4 7.5 。 × 

小1111a (イト) M-012 8.8 1.5 7.4 。 × 

小JIILa (イト) M-022 (8.8) 1.4 (7.6) 。 × 

小IIILa (イト) M-()31 (8.8) 1.4 (7.0) 。 。
小IIILa (イト) M-034 (8.8) 1.6 (6.0) 。 × 

小1111a (イト) M-037 (8.8) 1.2 (7.0) 。 。
小IIILa (イト) M-041 8.8 1.5 7.4 。
小1II1a (イト) M-014 9.0 1.1 7.0 。 。
小1II1a (イト) M-020 (9.0) 1.5 (6.2) 。 。
小JIl1a (イト) M-021 (9.0) 1.4 (7.0) 。 。
小lIILa (イト) M-035 (9.0) 1.3 (7.0) 。 。
小皿a(イト) M-023 (9.2) 1.4 (7.8) 。 。
小皿a(イト) M-030 (9.2) 1.2 (9.0) 。 × 

小皿a (イト) M-044 (9.2) 1.1 (7.4) 。 × 

小皿a (イト) M-024 (9.4) 1.2 (7.0) 。 。
小皿a(イト) M-033 (9.4) 1.3 (7.0) 。 。
器種

杯a(イト)

杯a(イト)

小皿a(イト)

小皿a(イト)

僻
一
向

煤付着
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種別

土師器

S -14 時以色 1:

種別

土師僻

S -15 出版色十

種別

土師時

小皿a(イト)

小皿a(イト)

小皿a(イト)

小皿a(イト)

器種

杯a(イト)

杯a(イト)

郎a(イト)

t不a(イト)

杯a(イト)

杯a(イト)

体a(イト)

杯a(イト)

杯a(イト)

郎a(イト)

均~a (イト)

郎a(イト)

判~a (イト)

川~a (イト)

川~a (イト)

材~a (イト)

小lIILa (イト)

小lIILa (イト)

小lIILa (イト)

小lIILa (イト)

/J汁IILa (イト)

小IIILa (イト)

小JIILa (イト)

小JJ1La (イト)

時租

t不a(イト)

小nna (イト)
小JJ1La (イト)

小1111a (イト)

小lIILa (イト)

小JJ1La (イト)

小IIILa (イト)

小IIILa (イト)

協柿

郎a(ヘラ)

均~a (ヘラ)

均~a (ヘラ)

川~a (ヘラ)

杯a(ヘラ)

丸底杯a(ヘラ)

丸底杯a(ヘラ)

丸底杯a(へフ)

椀c

椀c

大宰府条坊跡第225次調査土師器計測表(4 ) 

遺物番号 口径 器商 底径 A B 側考

R-005 (11.0) 2.6 7.0 。 。
R-014 (11.5) 2.4 (7.7) 。 × 

R-008 11.8 2.5 8.5 。 。
R-004 12.0 2.8 8.7 。 。
R-OlO (12.0) 2.5 8.7 。 。
R -012 (12.0) 2.3 (7.7) 。 。
R-∞9 12.2 2.3 8.5 。 。 煤付着

R -013 (12.3) 2.5 (8.5) 。
R -016 (12.3) 2.25 (9.0) 。 × 

R-007 12.4 2.5 8.4 。 。 煤付滑

R-006 12.5 2.4 8.7 。 。
R-015 12.6 2.4 9.0 。 。
R-017 (12.6) 2.3 (9.2) 。
R-Oll (13.4) 2.5 (9.8) 。 。 煤付着

R-002 (15.7) 3.2 11.0 く〉 。
R-001 (16.0) 3.15 11.5 。 × I~ … OO:l と掛合

R-0l8 7.6 1.2 5.9 。 。
R-023 (7.6) 1.3 (6.2) 。 × 

R-021 (7.8) 1.1 5.7 。 } 

R-025 (7.8) 1.:3 (5.O) 。 一
R-019 8.0 1.1 6.3 。 o 
R-020 (8.2) 1.2 (6.3) 。 × 

R-022 (8.4) 0.9 (6.8) く) o 
R -024 (9.0) 1.45 (7.2) 。 o 
;遺物骨サ 11何 締高 成何 A B 備考

R-∞l (12.5) 2.4 9.6 。 一
R -(削 7.8 1.2 5.3 。 。
H-ω5 (8.2) 1.1 5.4 。 。
H-∞8 8.2 1.5 6.0 。 。 煤付着

R-ω2 (8.'1) 1.1 6.6 。 。
R -()()7 8.'1 1.25 6.2 。 。
R-∞3 (8.6) 1.2 (5.8) 。 。
R-αM (9.3) 1.1 (8.9) 。 。
遺物番号 口径 器高 底径 A B 制11考

R-004 (12.2) 3.2+α (8.3) 。
R-003 (12.8) 3.2 (8.3) 。
R-001 13.2 3.0 8.0 。 。
R-002 (13.3) 2.8 (9.8) 。
R-005 (14.5) 3.2+α (9.8) 。
R-006 12.6 2.9 。 。
R-008 (14.2) 4.1+ a 一 。
R-007 (16.6) 4.6+ a 一 。
R-009 14.2 5.4 6.4 。
R-010 (14.4) 5.5 8.0 。 煤付着
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大宰府条坊跡第225次鯛査土師器計測表(5 ) 

A:内底ナデ B:板状圧痕

小JII1a (ヘラ) R -012 10.0 1.5 6.4 。 。
小JlI1a (ヘラ) R -013 10.0 1.0 7.2 。 。
小1111a (ヘラ) R -014 (10.4) 1.2 (6.9) 。
小J111a (ヘラ) R -015 (10.6) 1.4 (8.6) 。
小1111a (ヘラ) R -016 (10.6) 1.1 (8.3) 。 。
小1111a (ヘラ) R -011 11.0 2.1 7.7 。 。
小1111a 2 (ヘラ) R-017 10.2 1.1 6.4 。 。
小1111a 2 (ヘラ) R-018 (10.6) 1.2+α (6.5) 。
小IIILa 2 (ヘラ) R-019 (10.6) 1.0+α (6.7) 。 。
畑
一
恥
一
恥

側#-

S -16 黒色土

種別 器種 遺物番号 口径 器局 底径 A B 備J5・

土師器 杯a(イト) R-004 (12.0) 2.9 7.7 。 。
杯a(イト) R-∞l 12.1 2.6 8.0 。 。
ii~ a (イト) R -()()2 12.2 2.5 8.5 。 。
何~a (イト) R -()()3 12.2 3.0 7.3 。 。
材~a (イト) R-ω5 (12.8) 3.0 (8.6) 。 。
ムドa(イト) R -006 (12.8) 2.8 (8.2) 。
小1111a (イト) R -009 7.6 1.4 5.9 。
小Ill1a(イト) R -007 7.8 1.4 5.8 。 。 煤付着

小IIILa (イト) R昨 4∞8 8.1 1.4 6.2 。 。
小IIILa (イト) R -010 (8.6) 1.4 (6.2) 。 。
小IIILb R -011 6.7 1.7 4.8 。 。
小川Lb l~ ー 012 7.0 4.5 。 。

sザ 17 附Jパ色 1:
個別 部楓 j監物借り・ 11何 器高 底径 A B 側~・

J'.slli栂 均~a (イト) M-002 (12.'1) 2.4 9.0 。 。
郎a(イト) R -001 (12.6) 2.4 (9.0) 。 × 

郎a(イト) M-001 (13.0) 2.4 9.5 。 。
杯a(イト) M-005 (13.0) 2.5 (9.4) C 。
杯a(イト) M-om (13.2) 2.7 (9.2) 。 。
杯a(イト) M-004 (13.6) 2.6 (9.0) 。 一
小皿a(イト) R-003 7.6 1.6 5.8 。 。
小皿a(イト) M-Oll (8.0) 1.1 6.8 。 。
小JII1a (イト) M-012 8.0 1.2 6.5 。 × 

小J111a (イト) M-014 (8.0) 1.0 7.0 。 × 

小J111a (イト) M-015 (8.0) 1.3 (7.0) 。 。
小1IUa (イト) M-016 (8.0) 1.1 (6.6) 。 × 

小JIl1a (イト) R-002 (8.2) 1.1 (6.6) 。 。
小皿a(イト) M-OI0 (8.2) 1.1 6.5 。 × 

小皿a(イト) M-009 8.4 1.3 7.5 。
小皿a(イト) M-∞7 8.5 1.4 6.8 。 。
小皿a(イト) M-∞8 8.6 1.2 6.7 。 。
小皿a(イト) M-013 (8.6) 1.3 (6.0) 。 。
小皿a(イト) M-017 (8.6) 1.5 (7.0) 。 × 

小皿a(イト) M-006 8.8 1.6 6.0 。 。
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S -20 灰色土

器種

杯a(イト)

小皿a(イト)

小皿a(イト)

小皿a(イト)

器種

小皿a(イト)

小皿a(イト)

小皿a(イト)

器種

郎a (イト)

小JIILa (イト)

小皿La (イト)

小IDLa (イト)

大宰府条坊跡第225次調査土師器計測表(6 ) 

痕一庄一hx-
d
a
q
-

官
民
-

」
n
q
-
・・同B
一考

デ
一
備

ナ一底一内一--
-
A
F
 

備考

備考

震lザ:合平f

種別 2品種 遺物番号 口径 器高 成傑 A B 伽牢

土師時 川~a (イト) R-001 11.8 3.1 7.2 。 。
向~a (イト) R-002 11.8 2.7 6.8 。 。
郎a(イト) R-004 11.8 2.8 6.7 。 。
杯a(イト) R-005 12.0 2.7 6.7 。 。
材~a (イト) R-007 (12.0) 2.2 7.3 。
均~a (イト) R-003 12.1 3.0 6.8 。 。
郎eI (イト) R-006 13.4 2.9 7.7 。 。
小lIILa (イト) R-008 (7.2) 0.9 (5.8) 。 。
イ汁IILb R-009 7.4 1.6 (5.8) 。 。

S -22 

時極

小皿a

小皿a

備考

備Jt

備考

細別 器種 遺物番号 口径 器高 底径 A B 備考

土川i僻 杯a(イト) R-001 (16.5) 3.8 10.4 。 。
小皿a(イト) M-006 (8.0) 1.3 (6.5) 。 。
小皿a(イト) M-001 (8.1) 1.2 5.9 。 。
小皿a(イト) M-002 (8.1) 1.2 (6.3) 。
小皿a(イト) M-003 (8.2) 0.9 (6.3) 。 。
小皿a(イト) M-004 (8.2) 1.4 (6.4) 。 。
小皿a(イト) M-005 (8.4) 1.4 (6.3) 。 。
器種

杯a(イト)
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備考



器租

小皿a(イト)

小皿a(イト)

器種

小皿c

大宰府条坊跡第225次調査土師器計測表(7 ) 

痕
「王一
1
・

4
人
-

・
叫

4"・
園

町
民
-
AA--

••• 
R
u
-
-
5
 
;
 

・
1i
 

デ
一
A
V

ナ一底一内一
-
-
-
A
F
 

側場

種別 器種 遺物番号 口径 器高 底径 A B 側与・

土師器 杯a (ヘラ) R-002 (11.0) 2.3 (8.2) 。 。
杯a (ヘラ) R-001 11.3 2.45 7.3 。
杯a R-005 12.0 4.1 7.4 搬入品

椀c R-006 12.2 4.2 7.2 

椀c R-007 (13.4) 4.:i 7.4 

椀c R -010 2.8+α (7.2) 

小s1Lc R -012 (11.4 ) 2.2 (7.2) 

時相

li~ il (ヘヲ)

刈~a (ヘヲ?) 

椀C

4汁IILa (ヘラ)
S -<H 

側J5・

個別 時倒 i世物禍;サ 11傑 器高 底径 A B 側~

I:OtU僻 郎a (ヘラ) R _.∞5 (10.2) 2.1 7.3 

郎a (ヘラ) R -006 (10.2) 2.0 (6.8) 。 煤付着

郎a (ヘラ) R-α)8 (10.2) (2.1) (7.4) 

郎a (ヘラ) r~ -007 (10.6) 2.0 (7.6) 

杯a (ヘラ) I~ -ω3 (11.3) 2.4 8.0 ヘラ出日-

杯a (ヘラ) R --004 (11.7) 2.1 7.8 。 。
勾~a (ヘラ) l~ -002 (11.9) 2.3 7.2 。 。 煤付着

杯a (ヘラ) R -()()l 12.4 2.3 7.1 。 ~1L 

小lIILa 2 (ヘラ) I~ ー()()~) 15.0 2.6 9.3 。
小IIILc R -011 (12.0) 1.8 7.7 。
小IIILc R -010 12.9 2.1 9.6 。
倒c R -012 (15.2) 5.6 9.3 。
椀c R -013 3.0+α 7.5 。
椀c R-014 2.9十α 8.3 

椀c R-015 3.2+α (8.0) 。
椀c R-016 2.3+α (7.2) 。
椀c R-017 3.2+α (7.2) 。
椀c R-018 (14.0) (5.0) (7.4) 。
器種

椀c

S -32 黒色土

側!考

種別 器種 遺物番号 口径 器高 底径 A B 備考

土師器 杯a (イト) M-OOl 11.2 2.7 7.7 。 。
杯a (イト) R-002 (12.2) 2.5 7.2 。 。
杯a (イト) R-001 12.4 2.9 7.5 。 。
杯a (イト) R-003 (12.4) 2.4 (8.6) 。 。
小皿a (イト) R-004 (8.6) 1.4 7.0 。 。
小皿a (イト) R-005 (8.7) 1.1 6.2 。
小皿a (イト) R-006 (8.8) 1.2 6.8 。 。
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大宰府条坊跡第225次調査 土師器計測表(8 ) 

A:内底ナデ B:板状庄痕

備考

雲母含有

5-34 暗褐色土

種別 器種 遺物番号 口径 器高 底径 A B 備考

土師器 杯a(ヘラ) R-002 12.2 3.5 7.5 。 。
;杯a(ヘラ) R-003 (12.2) 3.2 (6.4) 。
ナ不a(ヘラ) R-004 (13.0) 4.0 6.7 。 。
郎a(ヘラ) R-005 2.1 +α 7.0 

倒c R-006 14.1 4.4-4.9 7.7 

椀c R-007 3.6 9.0 煤付着

椀c R-008 2.2 9.8 

小IIILa (ヘラ) R -011 (12.0) 1.4 9.0 

小IIILa (ヘラ) R-Olu 12.5 1.9 8.4 

一
小IIILa (ヘラ) R-009 (12.8) 2.6 8.0 

日持柿 遺物番号 口径 器高 底径 A B 備考

郎a(ヘラ) R-001 (12.0) 3.5 7.1 。 。
出机 {拘~

郎a(ヘラ)

時柿

椀c

腕c

5-36 褐色 1・

租別 日品概 遺物番号 l将棋 制高 成1者 八 B 側1考
町咽咽 ・ ・田 ・・

土fli1i時 川~a R-001 一 :u 
一一一

郎a(ヘラ) R-∞2 一 l.!H崎町 (8.0) 
一一一一一一

I1~ a (ヘラ) R-003 ..- 1.4 ..卜町 7.1 o 
一一l…』山山崎岨吋叩一一一一一---

椀c R -005 日. 2.2+ (1 (7.0) 
一， 帽e'.，..

腕c R -006 一 2.6+α (6.8) 

5 -36 11削ポ色 I~ 

相[別 日品楠 j世物帯サ 11何 時高 1民梓. 八 B 側|考

土OiIi R~ 4~a H -()()l :i.6 一
一

J~; a (ヘラ) I~ … 002 O:i.2) 3.3 (8.0) 

J~; a (ヘラ) R…<X):! ー・i・ 2.2+α (7.6) 

椀c R -'(X>4 2.9+ a 7.6 
嗣

椀c R イ)()5 一 3.0+α 7.8 
一

一
椀c R "()()6 一 2.9+α 8.0 。
時撤 | 遺物帯サ | 口径 器高 底径 A B 側考

郎a(ヘラ)

腕c

倒c

保稲 遺物番号 口径 器尚 底筏 八 日 備考

杯a(ヘラ)

椀c

器種 遺物番号 口径 器高 Ji~{主 A B 備考

小皿a
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2品蝿 遺物帯号 口径 器高 底径 A B 側年

倒c

拙楓 遺物禍:，~. 口径 器高 底径 A B 側47
tィ~a X JIIL a 

椀c

腕c

椀c

器種 i世物帯サ ，-，傑 器高 底径 A B 側考・

杯a

椀c

器種 遺物骨'~}・ !こl筏 器高 底径 A B 備考

小皿a2 R-OOl 0.7+α 

器種 遺物番号 口径 器高 底径 A B 側!考

椀c R-OOl 1.6+α 

掛種 遺物番号 口径 器高 底径 A B 備考

杯a R-∞l (13.0) 2.8 8.6 穿孔

棚
一
恥

器種

坪a

器租

坪a (ヘラ)

杯a(ヘラ?) 

郎a(ヘラ?) 

腕c

大宰府条坊跡第225次調査土師器計測表(9 ) 

痕
『
庄一
品
入
-

J
吋
A
可
園

町

山

内

田

4
A
q，
聞

••• 
B
一考:i 

一
樹
附

デ一ナ一底一内一---
A
F
 

備考

側考

側事・

側~.
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大宰府条坊跡第225次調査 出土遺物一覧表(1 ) 
S-l 暗褐色土 S-2 黒褐色粘土

須恵器 蓋3、高杯×器台、強×壷 土師器 |杯a

土師器 杯×皿a(イト)、椀c、高杯×器台 龍泉窯系青磁他器種|杯m-3b(1) 

黒色土器A 椀c 瓦 類 |平瓦(凹面に同心円叩)、平瓦

龍泉窯系青磁 椀 1 (1) S-2 暗灰色砂

他務種 杯m(1) 土師様 |杯a(イト)、小皿a、煮炊具

白 磁 盛他 破片(1) 黒色土梼B I破片
土製品 焼土塊 白磁 椀|破片(1)

S-2 1附灰色土 S-3 時灰色土

須 J.t(縦 強3、杯c、高杯、査、婆 叙窓際 郎c、策3x高郎、 溜、 自信

土附縦 杯a(イト)、椀c、小皿a(イト)、鉢、妻、把手

黒色:J~.総A 椀c、破片
士山1; 総 重丸量(成椀3部、、小郎穿干lamυa、(ヘ丸(ライ成、ト郎イ)、、 ト鉢大)向、、;郎健c、aa倒(灯c1、Yl倒)、c郎2a、×小小倒lHlc a 、

黒色土?品B 綿c2 ~J.\色ニ七~M 椀c

越州熊系背徽 椀 1 (5) !以色土線B 椀c

IIIl 1 X皿 (2) 瓦 器 椀c

f官1強tx水注(1 ) 越州黛系青磁 椀 1 (4)、1-2 aウ(1)、 1-2ア (1)、 11(4) 

龍泉線系背織 椀 I(l()4、)、日-I-bl(3()l、)、皿 I(-l)2(l)、日 (2)、 s-a 杯 1 -3 (2) 

同安熱系育機 制i 1 (1)、破片 (2) 
~ 11 (1)、備×水1，1:(顕郎知孔3ヵ所)(l) 

IIIL 1 (3) 随泉窯系背磁 倒 I(1()l、)鍬、!I1・-(4l)(l)、11-b (1)、 111-2 c (綱1I1r)

瓦 知i 平li(格子叩)、破片(純目叩) 他縦横 J::{;III-:3 b (3)、111(1) 

布製品 滑イゴ製石鍋、滑石製紡錘Il1.7 岡安線系背磁 倒 11 (1) 

~mM.質 1'.紛 鉢 ou捕系) IIIL 1 (2) 

鰍 ~Ih I淘R>> 破片(京都)(1)、破片(阪地不IVJ)(1) lL 矧 、II.JC(倫子"11)，)LJ{. (綿子"11)、俄什(側111111)

版物hll'tI R>> 倒 (2) 布製品 滑イi製イi鍋

|盃Ilt(lI拘総 ~(常滑) 郷恕質，I'，O>> 鉢(縦割同7)、鉢(刺冊糸)

白 継 椀 11 (2)、lV(1)、V'_4 x湘… l・:i(1)、彼片 (7) 瓦質 J:僻 鉢、火jlpx鰍

IIIL 日(一1)、l咽a×(lm)、(VlE)-、2Wb((ll)、)、VllX-(l3)(、l破)、片VI(×l)VE 線物hI制側 制llul(l員?長池(J4k4m191))((ll))、、 倒機 ((京斜都地)44(19l1))、(tlHl)、(il繊tt1J11・~ ~ ~ 、

f椛f也 嫌×水it(1)、介(，身 (1) 国産附僻 灘(常滑)

背 1'1 鍛 小様×合(-(2) 自 磁 倒 日 (1)、lV(:J)、 VXVl (1)、IX(2)、倣1¥'(6) 

中国IfAtJ総 司監 11'様 (1)、嫌×水il:(2)、機×漫 (3)、破片 (2) I llll VJ -1 (1)、政一 I(2)、収 2 (1) 

鉢 11 (1) 盤他 合子身 (1)、鉢 (1)、 ffltx水11:(1) 

他綿織 鰍11(1)、鰍(1) 中国陶器 盛 破片付)

怨1恵質(餓人) 制抱yt系無病h陶 R~1椛 (2 ) 鉢 破片 (2) 

金属製 MI JIl~不 IYJ鉄製品 聾 破片付)

S -2 11時以色料i1'， 他縦稲 熊iltI(l()3)、鰍 1，_ b (1)、総n(3)、盤皿 (1)、水

なi 忠 R~ {jtlmJ;t，、蝉
鍛 貨 元利ji曲演(後世町.~tI統)

1'. srli 総 t不a(ヘラ、イト)、小皿a(イト)、小皿c
金属製品 銅製品(鮫具7)

/，l;¥{!.d:総n 倒
1: 製品 娩，1:減

》じ 骨骨 彼j十
S-3 情lポ色柄1iJ:.

飽必L持続糸宵・繊 綿 1-2 (1) 

岡安織1(~背倣 4地 破片(1)
:1'. 自ili 総 |杯a(イト)、椀c、杯aX小lllLa

瓦 類 !平瓦(格子叩)
J.i 世tl 丸瓦(格子叩一角閃石含有)

m忠質 1:総 鉢

鰍利l附!僻 破片(産地不明)(1) 

白 l滋 椀 破片(1 ) 

皿 四一b(1) 

中国|淘僻 {也骨品種 盤(1)
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S-4 暗灰色土

須恵務

土師探

製塩土器

黒色土総A

越州黛系背磁 川J

鉢他

龍泉線系背{~ì 椀

同安線系背磁 椀

瓦 類

線利l陶器

中間l淘線 宜世E 

土製品

S-5 黒褐色土

須恵器

土師器

製場開1:総

n¥色 1:側八
胤色 1:側B

~州自慢糸青餓 倒

|自l安男総糸背餓 倒

J{. rt 

イi製品

~!~忠'UJ. I: r.~ 

総病h1刷協

版物h1刷側

"'1 ~II~ r.~ 常t

鉢

効i'I'.1: r.品

金属製品

S'-5 則働色料il:

~r( 忠総

1: 印Ii 総

/，1.\色 I:~>>^

/}，¥色:U>>B

勉州鱒系背磁 椀

1[， 1!it1 

線利11均株

}点取h1拘総

自 {滋 盛他

須恵質(輸入)

S-6 附灰色土

須恵梼

土師器

黒色土器A

黒色土器B

大宰府条坊跡第225次嗣査 出土遺物一覧表(2 ) 

着任3、均;c、自態

お1也、小lIIla (イト)、椀c、杯cX桃c、灘

煎然:1:総

彼)'1'

1 (1) 

水1:1:(1) 

1 -2 (1)、1-~ (1) 

1 (1)、I-lb (1) 、 I~ !'í岨 (1)

平瓦(格子叩、純目叩)、文学瓦(I-2) 

椀(防長)(1) 

破片(1 ) 

焼土塊

査蓋蓋3、×蓋皿4、蓋c、杯c、杯身×杯蓋、大費a、費、章、

杯aa(ヘ×小ラ皿)、a小、皿丸a底2杯、a郵、b椀、c甑、?丸底椀a、皿a、小皿

?餓)¥.

倒c、鉢

倒c、倒c2、倒(鰍人M，?)、IIIla 

1 (9)、1，~. 2γ(1 )、 1_. 2ウ(1)、11(4) 

I~)\' (1) 

、II.J{.(怖['1111、制111111)、)U{.( :放物{.1I 11、制 I~I 叩)

lilJi)'，' 

鉢'? (1.:鰍、焼成11・い)

tHHl(ll 2((1)以1白、地自似11不)jr明(3()東)(、海l仰))(×lll)ll 、』椀JIM(HllZ)IM( ×2 近)、付似;)j(j-3J) i、f例都)× 

倒 (3)、破片 (1)

似J'.・ (2) 

俄)'，・(1)

俄)'，・

鉄車J、鉄鉱×万子

掛:3、盛b?、杯c、聖誕

続b3?、杯a、丸底杯a、椀c、小IIIla、JIIlc 、犠a、雪姫

倒c

倒c

1 (4) 

俄)".'(裕子"IJ、側目I1n)

椀(近江)(1)、破片(京都×防長)(1) 

椀(1)

鉢m (1) 

朝鮮系無~Ih陶器盛( 1 ) 

叢、杯c、費、費×壷

杯a(イト)、椀c、小皿a(イト)、高杯、費a、煮炊
具(角閃石含有)

椀c

椀(搬入品)、供膳具

瓦 器

越州熊系背般 椀

盗

総決然系背{滋 椀

lIIl 

他1114符{

liiJ安自慢系宵・磁 椀

JIIl 

青磁(未分類)

瓦 類

木製品

須恵質土器

瓦質土器

緑粕陶器

灰粕陶器

国産陶器

白 磁 椀

皿

壷f也

青白磁

中国陶器 宜世E 

鉢

斐

他器穣

須恵質(輸入)

銭 貨

弥生土器

土製品

S-6 暗褐色土

須恵器

土師器

黒色土器B

瓦 器

越州窯系青磁 椀

鉢他

龍泉窯系青磁 椀

皿

同安窯系青磁 椀

皿

瓦 類

石製品

瓦質土器
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椀c、小皿c

I(3() 7)、I一2ア(1 )、 1-2 (1)、11(9)、破片

日系破片(1)

II-(44)、(4I)、-2日a(3()l、)、E-I-b2(5()7、){、波JIT-(43)(l)、

破片(1)

何;m-1 a (1)、勾;m-~ (2)、均;m-5 eI (1) 

破I片(-3()3、)I-l(l)、1-1 b (11)、1-1 c (4)、

1 (5)、{波)t(1) 

純(1)

丸叩瓦)(格子叩)、文学瓦 (1-2)、破片・(絡f'''1I、純目

櫛、ヘラ状製品、箸

鉢(東播系)

火舎×盤

破(片l)(長門)(1)、破片(京都)(2)、俄)¥.(Tn訓h不明)

破片(1 ) 

委(常滑)

破E11片×3V1E(1(3(2)2lL)、(Y1E町)，、(lV6X)、42W×(l咽Li aE4K(((l2i))h、、VVu(-i4l)、×{四V 1)、

区E-(2l)a、×破皿片((l2)、)W (2)、四 (1 )、 VJ['-lb (1)、

瓶(1 )、賓(1 )、水注? (1)、合['(1)、似片 (2) 

梅瓶(1 ) 

耳壷I1I-1 (1)、耳讃VI(1)、俄)'..(5) 

I-2b (1)、破片 (6) 

破片 (6) 

盤1(1)、盤11 (4) 、破片・(~ ) 

朝鮮系無税陶器(1)

皇宋通賓(室長書・対読)

婆×査

焼土塊

蓋4、両杯、査、護

均鍋二a(イト)、椀×鉢、小JIIla (イト)、小llIlc 、高杯、

椀c

破片

1 (4)、I-la (1) 

合子身I系(1)

破I片(4()1、)I-4(l)、I-2X4(1)、 11-b (2)、

1 (1)、破片(1)

I(-6) l b(l)、I-lc (1)、 m-la (1)、破片

1 (3) 

平瓦(格子叩)、破片

砥石、滑石破片

鉢?



大宰府条坊跡第225次調査 出土遺物一覧表(3 ) 

緑粕陶器 破片(京都)(1) 壷他 壷m(1) 

灰紬陶器 瓶(1 ) 青白磁 梅瓶 (3) 

白 磁 椀 N-1 (1破) V(-) l×四一2(1)、V-4X四一 1・3 (1)、片 5
中国陶器 費 N (2) 

青白磁 椀(1 )、合子(1 ) 
他器種 盤11-1a (1)、破片 (2) 

中国陶器 資 耳盛田(1 )、破片 (B類) (1)、破片 (4) 
金属製品 鉱i事(椀形浮)

鉢他 鉢×水注 (B類)(4) 
S-8 暗灰色土

他協符[ 撤 1(1)、桃11(4)、破片(1 ) 
須恵器 杯c、蓋×皿、査、賓

S-6 背灰色粘土
土師器 杯a(イト)、椀c、小皿a(イト)、鍋

須目立探 自催、破片
黒色土器A 破片

土 O~Î 総 椀c、小川1a (イト)、灘a、鍋?
越州窯系青磁 椀 11 (1) 

熱色町t:総B 械c
龍泉窯系青磁 椀 1-1 (1)、 11-b (5)、皿(1)

龍泉自慢系宵・{滋 椀 1 (1)、 11-b (1) 
同安窯系青磁 椀 1-1b (2) 

石製品 滑行{波J-¥・
瓦 類 S1l]:じ(純ト11111)

S -7 11枠制色 1:
石製品 滑:(I製石鍋八R下、 ss下

5兵忠 H品 1m腕H-、き絶
須j!~質オ~1m 鉢 CJ!i抗告糸)

土0I1i総 川~a 、灘
瓦質 :1:?，品 鉢、摘鉢

越州烈糸背倣 倒 1 (1) 
I'~I Tr. II6!l総 灘(常滑)

龍泉官製系背似i 1111 1 (:n 1=1 磁 倒 V (1) 

瓦 1St 、n-t:(、Il.filllJ) 1111 IX (1) 

S -8 11持制色 1--
背 1'1 倣 1111 (11禿げ)(1) 

釘{忠~~ 普E
qq~1陶総 制 鰍×鉢(級相11)(2) 

土 OIII 総 郎a(イト)、椀c、小皿a(イト)、強a
S-8 M¥t.t6色 1:

龍泉熊糸背鍬 制l 1 -2 (4) 
~!(忠日持 報:J、郎×様、利郎、鎌

他~~t虫 鰍lU(1)、盤m'(1) 1-_ Ollj 総 t煮{;炊a具(イト)、小1111a (イト)、倒c，J;f; c X械lc、両陣、

同安熊系背I~l {拘 1 -1 b (1) 朗色 1--総八 似J'(

瓦 1St ボ文:』)じ(倫子np、純白叩)、丸瓦(細目nfJ)、制:メL瓦当(巴 }じ 日品 倒c

こI-_Olli質1--協 {前鉢
総州自慢糸背鍬 {拘 1 (1) 

釘'{)官、質 I-_~~ 鉢 OfH的糸)
飽泉織糸背鍬 4拘 11 (1) 

瓦-j質 1:~~ 捕鉢、鍋×鉢
1111 I 山由 1 (1) 

間版陶 v.:~ 鎌(常H't)
IrlJ'~官製糸背倣 椀 1-1 c (1) 

白 倣 1111 俄H-(GWJ以|時)(1) イi製品 '11. :I~: 正{

中国|刷協 5健 11 (1) 
須思質土務 鉢(東婚系)

須忠質(輸入) IWJ鮮系骨l州11陶?，~~ (1) 
白 磁 椀 N (1) 

'!i: 耐 椀(鉄総)(1) 
中国陶器 鉢他 鉢×水注(1 )、鉢×盤(緑紬)(1) 

金属製品 ~;i市
銭 貨 破片(銭名不詳)

ニlニ製品 体状製品
S-9 明灰色土

S-8 1I1H~色粘 1--
須恵器 査、妻

ゐ1忠 2日 強×壷
土師器 杯a(イト)、小皿a(イト)、小1111b 、煮炊共

:t_ Olli 総 杯a (イト)、椀c
黒色土器B 鉢×磁?、?破片

越州~系背磁 機 11 (1) 
越ナトl窯系青磁 椀 11 -2 (1) 

龍泉員総11¥背{滋 椀 皿(1)、 N (1) 
瓦 類 九nじ(純|ニ11111 、 111~丈)

同安線系背鰍 椀 1 (1) 
須郡質こ1:締 鉢 OfHl冊系)

瓦 結i 平瓦(格子叩)
11:1隠11糊昔話 型EIV (1) 

須!M，質 1--協 杯a (イト?) 

図版ド句協 務(常滑)

S-9 1x¥補色粘土

土自ili 総 |杯、小1111a (イト)

白 磁 椀 N (1)、V-IX四一 2(1)、四(1)

Js1 区(1)、政一 1(1) 

S-9 灰色砂

| 郷忠総 |獄
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大宰府条坊跡第225次開査 出土遺物一覧表(4 ) 

川
内
一
一
共
一

帰
一
燐
一
:
 :
 
:
 

，
4Zι

圃

，

凋
ι

a

E

a

h
噛
J

圃

此
一
線
一

A

一
器
一
は

倒
一
市
一
時
一
土
一
概

灰
一
日
一
位
一
質
一
黒

?
一
土
一
黒
一
瓦
一

o

，

且

‘

圃

噌

E
ム

Q
U
E

門

b

須恵器 葦l、蓋3、杯a、査、 喜重

土師器 椀杯ca、(ヘ煮炊ラ、具ヘ、ラ貯×蔵イ具ト?)、小皿a(イト?)、小皿c?、

黒色土器A 椀c

黒色土器B 椀c

越州黛系青磁 杯 I (1) 

瓦 類 平瓦(格子IIIJ)

須恵質土器 破片(東柵糸か?) 

S -10 黒褐色粘土

須恵器 B趣

土師器 ;Jti4l;. 、倒×九11'1:4:、小IIJIa (ヘラ×イト)、小1IJ1112、煮炊

黒色土器A 倒c

龍泉窯系青磁 biI 1 (1) 

同安窯系背磁 倒 I川 1a(1) 

瓦 野i 、1")，じ(怖{-1I1l、制11(111)

白 磁 4拘 11 --1 (1) 

効;/1:，1:縦 集 (~&H・ I 式)

S -10 ，.米包 1'，

必i窓側 古車 3 、議む、 iJ~腕具、高4;x瓶 b 、鉢 x 1i'!! a 様、 g魅

1: Rtli 総 倒M;ac、(ヘ鉢ヲ×)様、、郎鍋副、(i自i信11側b)、、煮何炊:c具、小(flqili閃aイ(iへ合宿つ)くイト)、

製自祖 1:~品 約熱 1'，総

は1色 1'，総八 供!鵬J't，

胤色 1'，僻日 iJtlM jt， 

J{. v.品 倒

A!&州層調糸背徽 椀 1 (1)、1-2ウ (1)、日 (1) 

飽*自慢系背磁 椀 I (1) 

1"J女詩情系背磁 皿 I (1) 

J[. 煩 丸瓦(格子叩、縄目nll)

鰍物h険!総 椀(防長)(1)、破片(近江)(1) 

版物hI陶協 盤(1)

(， 磁 機 湖一 1b (1)、破片(1 ) 

強f他 E系破片(1)

中l潤陶器 他機種 破片 (1)

S -11 U荷補色ニlニ

須恵総 議3、自転c、郎c、'宜b、登e、建

土師器 杯灘aa、(ヘ艶ラb>、把イ手ト)、杯c、椀c、小皿a(イト)、高杯、

黒色土器A 椀c

黒色土器B 供!路具、 雪組

瓦 器 椀c

越外i窯系青磁 椀 HI-(42)、(2I)-、2皿ー(1l)b、I(2-)2bウ(1 )、 I-5(1)、 I

皿 I (1)、?II (1) 

同安窯系青磁 椀 I-lb (1)、IIXIII (1) 

瓦 類 平瓦(縄目叩)

緑紬陶器 破?片2l))、(防破長片)((京1都)、×破長片門)(東(1海))、 破(1片)、 (破東片海×(近近江江~ I 

灰紬陶器 壷(1 ) 

白 磁 椀 破E片(1()6、)Vl×四 2(1)， V-2X咽 4(2)、I

皿 破片 (2) 

中国陶器 強 耳慌IIIXN(1) 

S -12 鳳褐色:1"，

怨i忠世話 向:a、勾:c、小瓶、瓶、情f，x自信

J'， Rrli縦 他郎予a (ヘラ?くイト)、小1111a (イト)、小1111a 2、強a、

制Jll1:総 焼Jll様

胤也γ1:総A 供!鵬共

胤色土日品B 繊1¥'

J{. 総 般J¥'

.州熊，y，背磁 4術 1 (1)、日 (4)、 11-1 b (1) 

腿泉鱒1(，背磁 倒 1 (2)、1~ 4 (1)、 n-a (1)、似J¥'(1) 

{出船積 小倒1(1)、郎副 (1)

lilJ資自慢'17¥背餓 4舟 1 -1 b (1) 

1111 1 -1 (1) 

J{. 般 五fI.Jじ(純E11I1J)、破片(怖I引IJ)

イi製品 紙石、;ill. :l~ri

鰍 ~dll御総 倒×体(防長)(1) 

lポ漁b陥l総 iJtl憎具(1)、破片付)

，'， 磁 倒 は (1) 

備{山 獅×水jl:(1)、破J'.・ (2) 

中111陶縦 他社品微 水j:1:II? (1)、破J¥・(2) 

金属製品 111:途不IYJ鉄製品、鉱体

:1: 製品 娩土城(角閃;CH'iji(i)

S -13 11奇術色土

怨{聴器 供脳具、強?、費、 Jßi~サ:似か?

土師器 杯a(イト)、椀c、小皿a(イト)、小1111b、灘b

黒色土器A 椀c

瓦 器 杯aX小皿a、鉢

越州窯系青磁 椀 I (1)、 II(2)、破片(1)

軍ヨー 水注×査(1)

龍泉窯系青磁 椀 I (4)、I-2 (1)、II(1)、II-b (5) 

同安窯系青磁 椀 I-lb (1)、破片(1 ) 

皿 I-l (1)、 I-2b(1) 

瓦 類 平瓦

石製品 滑石製石鍋C群

須恵質土器 鉢(東播系)

瓦質土器 鉢

国産陶器 蜜×蜜(常滑)

白 磁 皿 IX (3)、破片(1 ) 

壷他 水注(1 )、壷(1 )、破片 (2) 

中国陶器 鉢 鉢(1 )、鉢×水注 (2) 

き懇 破片 (F類)(1)、破片 (3) 

ハU
1
1ム

1
1ム



大宰府条坊跡第225次調査 出土遺物一覧表(5 ) 

金属製品

屋空土製品

S -14 茶色土

須恵器 高杯×壷b、聾

土師器 杯a (イト)、小皿a (イト)、貯蔵具

黒色土器B 破片

瓦 器 鉢

龍泉窯系背磁 椀 I (2)、II-b (6)、ill(1)、ill-2 c (細弁)(1) 

イ出器秘 杯皿(1)

同安窯系背磁 椀 I-1b (1) 

瓦 類 平瓦(格子叩)、文字瓦(I-2) 

土師質:1:.絡 脚

須R宮、質:t~品 鉢 Ol!播系)

瓦質こI'.~ 鉢

白 磁 桃 V-2X四一 4 (1)、破片(1 ) 

IIIL ~ g~、区一 1 (1)、区一 2 (1)、皿×壷(1 )、破

中国陶協 強1 強~X水注 (B 類) (3) 

鉢 破片 (2) 

5陸 破片 (3) 

他昔日微 鰍II (1)、血(1 ) 

:ト.製品 燐土塊

S -14 I民色.:1:

タ{思 H14 強×翌E

:1: Oili 総 判;a、小皿a、煮炊具

龍泉縦糸背{滋 椀 n -b (3)、ill-2 c (外反、細弁)(2) 

:ri製品 t則。i製石鍋C群

木製 M， 1袋州、将板、板材、結桶底板

~ro曹、質 1'.総 鉢

白 m lllL 咽(1)、政一 2 (油煙)(1) 
S -14 附灰色.1.:

ゑ:(忠日品 盤遊、3難、蓋3X高杯、杯c、皿×高杯、壷×高杯、小章、

~. OtIi 僻 杯(角a閃(石イ含ト有)、)椀c、小皿a (イト)、査×費、楚a、斐

IA¥色 1:総A 椀c

j以色白1'.総B 椀c、小皿(畿内系)

』じ 2持 椀

越州織，"{1背磁 椀 I (9)、I-1 (1)、II(2)、II-2 d (1) 

均: I (輪花)(1) 

盛 II (1) 

鉢他 鉢I(1)、I破片(1 ) 

純泉自慢系背徽 椀 I(l(1)0、)、E-Ib-(28)(、2)H、-Ic-(41)(、2E)、-2Ec(2(直)、口E)-(la) 

肌 I (1) 

他保積[ 小杯椀EE(-3)b、破(1片)、(小2椀)E (l)、小椀ill-1Ab (1)、

同安織系背磁 椀 I-1 (1)、 I-1b (2)、破片(1 ) 

lsL I (2)、I-1a (1) 

瓦 矩i 平瓦(格子叩、縄目叩)、丸瓦(格子叩)

石製品 平玉石、滑石破片

須恵質土器 鉢(東播系)、鉢(篠窯)

瓦質土器 鉢、風炉

緑粕陶器 椀(×3皿)、 破(防片長~京(都2)×、防椀長×)皿(2(京)、都破)片(3(産)、地破不片明~長(門~~~

灰粕陶器 椀(1 )、破片(1)

国産陶器 聾×壷(常滑)

白 磁 椀 四I一(4l)、(2IV)、(四2)一、 1V-(24)、×四E系一破1片・3 ((l4))、、破V片-(210×) 

血 Ed-(ll)a、×破E片((1l)、)V×羽 (2)、区一 1(3)、区一 l

査他 合子(1 )、壷 (3)、壷? (1)、破片 (5) 

青白磁 椀 (2) 

中国陶器 宮士E 耳(査10)V(l)、耳盛VIxvn(1)、耳慌 (5)、嫌×水注

鉢他 鉢×壷 (8)、破片(14)

ヨE N (1) 

黒軍由陶僻 破片付)

金属製品 鉄or
土製品 玉、燐:1::塊

その他 測}'..(胤欄石)

S -15 胤jポ色土

m窓際 暗証3、暗証c、向旬、 強

:1:. om g，呼 議HIlctl、(保ヘラa)(、ヘ小ラlH)l、a郎2c、、向九郎1I主、均瓶~e'、l、縄倒tlc、4前1C 2、小

製泡J..僻 破片

I.U色:I:.r.品A 倒c、健

1;¥'色:('，裕B 倒c、JIILa (搬入M，か?)、健

瓦 ?l品 磁1¥・

Il(O(()9l 、)、HI-2aウZ(lH)、I2-l(al×)I-3((lhm n 
越州窯系背磁 例 10)， 11 ，，-2 a (2)、一 b 、111(1)、一

判; 1 (輸花)(1)、I-1XI-2a (1)、

鉢他 f×r水子tIli?(2()l、)、I!大波仰川・ I( l()2、)、11俄大椀片 I( l( 輸)、~~)彼片(l()2、)壷

龍泉窯系青磁 椀 1 (1) (悦人)

瓦 類 平-瓦4、(物溜子)、引|1l4、i純lt|l Hil-一枚巡り)、文学瓦(I-5、W

石製品 滑石製石鍋A群、滑石片、平玉石

緑紬陶器 破i(i片Fj:(藍京i都EJ)ij()E訊5塁)、手晶破喜片)FJi(1長r11門))、年破(翌1片日)、(破東翌片海年j×(l防近lh長江F) ) 

灰稿h陶器 椀xlUL(1)、盛 (3)、破片(1 ) 

白 磁 純 1 (1)、XI-1 (1)、河一 5 (1)、破片(1)

lllL 沼 (1) 

惣{山 破片・ (4) 

金属製品 鉄釘、片l途不IYJ鉄製l111、鉱滞

土製品 焼土塊

その他 剥片(照l職布)

'h'
・

L
V
幽

1

・
シ・
'
F

色
一

z

mm
一
恵

5
・
相
側

唱

E
A
回一-
po-

並c、事Fc、鉢、盤、灘

線
一

A
一
様

師
一
土一色

土
一
照

杯a(ヘラ)、丸底杯a、倒c、鉢、自信a、聾b、費(角
閃石含有)、煮炊具(錫イサ

杯a、椀c、鉢×灘、 自陣

-111-



大宰府条坊跡第225次胴査 出土遺物一覧表(6 ) 

黒色。土総B 椀c、小1IIL(織内系)

総州線系宵・磁 新l 1 (5)、I-5b (1) 

瓦ー 灘i 、8lqL(怖k子itlHt|l、制111111)、丸瓦(格子叩)、文字瓦(1-

石製品 川縦状製品(滑れ)、平玉石

線網Ii附!日持 例×鉢(防(長|防)長)(l()l、)倒、彼(J片;川(i)京都(l))、(4椀)(近江)(3)、盤

灰稿Ii1拘縦 織 (2)、倒XIIIL(1)、H"(1) 

S -15 I~I色刷i:I:

~J!恕総 稽~X 蝉

土師器 均;a (ヘラ)、備し小IIILa (イト)、強b

黒色土器B 椀c

越州買契系背磁 椀 1 -2ウ(1 ) 

瓦 1Iftl 平瓦(格子叩)

u 製品 初t行

鰍fJlil御総 後×介子(東海)(1) 

その他 .f!f('f-(#!i) 

S ，-，16 矧色 1'.

~t( 感~~ 品f;目、 骨量3、鍵

1'，向Ii 掛 郎副(イト)、小1111n (イト)、小皿b、鍋

)(. II'~ 般)'，・

地州綿糸背{滋 倒 1 (1)、n(1)、II_. b (1) 

INI/l託陶総 {波)'((，Iltiit) 

J'J 磁 椀 IX (1)、1伏J'.'(1) 

税他 鉢 (1)、似J'.'(1) 

背 1'1 鍬 締瓶 (1) 

""~II陶椛 鉢 鉢×税 (B矧)(1) 

型車 IV (6) 

他t話相l水il:(s罰則 (1 ) 

黒 ~11i 1湖協 倒 (1) 

金属製品 鉄剣.

S -17 暗灰色土

須恵器 蓋(内c面、擦蓋痕×有高)杯、 杯a、杯c、壷、 査 (肥後)、 妻、 斐

土師器 椀有a)c(イ、杯ト)a、大(ヘ杯ラ×<鉢イ、 器ト)台、、皿婆aa(、ヘ墾ラb?、<薬イ(ト角)、閃小石皿含

黒色土器A 均二a、椀c、妻

黒色土器B 椀c、硯

瓦 器 椀c、皿a

越州;鳴系青磁 椀 1 (14)、1(輪花)(1)、 II (10) 

杯 1 (1) 

宅璽金 II (1)、壷×水注II(1) 

長沙窯系青磁 椀(1)

龍泉窯系青磁 椀
I(l(1L b5()1、(I)1-I2al片2((31))4、、 I-23E((12))3、、 II-42((雲6(丈)3、9I) 
-62、I- ×( (I 2)、 l()、 II-a (3)、
II -b (12)、破 1) 

他器種 蓋III(1)、杯皿一 1(1)、破片(1 ) 

同安窯系青磁 椀 1 (5)、I-lb (3)、III(1) 

皿 1 (4)、1-1 (10)、I-lb(1)、破片 (3) 

瓦 類 縄平瓦目叩(格λ子瓦叩玉、純回目11)、丸瓦(格子叩)、破片・(純子叩、

石製品 権砥石(片岩系、穿孔イi)、楠(滑石製石鍋服用、穿孔布)、

須恵質土器 鉢(東播系)

瓦質土器 鉢

総粕陶器 壷(2(京)、都破)片(l()産、地彼不ji-190(京(都l))(2)、破g.(五(布IIX防長)

灰納陶器 査 (3)、椀X1IIL(1)、倒 (1) 

国産陶器 鉢(常滑)、強×滋(常滑)

I~I 磁 椀 祖I(((111()))22、、、)XV破、V3-F片V2(l((l担×4d)咽L) 、(羽IW4L-(2V21~L a44V{((l1IL L4L XWUWV (3Z1I)、X(3咽l肱L(…lω2 1 v 、

皿 四-E1(ll ()a3、)×四、E一E系(ll破b)片、(VlI()2、()lI、X)彼、(2JV1・)X、(V5IlX)((tll|l)側、)VI(l()l、)、IX 

査他 壷E系(1)、壷皿 (3) 

背白磁 椀(1)、合子蓋(1)、?破片・(1)

"ILsII淘探 宜官E 壷IV(17〔()Bl)類、〕小(査2)、(1鉢)、×耳琵盛(2V1I)、(1情)1、×刈lI.4ftt1t((54))、、 鉢彼片× 

鉢他 W ×水注l((4l))、、破VI片-l(6()l)、鉢×水il:(B矧)(2)、鉢

斐 1 (4)、破片 (3) 

他器種 盤1(2)、盤III(2)、水注IV(5)、水il:V “2(1) 

叙恕質(輸入) 朝鮮系無罪曲陶器 (3) 

縄文土器 深鉢?

金属製品 鉄釘、万子?、用途不明鉄製品、鉱f事

土製品 玉、焼土塊

その他 種子(桃)

S -17 暗灰色粘土

須恵器 蓋×高杯、査、建

土師器 杯a(イト)、小皿a(イト)、側鵬J-(.(ヘラ、イト)

越州窯系青磁 椀 II (2) 

龍泉窯系青磁 椀 破片(1 ) 

須恵、質土器 鉢(東播系?) 

緑紬陶器 皿(近江)(1) 

白 磁 椀 破片(1)

中国陶器 壷 破片 (2) 

S -17 灰色砂

須恕器 f共膳具、強?

土師器 杯a(イト)、椀c、小皿a(イト)

同安~系背磁 椀 1 (1) 

須恕質土器 鉢(東播系)

白 磁 椀 破片(1 ) 

S -18 暗褐色土

須恵器 供膳具、費

土師器 杯具a(角(閃イ石ト含)、有椀)c 、小皿a (ヘラ<イト)、 費a、煮炊

黒色土器B 供膳具

瓦 器 椀c

越州窯系青磁 椀 II (1)、II-b (1) 

つ臼
1
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ー
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大宰府条坊跡第225次調査 出土遺物一覧表(7 ) 

龍泉窯系青磁 椀 初(期1)龍、泉E窯-×b同(安1) 窯系青磁o(1)、1(9)、II-a 瓦 類 平(瓦巴文(格)子叩)、丸瓦(二重格子叩、格子叩)、軒丸瓦当

同安窯系青磁 椀 1 (2)、Iー1b (2)、1-1c (1) 石製品 滑石破片、砥石

皿 1 -1 (2) 土師質土器 鉢

瓦 類 平瓦(絡子叩)、破片(縄目叩) 瓦質土様 鉢

石製品 滑石破片 線稿111淘~ J隙(京都)(1)、肌(京都)(1) 

須車、質:仁111+ 鉢(*掃系?) 骨組 倒IJIIL

緑 *Ih1湖総 椀XJllL(近江)(1) |唱1p({陶総 破片('/lt滑)

白 磁 機 V-4X四一 1・3 (1) 自 磁 腕 H(?l)(、lIX)、(W3-)、l破(片l)(、lV)叫1XVBI-' 2 (1)、V-2

1fR他 俄}十 (2) 
機{自 嫌III(1) 

中国|掬総 慌 VI (l)、彼片 (5) 
中|事llfAtJ総 f官1徹×水t:1:(1) 

~ VI (1) 
鉢 1-2b (1)、水注VX鉢N (1) 

他端符l雄日 (1)、鰍Is (1) 
費 N (1)、破片(1 ) 

純文 ~I~ ~品 i架鉢? 一一
他器種 盤1(1)、盤 1-2 (1)、鰍JI(1) 

S -19 以色 1'，
弥生土器 宝世E 

須応、日時 iKf.:J、向、c、5経
金属製品 鉄釘、鉱i宰

土自ili 総 倒イi)c、11;a (イト)、小JIILa (イト)、煮炊具(角閃石合
その他 刺j十(刷機イi)

黒色:十:?"日A fJtl牌具、煮炊J.t S -20 灰色土

黒色 1'，総B 似l満生l・ 須郡日日 fJtn縄県、'経
一一一

瓦 総 椀c :l: OiU ~:，1 倒l:.1j;II (イト)、郎b、小111111 (イト)、小1111b、鍋

越州窯系背{滋 ぜ買 保 1X水注 1(1) 
円 一一一岡一一冊目l桝咽1・咽・…円相吻._・4・d 一角

以色 1:附八 4殉c
鉢 般J¥'1 (l) ー一一

胤色 1:骨量B .. 
龍泉窯系背{滋 倒 I (1)、1-4 (l)、 II (1)、II-b (3) 一一

Jl. 日出 鉢
他日.~倒 阿川I(1) 

総州自慢糸背餓 4硲 1 (1) 

同安黛系育似i 4内 1，-1 (1) 
……一一--叩剖l叫..，.~ "..，~幽叩抽一岬

飽h't詩情糸背餓 倒 1 (4)‘11 b (!i) 
1111 I -， 2 (1) 一一一一一a刷回以

1111 IV (1) 

石製品 滑イi製イi鍋Bl作 -・ 白山.......--.品目ー--，抽-_._"......_

Ji. 矧 、11.Jt.(怖 (-1111)、)LJi(栴 (-1111)
須忠質 I'，~~ 鉢?

.__..4~由制叫ん叫_.....

ィi製品 (il#， (滑m、似li
線*111IIAIJ ~~ 般J¥"(京都)(1) 一 一

1'，向tI質 1:総 lIt鉢
白 磁 倒 V-4XVBI-1・3 (1)、破片 (3) 直副'.........凶品自唱.-包~..'.・・同，“

須.IM，貿1:側 鉢{東41UU
IIIL IX cn、IX-1 (1) 一一

Jl.:質 1:総 鉢、火1r'!
'布f也 嬬111(1) 

ゐ~.......~"且幽...，......価格匂鳴品凶...刷A咽

捕制 円 腕L
中国陶総 他昔日械 総m'?(1)、破片付) 一 一

111縦陶閥 術鉢(倒的)、税(常滑)
S -20 茶色 1:

1'1 鍬 椀 XI (1)、似J¥'(2) 
須 J也~~ 何旬、 機 一

1111 IX (1)、J3J((1) 
土自ili 総 4地(:、 11;a (イト)、小IIILa (イト)、鍵

f被他 鉢(1) 

黒色:U~八 州c
四

背佐!磁 lTIl (l) 
黒色 1:総B 倒、灘

S -20 I情禍色土
瓦 総 倒

須恵総 続3、均;c、様、'健

越州窯系背般 椀 lIH((ll)) 、1(愉花)(2)、II-2 (2)、II-2a (1)、
:1:， nili 榔 tg隠i;aれ(鍵イbト)、倒c、小nlla (へヲ〈イト)、高郎、様、

強t 日(1)
胤色了1'，械A 倒c

龍泉窯系背磁 紙i I(l(1) 2)、II-b (1)、皿(1)、田一 2 (1)、破片 賂色:I'，?，品目 供腕Jit，、健b

他日出繍 郎町一 4 (1)、破片(1) 瓦 Po>> 椀c

同安窯系宵・{滋 椀 l-1b (1) 織州鱒系背磁 制i大機 1(1)、大椀 1-2 bア (1)、 1 (6)、11 (1) 

IIIL 1 (1) 均: 11 (1) 

高麗青磁 倒 ?破片(外反)(3) 盤 II (1)、盤×水注11 (1) 

象|氏 椀(1)
飽泉線系背磁 椀

破II-(26()a、(Il-)、2日(5()l、)、I-H-4bb((1l3))、、 EI--62((1l))、、

片 1) 

-113-



大宰府条坊跡第225次調査 出土遺物一覧表(8 ) 

岡安~系背磁 i械i I(-l) l(l)、I-lb (1)、II (1)、皿 (3)、破片

1111 1 -1 (3)、破片 (2) 

Ti. 信i 平瓦(;俗子叩、縄目叩)、破片(二重格子叩)、瓦玉

:ri 製 JIlt 滑石破片、平玉石

~WJ:(質土#時 鉢(東播系)、鉢(篠窯)

瓦質土器 椀

線粕陶器 破片(近江) (1)、破片(産地不明)(1) 

瀬 戸 破片

白 磁 椀 V-2YE(l)4、V(-2b ((l))、、 V-1×)、四破一片2((1) )、 V 2XVJ[-4 (2)、lX(2)， XII[ (1)， 1iJJtJt (7 

皿 E(-la×(l皿)(5V)、E-(2l)(1)lIV)(破1)片、 I(Vl-2  1 )、 V 、 XVI 、VI( 、)

査他 登ill(6)、四耳査皿(1)

中国陶器 査 壷耳壷C 群~gl、、 破耳費片百(2()l)、耳蜜VH(3)、耳査 (2 )、
E値 破片 (1)

{也日待機 倒? (1)、鰍 (1)、水i:l:V (2)、破片(1 ) 

~I(忠質(納入) 制鮮系紙病11胸骨品積 (2)、 ?俄J¥"(1) 

金属製品 鉄or、鉱i市
1: 制rlr'1 I:ßiIì~，品取/;川品(おはじき? )、焼.'1:塊

その他 mx喰11英?
S--20 11削以色 1'，

Z( )部総 |供l似

l: 州総 |郎副(イト)、倒c、小1II1a (イト)

S' ，20 州側色粘土

釘l 忠昔話 様、蟻

1: 自IIi 総 11; a (イト)、イ汁111a (イト)

脇州綿糸背磁 椀 [[ (1) 

鉢他 水i.t?1 (1) 

純泉線系背f滋 機 1 (1)、倣J¥'(l) 

Tf. 類 ，¥11.1(. (物内1I、:J1制l削戦、 fl)閃石含有)

Jじ質 I~，総 鍋

1" 織 備他 盛田(1 ) 

"q~1I刷協 mt N (1)、耳盤(1 ) 

S -21 11如氏色:1:

~J{ 忠日品 強3、釜4、杯c、円面硯、護、斐(内面石灰付着)

1'， Oili 時 杯杯、a費(ヘa、ラ)安、a椀(c角、閃皿石a含有(ヘ)、ラ)費、b小皿a2、器台、高

M¥色土日品A 椀c、鉢

問色土部B 杯a、椀c

瓦 首品 椀c、杯×椀

越州線系背'j滋 倒 1 (8)、I? (1)、 I-lb (1)、II (8) 

翌E II (1) 

鉢他 水注 1 (1) 

瓦 類 平瓦(格子叩、縄目叩)

緑紬陶器 椀椀長門×(京皿)都((l)東)(海、2破))、片(椀1)(産(近破地江片不)明((京)1都()、l))椀(9×)皿、 破(京片都~京(都5)×、

灰紬陶器 椀(1)、壷(1 )、破片 (3)

自 磁 椀 VI-2l②×珊(-1)4、E(l)、1破(片1)、(4W)(1)、N-1b (1)、

皿 V-l (1)、破片(1 ) 

査他|査皿(1)、破片(1 )、 E系破片(1)

中国陶器 査|耳壷N? (1) 

須恵質(輸入) I朝鮮系無粕陶器査 (4) 

金属製品 |鉄釘、鉄銀、刀子、椀形淳、鉱津

S -21 黄灰色土

須恵器 供膳具、護

土師器 杯a (ヘラ)、椀c、費

黒色土器A 椀c、鉢

瓦 器 椀c

瓦 類 破片(縄目叩)

土製品 焼土塊

S -21 灰色粘土

須恵務 供)J普具、強×灘

土師器 杯a (ヘラ)、椀c、J巴手、艶a

黒色土器A 椀c

黒色土器B 供勝具

瓦 器 椀c

瓦 類 破片

須恵質(輸入) 朝鮮系無利陶器萱×鉢(内面機痕イ1・)(1) 

S -22 灰色土

須恵器 蓋3、杯a、杯c、費、灘、灘xmt(内Illi機痕)

土師器 杯蚕aa、(費イbト)、 椀c、小llIla (イ ト)、 小1111c 、鉢、 鍋、

黒色土器A 椀c

黒色土器B 杯a、椀c、煮炊共

瓦 器 小皿a、椀c、椀(畿内系)

越州窯系青磁 椀 1 (2)、II (2)、ll-2 (1)、IJ? (2) 

鉢他 7./<1.主 1 (1) 

龍泉窯系青磁 椀 片I(2((1)32、))、H-I-b2(43()l、)田、 I(l-)4、m(4-)2、日(網ll(弁14))、(2E)、破a 

他器種 杯皿 (3)、杯m-1 (l)、郎町一 1b (1)、破片 (2) 

同安窯系青磁 椀 1 (2)、1-1 b (8)、1-1 c (l)、破片(1 ) 

凪 1 (1)、1-2 b (6)、破J¥'(7) 

他器布i破片 (3) 

瓦 類 平瓦(;倫子叩)、丸瓦(倫子叩、制問nn)

石製品 滑石製石鍋B群 (1阪!日)、 Cl除、投丸?、滑石破片

土師質土器 鉢、羽釜、鉢×火舎

須恵質土器 鉢(東播系)、片口鉢?

瓦質土器 鉢、援鉢

緑紬陶器 椀(京都) (1)、破片(京都)(2) 

灰紬陶器 査(1)、破片(1)

国産陶器 査(常滑)、費(常滑一表面付着物有)、費(備前)

白 磁 椀 片咽vE-(( 4711 ))×(、、彊2破百)、片lW1(e1{4(32)1L )(、7V)医、 (羽(32))、、bV河(一11)5、X羽V(E1×)、V2EE((系11)L 破、

皿 E(( -2l ))l、、 (医El系)(1、破5W)片、-区(llα)(、由l煙破)、)片V(2-( )l2、)医(1ー)l、四(8()l、)区、四一2 ? 

査他 摘皿み(l()1)、壷皿 (5)、 E系破片 (2)、破片 (10)、鉢

青白磁 合子(1 )、合子? (1) 

4
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中国陶器 Z世E 

鉢他

饗

他器租

須恵質(輸入)

鋭 貨

金属製品

土製品

S -22 I日褐色砂

復{忠総

土仰 R品

照l色土総B

簡易l織系背繊 椀

間安里総系背鰍 4地

:比 潟i

布製 M.

木製品

'l:n'li質[:1:縦

I'~I 厳陶総

白 磁 {抱

中間陶総 骨買

鉢

~ 

他R品繍

1'，製品

その他

S -22 t.~U民色料i.t'.

m 埼~ ?器

目1'，Mi 側

瓜色 1'，総A

胤色 1:僻B

越州側糸背鍬

能泉翼線t{l背磁

阿世記縦糸背{磁

1i. 館l

水製 lilt

~.r(恵質 1:総

|利附陶総

自 似I

背 1'.1 織

S-23 IAI働色土

初忠告時

:上.師lm¥

出色:1二総A

胤色土機B

椀

倒

機

椀

大宰府条坊跡第225次調査 出土遺物一覧表(9 ) 

壷蜜(Wl()l、()2破、)壷片、登×〔A水C群注'ーB(b5群類)、)壷l()Bl、群)耳査(1×1)水、注査C(群1)、(1破)片、

I(摺-固2有()l)(、1) 田(1 )、鉢×水注B群(1 )、破片A群

喜怒N (1)、破片 (5 ) 

盤*証片片住I(EA1V(1)-2()11、#1小盤水i注I)、百(破2()片1、A)盤、群水I(注129)、~融2q片~、、B盤皿群E9(8(()31、~破、、

朝鮮系無紬陶器壷(1 ) 

盛栄通貨(室長曹、真書・対読)、破片(銭名不詳)

鉄剣、刀子、鉄塊

焼土塊

縦、 杯、 畳、 雪量

椀c、杯a(イト)、小皿a(イト)、小皿b、質b

械c、鉢?、受

1 (1)、II-b (2) 

俄片 (1)

平瓦(がu日叩)
滑布製石鍋

川途不IVJ製品

火合

~(常滑)

V (1)、は (1)、 日系f政"'， (1) 

稽{X水rJ:AIIP(1)、機×水jtBIIP(1) 

鉢×水制:M即 (3) 

~X根 (1 ) 

銚日 (2) 

焼 1:塊

稲子(桃)

締:CX 肉体、供l憎具、機X~

郎副(イト)、小JIIla (イト)、煮炊具

供!鵬tl-

供目鮮民.

Il (l) 

1 (1)、1-1 a (l)、 1-~ (1)、Il-b (2) 

I-lb (1)、!V-lb(2)

丸瓦(格子叩)

結楠底板

鉢(東播系)

費? (外面押印)

N (1)、 V-4bXc (1) 

合子(1 ) 

供膳具、把手?、委

椀c、杯a(イト)、小皿a(イト)、鉢×杯d、婆a、
要b

椀c

f共勝具

瓦 器

越州窯系青磁 椀

龍泉窯系青磁 椀

同安窯系青磁 椀

瓦 類

石製品

須恵質土器

灰粕陶器

白 磁 純

織他

中限l陶保

佐l忠質(輸入)

土製品

S -23 1暗褐色土

須恵器

土師器

黒色土器A

黒色土探B

瓦 総

越州黛系背{滋

飽泉織系宵ー繊

同安鱒系背磁

瓦 鰍

須恐質十:~品

自 磁

土製品

S -23 11荷灰色1・

網目草締

:1: fliU R9 

風色十'，R時A

風色 1'，&品目

瓦 総

総州自続系背磁

!日l安自慢系背磁

瓦 類

須恵質土器

緑紬陶器

灰紬陶器

白 磁

須恵質(輸入)

S-23 灰色砂

須恵器

土師器

黒色土器A

黒色土著書B

登E

~ 

倒

4内

101 

司監

機

椀

皿

椀
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供膳具

II (1) 

1-2 (1)、 1-4 (2) 

1-1b (1)、破片(1 ) 

破片(縄目叩)

円維状製品(滑石製石鍋BXC群の転用)

鉢 O~揃系)

破片(1)

VI-l (1)、V-IX咽ー 1' 3 (1) 

盛田(1)

耳盛N-l (1)、耳強破片・ (1) 

朝鮮系無紬陶器盛(1)

焼土塊

議3、資

均;a(イト)、椀c、小OIla (イト)、盗、 ~b

1'~腕具

1J~n情処

1Jt>>鮮民

1 (1) 

1 _. ~ (1) 

111 (1) 

倣'"・ (1) 

JLlt. (側111111)

鉢(東倒糸)

似}'，・ (1) 
一

4帯状製品

il.c、1fItx剣

郎fHTll4副曲1・)(、(ヘヘ強ヲラb)〉、イ小トHIl)、u何2;、(紛灯れ1'1、)、納倒、仁*1、4様小、H郵IliHt ((RイI閃ト)4、i 

純c

椀c

機c

1 (2)、11 (3)、111，1 u (1) 

1 -1 b (1) 

「波}十 (2) 

平瓦(格子叩、純目川1)、)1.瓦(純rlIIIJ)

鉢(東播系)、鉢(篠黛)

椀×皿(京都)(1)、破片(京都)(1) 

査 (2)、椀×皿 (2) 

V-IX四 2(1) 

朝鮮系無粕陶器査 (3)

蓋c、杯a、椀c、査、袈

蓋3、蓋4、杯a(ヘラ)、椀c、小JIIla (イト)、小皿
c、鉢、盛?、弼a、艶a(角閃rift;fO、自信b

杯aX椀a、椀c

椀c



大宰府条坊跡第225次調査 出土遺物一覧表 (10)

越州線系背磁 椀 1 (1)、II (2)、II-2 (1) 

瓦 類 平瓦(裕子叩)、丸瓦

鰍納11I淘総 純(京都)(1)、椀(近江)(1)、破片(産地不明)(1) 

I~I 磁 椀 N (1)、V-1X四一 2 (1)、破片(1 ) 

rl:r悶陶総 {血機稲 破片'B1洋(1 ) 

~J{忠質(輸入) ~QJ鮮系無・利l附総殻( 1 ) 

イスラム 強(1 ) 

金属製品 鉄製鈎状製品

は
一
器
一

A
一は

抗
一
一
器
一
軒

剛
一
師
一
位
一
樹

4
一
土
一
黒
一
5

2

-

2

 

一

-

一

C
M
圃

Q
U

陣具

須恵器 蓋3、杯a、査、奏、供膳具(擦痕有)

土師器 蓋小有皿)3、、c費杯、b供a膳(ヘ具ラ()イ、 ト杯)、a鉢(搬×入盤品、重か量 ?a)、、妻椀ac、(角椀閃c石2含、

黒色土器A 椀c

鳳色::1:.総B 倒c2 

越州自慢系背磁 倒 1 (1)、1-5 (1)、 II (5)、II-2 (1) 

lUL II (輸花)(1) 

費量 ~X 水1:1:1 (1) 

1i. 甥i 九11.1i.(術f-IIIJ)、 JLJi.(倫子1111)、文字瓦(I-2) 

m忠質:1.'.日日 俄J'i

総病11I御縦 機(近江)(1) 

S -27 則偽色:1.:

~J{ 忠告品 破片

土自ili 僻 杯a (イト)

"IL~I陶僻 鉢 破片 ?B群 (1)

S -28 11官補色土

~.l'!恕器 供勝具、讃×艶

土師器 杯c、強×鉢、煮炊Jt・

間色土器A 破片

Ji. 類 破片(純白日11)

S -29 I晴樹色土

須思機 供勝具、登e(肥後)、翌臣、滋×灘

土師秘 停a(ヘラ)、椀c、強

黒色土僻A 椀

黒色土器B 破片

瓦 類 破片(格子叩、縄問叩)

線利陶器 椀×皿(京都×防長)(1)、椀×皿(京都×近江)(1) 

S-30 灰褐色土

須恵器 |杯、難

土師器 |杯a、椀c、小皿?

瓦 類 |破片(縄目叩)

白磁 皿|医(1) (混入)

S-31 黒褐色土

須恵器 |蓋2、蓋3、椀×杯c、壷e

土師器
杯a(ヘラ)、杯a(転用品一底部中心に穿孔有)、椀c、
椀c2、小皿 a (ヘラ)、皿a、小皿 a2、小皿c、妻
a 、喜善b

黒色土器A 椀c

黒色土器B 椀c

越州窯系青磁 椀 2Ib(2()l、)I-2aア(1 )、日 (2)、日? (1)、1-

皿l 1 (1) 

長沙線系背磁 IIfL? (1) 

瓦 lI'l{ 丸;低(倫子1111)、文字瓦(I-2)、瓦玉

鰍稿111均~>> m(ll(京)、都破)片(l(近)、江椀)×(lHl)l(防長)(1)、俄Ji・(京都)

I~I 織 機{也 鉢II (1) 

m忠質(輸入) ゆl鮮:糸1n~納11陶総? (1) 

金腐製品 鉄釘、板状鉄製品、鉱i宰

土製品 :焼土塊

その他 剥片(黒磁石)

S -31 灰色土

須恵器 杯c、費×登

土師器 杯a、杯c、椀c、杯×皿a、務a、賞b

黒色土器A 椀c

黒色土器B 椀c

越州窯系青磁 椀 1 (3)、1-1 (1) 

皿 皿×杯1 (l) 

宜~ 査×水注II (1) 

石製品 滑石製石鍋(転用品)、滑石破片・

須恵質土器 鉢(篠窯)

灰粕陶器 壷(1)

S -32 黒色土

須恵器 供膳具、壷×聾

土師器 杯a (イト)、椀c、小llILa (イト)

黒色土器B 供膳具

瓦 器 鉢

龍泉窯系青磁 椀 1 (1)、 II-b (3) 

同安窯系青磁 皿 破片(1)

瓦 類 平瓦

土師質土器 鉢

須恵、質土器 鉢(束播系)

緑粕陶器 破片(近江?)(1) 

白 磁 椀 四(1)

皿 四一 1b (1)、IX(1)、IX-2 (1) 

中国陶器 宝世E N (1)、N_;l (1) 

鉢 ?破片B群(1)

他器種 盤 1 (3)、盤 1-2 (1) 

土製品 玉、焼土塊(多最)

S-33 暗褐色土

須恵器 蓋3、杯身(小田編年IIB)、高杯、費

土師器 椀c、皿a(ヘラ)、供勝具(イト)、費a

黒色土器A 供膳具

黒色土器B 小査、供膳具

瓦 器 供勝具

越州窯系青磁 椀 1 (1)、II (2) 

p
n
u
 

--ム
唱

B
i



大宰府条坊跡第225次調査 出土遺物一覧表 (11)

例，/(線系青磁 椀 I-lc (1) 

瓦 類 破片(格子叩)

石製品 滑石製石鍋A群

灰利陶器 椀(1)

，'， 磁椀 W(l() l)、NXV(1)、 V-4X四一 1・3(2)、破片

'1'凶陶器 査 破片C群 (2) 

他器種 盤皿(1)

須恵質(輸入) 朝鮮系無粕陶器壷(1 ) 
一__j

砂
一
器
一
器
一
位

色
一
室
一
市
一
一
決

r
t
・-
E
d
司
自
h

H

E

立
国

3
一
須
一
土
一

3

q
J
圃

qu

一

-

-

un
回

目

、

υ

須恵器 自絶

土師器 保a(ヘラ、イト)、丸底杯a、小皿a(イト)、婆b

Ij 磁 i抵{也 小市議(花文)(1) 

青白磁 ft了・強 ( 1 ) 

木製品 制J必似

S -34 暗褐色土

須恵岩佐 議ci3J14・、~離9れc初遣)を、c畳、、杯喜善a 、杯c、椀c、高杯、小壷 (8

土師協 郎蝉b日、(ヘ郷ラ()角、間椀石c含、有皿)a (ヘラ)、 大鉢×大杯、 蜜a、

黒色土務A 倒c

越州窯系背磁 椀 1 (4)、n(3) 

鉢他 議1(1) 

瓦 ~t 、Jl.JC(精子叩、純白叩)、丸瓦(格子叩)

石製品 スクレイノ~-

緑納hI陶ts 椀XllIl('L毛門?)(1) 

自 磁 制l 1 -1 (2) 

備{也 {政1¥'(1) 

金腐製品 川途不IYJ鉄製品、鉱i市

土製品 仁王(制11MI) 一一一一一一一一一

S 34 背灰色*lliJ'.

須恵 HE |供11制

土 Oili 総 |郎(俄川?? ?)、 iJ~帆

黒色川A I倒c
S -34 制色 1'.

須忠~，~ 議3、土不c、鉢b、E島、 壷、 費

jニ Oili ?"品 杯(ヘaラ(ヘ)、ラ椀)、c杯、高a杯(、イ把ト手ー混、入蜜?a)、、翠杯bc、杯aX皿a

黒色 I:.~，品 A 椀c

越州~系宵"li政 椀 1 (1) 

瓦 tJ'， 平瓦(格子叩)、破片(縄目叩)

総病h陶tH 破片(京都×長門)(2) 

金属製品 鉄釘

S-34 灰色砂

| 土附協 |杯a (ヘラ)

S -35 暗褐色土

須恵器 蓑3、壷、蜜b

土師器 杯a(ヘラ)、椀c、費a、費b

黒色土器A 杯a、椀c

黒色土器B 椀c

長沙窯系背磁 椀? (1) 

瓦 類 平瓦(純白叩)、破片(格子叩)

中国陶探 強 破片B群(1)

金属製品 鉄釘・

S -36 褐色土

須恵器 蓋道3d、×蓋f、c灘、杯、把a手、t不c、小椀c、椀c、商郎、 強b、

土師器 杯婆aa((角イ(ヘ閃ト混石ラ)入含、有)椀、)高、c杯把、大手、椀側勝c共×鉢(i、奈小付H精Il)a、機(ヘaラ、)蝉、小bm、l 

黒色土器A 椀c、供膳具(脚有)、煮炊具

黒色土器B 供謄具

越州窯系青磁 椀 I(l(1)0)、EI-)2、aア (21)、I-2Eaウ2(l)(、I)-2ウ(4)， n-2 a (1)、-2 e (1 

判; 1 (1) 

稽t1!:'ex水it(1) 

鉢{也 合f-r (1)、脚 1(1) 

i支i少自慢糸背倣 水11(1)、鰍×鉢 (1) 

}(. 嫁l 鬼JLJU(術、事f|:-H九|lJ、L制吋H (H傾|l)1F、) J、Li1a4j4(l俄U、(-"文ll;f)T、:1414(iL I -2 ) 、、1"

石製品 、ド I~ ィ i

総 'Ihlf&tJ R~ 海lHl()4(京)(、l目俄的)ji(-2(防)、長例)×(:liHl)、(防縦長片)((H4ta)n、)倒(2×)H、lll破(近片tl(:)東

!氏物h1'AtJ ?~ 州 (2)、 IIIl(2)、例XlIIl(8)、般)'((1) 

自 磁 制l 1 Ci) 

中間陶~~ {山総楓 似J¥・C併'? (1) 

金腐製品 tl;内

告挽 貨 俄)¥.(口口i泊費・・ 7J~人? ) 

その他 刺)十(肌附'{j)

S -36 暗灰色土

須恵器 蓋3、並c、杯a、長f;c、鉢、様、蝉

土師器 杯翠(ヘabラ(ヘ)、ラ皿)、a杯(ヘaラ()内、而{剣赤勝色具顔料(油付煙精))、、鉢椀×c盤、、小雪組IHlaa 、

黒色土器A 椀c

黒色土器B 椀c

越州窯系青磁 椀 n (1) 

均〈 1 (輪花)(1) 

鉢他 合子 1(1)、税 1(l) 

瓦 類 平}i: (的'(川 11、制 UIIIJ) 、丈~n'L(I-2)

須恵質土器 鉢、鉢 CIT:7fu:?) 

緑粕陶器 破片(W:榔)(1) 

灰紬陶fS: 椀 (2)、llIl(1)、制 (1)、?破片(1)

土製品 焼1'.胤

その他 '符
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S -36 黒褐色土

大宰府条坊跡第225次調査 出土遺物一覧表 (12)

S -40a 11資制色土 S -45c 照褐色土

こI~. 附i 部 |杯a、椀c、煮炊具 I I :1:自ili 器 |均;a、煮炊具

S -40d 晴樹色土 S -45d 褐色土

須聴器 蓋3X商杯、供鵬具(叢?) 土師告書 破片

土日ifi 告書 杯a 黒色土器A 破片

S -40g I碕褐色土 S -45e 褐色土

土師器 須恵器 煮炊具

緑糊陶著書 土師器 杯a、椀c、煮炊具椀×皿(京都) (l) 

S -40h 暗褐色土 瓦 類 平瓦(縄目叩)

土師器

黒色土器A

須恵器 供勝具、壷

土師器 杯a (ヘラ)、椀c、椀c2、褒a、把手

黒色土器A 椀c

黒色土器B 破片

越州窯系青磁 鉢 水注 1(l) 

瓦 類 平瓦(格子叩)、破片(純白叩)

木製品 斎申、櫛、桶底板

S-36 褐色砂

土肺機 |杯a(ヘラ)、釜×高杯、大杯×鉢、煮炊具

灰糊陶縛 |椀×皿(1)

S-36 貨褐色砂

須恵器 |破片

土師器 |杯a(ヘラ)

黒色土器A I椀
S-36 暗黄褐色ニl二

須恵緋 |織3、川河、機×澱

ゴ: 側 a>> 111; a (ヘラ) 仰c、船、鍵b、制(角閃川)

烈色 1:椛八 |倒c

κ 矧|似)'，'

S'<i7 IIff#d色 1:

l: 向li a>> I郎a(ヘサ、イト)、倒c、煮炊共
線治Ii陶協 |仰XJIIL(京都) (1) 
s .-捕以色 1:

~!l 恵問 1J~'燐具、 g健

1: 向Ii 昔話 ムドa (イト)、小lllLa、機a、嫌b

胤色 I:P'>>13 俄)¥'

1" 織 械l JI糸破片 (1) 

"'1~lIli削機 盗 瓶×小1(rtB(，ゆ(1) 

1: 製品 玉

S -:i9 11向働色土

~!{忠日品 供膳具、妻

:1'，自IIi 縦 {共膳具、煮炊具

肌色 1'，首位B 破片

現i 破片(格子叩)

:{:i 製 till 十tt布製破片、平玉石

総 ~11i 1淘僻 破片(京都) (1) 

S 40 j 暗褐色土

須恵器 |費

土師器 |杯a(ヘラ)、椀c?、妻(雲母多量含有)、鰍共

S -41 暗褐色土 (S-29以西)

須恵器 葦4、杯c、杯cX皿c、意×鉢、費

土師器 杯蚕ba 、椀c、皿a、供膳具(油煙)、供!賂J.l， (機付着)、

黒色土器A 椀c

越州窯系青磁 椀 1 (1) 

石製品 平玉石

灰紬陶器 破片 (2) 

その他 葉山十 (}W縦イi)

S -41 U時制色:1:(S -29以胤)

拡{忠 '?I~ 判;c、様、併;X様、様、灘、俄)'1'(IAJlfli峨純)

1: Oili 縦 判;a (ヘヲ)、機c、獲a(角閃u合;ff)

M¥色十:p'>>A 椀c

m色土器B 破片

脇州熊系背磁鉢他 合子 1(l) 

瓦 類 平瓦(純白叩)

線利i陶器 破片(防長) (1) 

S-42 暗灰色土 (S-29以西)

須恵器 |供踏具、壷

土師器 |杯a、斐

黒色土器A I椀c
石製品 |平玉石、破片(安山岩)

S-42 暗灰色土 (S-29以来)

須恵器 |供膳具

土師器 杯a (イト?)、煮炊共

瓦 器 破片

S -43 灰色土

須恵器 f共膳具

土師器 杯a (イト)、椀c、小皿a(ヘラ、イト)

黒色土器A 椀c

黒色土器B 供勝具

S-44 黒褐色土

須恵器 均:

土師器 供腕~・(ヘラ)、;f，'(炊共(ftJ 閃正i Pì;{n

黒色土椋A 破片

n
H
U
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大宰府条坊跡第225次調査 出土遺物一覧表 (13)
S -46 黒褐色土 S -52 暗褐色土

須 E宮、器 破片 須恵様 杯c、椀c、壷b、壷×斐

土師 ifF 杯a、純×丸底械、煮炊A 土問i梯 杯a(イト)、椀c、小皿a(イト)、賓b

瓦 総 i憐 ~~\色 :I.:R品A 椀c

中間|拘部 他保有n 水ì:J: ??B~tf(l) 出色J二WrfB 倣)¥.

必{忠質(輸入) 制鮮系紙，'111陶総(1) 瓦 持品 術

金属製品 鉄釘 越州耳鳴系背{滋 制i 1-2 (1)、日 (1) 

S -47 nI色粘土 船来線系背倣 倒 1 -2 (1)、1-3 a (1)、1-4 (1) 

J-， nrli 総 :1:1: a (イト)、小JlILa (イト) 他日品楓 破片・ (1) 

胞Jit綿糸背磁 倒 ?破)'((1) 同安窯系背磁 純 {波g・(3) 

IIIL 1 -2 b (1) 皿 1 -1 b (1) 

1{. 信l 似1'.・(純111111) 瓦 類 破片(格子叩)

11 製品 滑イil政)'，・ 石製品 滑石破片、砥石

1'1 {滋 似l IV (2) 須恵質土器 鉢(東海)

S 48 11青白骨陶色 1'， 総病h陶務 椀(近江)(1) 

矧慰締 郎、燦 版物hI淘締 破片 (1)

1'，向11 lI"~ 4: a IJiI i根陶日時 .，(常滑)

鰍相hl!$d総 1111 (尚地イ，1m(1) 1'1 IIU 抑留 IV (1)、倒)'，'(1) 

S 41) 附尚色 1'，

m 1M. lI"~ 1JtlIM具、鉢、剣

1111 → 中 IJìI~締 骨量 Jf'{/r111 (1)、JI'燃111x IV (1) 

1'， sIII 紛 川~a 、 t時1<' (刈JUJ)、小IIiLa (イト)、縦n 鉢 I (1) 

一 一県(1.'， I'，~>>八 4殉 ~It感慨(輸入) 川町品川仰向 (1) 
}以(1¥1'，lI"~1I 4内(: 日 52 ~(I" 紗

脇州綿糸背俄 t地 I (4)、JI (4) ~tl ，¥1思紛 書簡
..山掛町四袖叫司毛布飾品~-判叫i

民i少詩情糸1有線 i政)'，'(1)、?似)'，'(1) "，耐t 紛 t..f;凶(ヘフ)、胸 4・、何;11 x )I，Itr;tl;1I 
一 也出“』副幽-・a直司由帥晶‘句鋼制品掛川-開嗣・4也畠血肉圃-幽-拍刷伺司岬a哨酔帽』岨H刷恒叫_..~回・1・・岨_噂._・咽・‘内崎市τ胃冒"岡田園田河闘岨卸也uι_.凶色凶且A血且且且且抽出_..回直匂邑『島崎晶4噌圃ムー-情・・ぃ_--剖加斗

自Ul期l(1背{必 械1 I (1)、彼)¥・ (1) 自Ut鶏糸)1(鰍 械 I -1 (1) 
時~"岨-抽圃噛凪圃圃岨山陶喧園田圃咽園開田園田園層調田園田圃圃叫4嚇h-_. 回一 ・町四回副剛、岨圃都目“協~._...占..~ーーー~，

IriJ'氏目~，fl 背餓 例 似什 (1)、?似)'，・ (2) INI i殿胸骨量 割腕(常滑)
制 一…...・-一一一

IIIL I (1)、俄)'，'(1) げ目的問J出向.1 般'" (1) 
lι 制 1彼J¥'(併f-IIIJ) S..52 11荷!米包1'.

~ro邸質 I'，~>> 鉢(JIH冊糸) l: srli 側 11Jt臓外

線利III'J ~持 椀川111Wil竜)(1) 酬鰍側州 11 (1) 

1'1 鰍 4織 般)¥・ (2) lriJ畑綿織倒|繊)¥'(1) 

1111 倣)'，・ (1) lH織陶総 |傑(州)

。jljNI附lllif 司盟 税11'税×水WtiliZtZF(l()l、)11.税 Bn~ か'! (1) 、小織 B~ (1)、 S fla u自陶仇1'.

他日日繍 鰍I(1)、水n，x(1) 、似)\'B~かれ峨)\' (1) 
矧忠総 議:J、4:c、使

合属製品 鉄事I J'， nili 総 tf(;角a閃(ヘ石含ラ)有、)腕c、高杯?、壷×鉢、 婆a、費b、破片

その f也 最IJ)'，'(斜l縦イi) 黒色土器A 供勝具、煮炊具

お f><l 附禍色 1: 瓦 類 平瓦(縄目叩)

タ{忠~ 自転a，4: a 、l1ttx鉢、 税、 ，健 石製品 i骨石破片

1'， nrll ~>> ム片ド日(角(閃へ行つ)合、イ倒f)c、小1111a (イ ト?)、 費a、費b、破 灰粕陶器 椀 (2)

胤色 I:~日 A 倒c
S-54 暗褐色土

胤色 1'，日品目 f椛×拠?
須恵器 供膳具、言語

民c 熔l ;'II.1i (絡子叩)
土師器 杯a(ヘラ)、杯c、高杯?、斐

u 製 JIlt 機形石匙
黒色土器A 椀

Jパ ~Ih Il$tl縦 破片(1)
瓦 類 破片(格子叩)

"，製品 焼土塊
その他 剥片(黒崎石)

-119ー



S -55 11官補色:1:，

大宰府条坊跡第225次鯛査 出土遺物一覧表 (14)
S -60 暗黄灰色シルト

~J{ 恕総 議3、勾旬、備、 艶

jニOili 総 材;a、椀c、煮炊，A・

1i 製品 拠1移行総(以¥1嚇行)、スクレイパー()抑制行)

線物h1陶締 JIIl (}l(都)(1) 

i}fri 't .'1:総 灘(~!{玖式)

純文 :L:総 倣)-¥'

その他 剥}十(1州制イn
S -56 暗褐色土

須恵器 蓋3、蓋c、蓋c(荒地l盗)、郎、銀、!l!a

土師器 杯妻aa、、 杯妻ba、×皿薬a(角(ヘ閃石ラ含)、有椀)、c費、椀(古c式2土、鉢師器×鍋)、

黒色土器A 椀c、椀c(畿内系)、要?

黒色土器B 椀c(畿内系)、供膳具、費

越州窯系青磁 椀 1 (10)、1-1b(4)、II-2 (1) 

m II (1) 
嫌 11 (1) 

民沙縦糸背餓 倒 (1)、小倒(1)

J{. 矧 J、UlzlU(l(怖日2f川)l、l、J{.制i{l l H|l)、丸瓦(格子叩、縄目叩)、文字

u 製品 滑~j俄1'1' (イi鍋か，!)、ポ j.:行

m~. 1'.I緋 鉢・1、大君臨

鰍訓n何日日 倒(刈l)H、l 俄(i止jTIl;)( 東(海~~、(怖9) 、(京彼都}i)-((防1 )長、)破(片3)(京都系)

以利11陶槻 {比l沸具

~械製品 *1;1市(倒1路神)

その他 民化物

お f>l; 期栂他動，Ij1'， 

m 忠~>> 自絶

1'. slIi側 郎a(ヘワ)、倒c、受b

胤色 1'，総A 供腕，tt，

A!&州撚糸背磁 椀 II (1) 

鉢他 水注 1(1) 

J{. 類 平瓦(怖 (-IIIJ)、九lじ(怖(-1I!l)

中1-"11IAlJ総 {出僻種 水注x(11寄宿)
sm開 11削減む1.:

矧忠総 |拠

l: 自Ii ~品 |郎a(イト)、倒c、小1111a (イト)、灘a

IIq~1陶総 鉢|羽 (2)、V1-1 (1) 

S一回 11府側色.'1'.

創忠~>> I杯、灘
jニ向li 撚 |杯a(ヘラ)、小Jsla (イト)

劉鰍土~，~ I鉢
S -60 1情灰色砂

土師椋 杯?

石製品 石鍬(黒l礎石)、熔石

弥生土器 費(須玖式)

縄文土器 鉢形土器

その f也 剥片(黒曜石)

土師器 供膳具

石製品 打製石斧、磨製石斧、磨石

縄文土器 鉢形土器

その他 剥片(黒曜石)

S -60 黄灰色シルト

土師器 供膳具?

布製品 横形石匙、石錘、磨石

純文土器 鉢形土器

その他 剥片(安山岩系)

S-60 ~褐色砂磯

石製品 磨石

縄文土器 鉢形土器

S -60 黒色砂

縄文土器 |鉢形土器

S -62 暗褐色土

須恵器 鉢×壷

土師器 供膳具、煮炊具

S -67 暗灰色土

須恵器 杯

土師器 杯a(ヘラ)

級制陶器 皿(京都)(1) 

S-随時灰色土

:1.: s削機 |椀

S -70b 貨補色土

須恵日品 杯蓋(小田編年IIIb~N) 、供腕共

土附i ~，品 小皿a2 

S -70 f 附灰色土

須思器 供勝具、妻

土自iP 椛 椀c、小皿?、鉢×査、務b

黒色土総A 椀

灰色土

須恵器 杯蓋、l杯、蓋c、3椀、蓋c、c皿、杯a蓋(ヘ(ラ小)間、制大作HllWcI!xな後鉢)、、班税、殺難×高

土師総 章大把2椀、手子小×(蓋革皿品b、主、皿小主a皿ゐ(cへ旨、台鍋ミ、、小費4皿4aJ、a強i、{官ヘb、ラab聾、J能イ(角ト間F)石、t小含詰有皿守)a! 、

黒色土器A 椀c

黒色土器B 蓋3、杯、椀c、小皿a

瓦 器 椀c、小皿a

越州黛系背磁 椀 II(-3(1)28、)ウ、皿 (I(l-3))、lI(-l)2、アI×-ウ2((l3))、、 EI-(142)ア、 E(2-)2、

皿 1 (1) 

杯 1 (1)、 1-3 (1) 

宜土E 1 (1) 

龍泉窯系青磁 椀 I((24(3))5、、)、皿E--I-2al((口7(禿3)、)げ、E)I-(-lb)2(4(311))、、EI-(84)、(皿3)-、2H 

皿 1 -2 (油煙)(1)、破片(1)

他器種 杯III(2)、杯III-1 (3)、蜜1(1) 
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大宰府条坊跡第225次調査 出土遺物一覧表 (15)

同安窯系青磁 椀 1 -1 b (21)、1-1c (1)、皿 (2)、破片 (9) 青白磁 皿(輪花、 i~1煙) (1)、合子 (5)、破片(1 ) 

皿 I(-l破(1片)、 I-lb(2)、1-2 (1)、1-2 b 3 )、 (6) 

高腿背磁 象1荻 破片(1)

中国陶器 盛 耳注W蜜B(氾16洋)、((29破~片、、耳B破盛群片XE((3l()4)、)破、蜜片×C水群注(A6)群、 耳(2蜜)V、I強(×l水)、

瓦 'i 
平軒瓦丸瓦(絡当子(珠叩文、細)目叩、二重格子叩)、丸瓦(裕子叩)、 鉢 ×I水(注l)A、l作W((l1))、、鉢破×片水A注群B群(l)(、l破)、片鉢B×群水注(l)(、l鉢) 

石製品 行't布製石鍋、滑石破片、1JJ，.~布、平玉正i ヨEN (5)、破片 (5)、?破片(1 ) 
土師質土日日 鉢、捕鉢、火11f

m忠質1二日品 鉢(JU揃系)、鉢

Jt質土日品 鉢、制?

他協和i呼韓12()守l、)，JlIl盤)jE1み(blを)、(官1援)、(I吠盤(10(緑心)、瑚盤、)開(I1)A、b群水皆注川祖}、、F破)片、

総 fill 怖~協 倒防IIIl 長×(京)lHl都((2)近)(f、 ll:般/、八~，~倒)(×が、:l俄jH也lj不(i-京19(1都|)坊)民((Jl4) ()3、)H、Il破(防片長・)(3K(者2|l)×、
須慰質(輸入) 朝鮮系無紬陶器 (23)

黒糊陶器 破片(1 ) 

};足柄Ii11;旬総 椀 (2)、倒xIIIl (:3) 、~ (:3)、破}t(4) 縄文土器 ?破片

糊 f政}¥'
金属製品 鉄車I、鉱浮

)1目的糸I~鍬総 染{・)'/1滋 H14州、{滋1t~lIIl、破片
土製品 碍、繍羽口、玉、様状製品、焼十:~沌

I~I ，m陶総 姥櫛)、(常似滑ji)-、(鉢路地(，不m'付明B、、 揃土鉢管 ~片近口?現)代(備)前)、 破片 (常
その他 軽石

黄褐色粘土

1'1 {滋 4内 i 2( (bll4L } L ( 1)溜VH 21 ×(咽3L )14、W)(、被4(咽リ)1片1、ー)V、(2日V×)4 3(×2咽()1、) V1 31(( ×5 珊l 、
WX l一 、四一 ll( 、区 3 
(、一 1b ( 

縄文土器 |鉢Jr~ I'，~>> 

IIll 似Wjr(l()lO、)IX(12)、広一 1(4)、X(1)、 E群?(1)、

制{也 様 (1)、満田 (5)、合子? (2) 
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